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お客様
サービスセンター

編集部からのお知らせ

ベネッセ教育総合研究所ウェブサイト内のコーナー

『VIEW21express』では、最新の教育現場の状況や取り

組み、現場の教師や識者のオピニオンなどを、「express

（＝速達）」でお伝えしています。ぜひ、ご覧ください。

多様な立場からの声をリレー形式で紹介
シリーズ・
みんなで語り合い、考える「これからの学校」

速報リポート　若手教師・教育創造MTG

先行公開　『VIEW21』教育委員会版2020Vol.1

掲載コンテンツ例 随時更新中

高校向けだけでなく、
教育委員会向けコンテンツも

続々リリース中！
VIEW21 express 検索

リリース

教育の「これから」を考える
 オンライン・ワークショップのご案内
自校の教師同士による
対話を通じて、自校の「これから」を
考えてみませんか？

開催日時 ２０２０年９月18日（金）15～17時

形式 オンライン（ライブ配信）
 （参加申し込みしていただいた方に、詳しい参加方法をご案内します）

参加費 無料

内容 本誌の特集のテーマに関して、
 自校の「これから」を考える対話型のワークショップ

参加申し込み受け付け中！
詳しくは本誌 31 ページをご覧ください

ミーティング

ニューコンテンツ、続々
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柏木　今号の表紙の絵として、生徒と先生が話をしている
様子を描いてくださいましたが、このシーンを描こうと

思った理由から教えてください。

伊藤　モチーフは、昨年度の学校案内の中の写真です。生
徒が熱心に話すのを先生がじっと聞いている情景は、学び

の中で「対話」を大切にしている私の学校を象徴していて、

その写真がとても気に入りました。場所の設定は、落ち着

いて話ができる屋上庭園に変えて、マスクもせずに対話し

ていた頃を懐かしく思いながら描きました。

柏木　対話は、伊藤さんにとって自身の高校生活を語る上
で欠かせないものなんですね。

伊藤　学校には、対話の大切さや手法を学ぶ授業があるの
ですが、実は最初のうちは、対話について学ぶ必要性を私

はあまり感じていませんでした。でも、プロジェクト型の

探究学習などを通じて、対話によって多くの気づきが自分

の中に生まれることを実感し、想像力と創造力を発揮する

ためには、自分をメタ認知する他者との対話が必要だと分

かったのです。高校２年生の時には、自分を変えてくれた

対話を、多くの人に体験してもらえる仕組みをつくりたい

と考えて制作した、「子どもの想像・創造力を育てる絵本」

が次世代クリエイター向けのビジネスコンテストのグラン

プリに選ばれました。

柏木　すごい！　充実した高校生活ですね。
伊藤　ただ、コンテストに出たことで満足してしまって、
臨時休業中の初めの頃は自宅でぼんやり過ごしていたん

です。でも、「こんなことでは駄目だ」と気がついて……。

それからは、起業家やクリエイターなど、自分たちが会い

たい人にオンラインインタビューをして、それを中学生・

高校生向けに発信する活動を友人と始めました。

柏木　臨時休業という困難な状況下で、伊藤さんを新たな
チャレンジへと突き動かしたのも、他者との対話への欲求

だったのですね。

伊藤　学校に行けなくなって分かったことは、学校は「協
働」する場だということです。知識を身につけるという点

で言えば、オンラインで十分です。でも、学校に行けば他

者との協働が生まれますから、自分１人で完結しかけたも

のがさらに広がったり、深まったりしますし、他者の反応

やその場の空気感を感じ取ることで、思考が思わぬ方向に

展開していくこともあります。対話の力で社会をよりよく

変えていくために、対話を通した創造についての研究蓄積

がある大学に進学し、高校時代の学びを発展させたいです。

柏木　伊藤さんと話す中で、これからの学校を考える上で
は、「対話」が欠かせないキーワードになると改めて感じ

ました。素敵な対話の時間をありがとうございました。

高校で学んだ「対話」が
私を変え、新しい世界を創った！東京都・

私立かえつ有明中・高校
３年生

伊藤詩
し い な

奈さん

VIEW21 編集部
統括責任者

柏木 崇

表 紙制作者

聞き手

臨時休業中、ふと学校のウェブサイ
トを見ていた時に、この写真が目に
留まったという。伊藤さんが学校と
いう場に求めていたものが、この写
真に凝縮されていたのだろう。

友人と協力して臨時休業
中に様々な人にオンライ
ンインタビューを行い、
その様子を動画投稿サイ
トで公開した。

高 校 生 と の 対 話 で 描 く

1998 年 4 月号から生徒と教師の写真で飾られてきた本誌
表紙。2020 年 6 月号からは、臨時休業という想定外の状
況下で、学校での学びの価値を捉え直した生徒のアート作
品の力を借りて、引き続き、生徒と教師の関係を描きます。



〈ビュー21〉
高校版
2020
V o l u m e 3 8 月 C O N T E N T S

特別企画

特集

改良！　指導ツール　ビフォーアフター

実践　アクティブ・ラーニング

指導変革の軌跡

２年生　課題設定ワークシート
改良会議実施校　福岡県・私立福岡女学院中学校・高校

	 	 現代文　栃木県立宇都宮女子高校　黒川治彦
	 38	 人気記事を Playback　2016年10月号掲載
	 	 過去の学習内容と行き来する活発な議論の中で、
	 	 深い読解を実現する
	 42	 追跡！　授業のその後
	 	 学校や生徒の状況に合わせて柔軟に授業の手法を見直し、
	 	 対話を通じて創造性を育む

 愛知県・名古屋市立工芸高校
「高校生のための学びの基礎診断」
学科・学年混合で行う振り返り会で、生徒に学びの意義を浸透させる
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「今」と向き合うことが、
「これから」を創る

◎依然、先の見通せない状況が
続いていますが、先生方や生徒に
話を聞くと、臨時休業を始めとす
る今回の事態を受けた様々な経
験から、多くの気づきや学びを得
たといった声が少なくありません。
そこに教育の「これから」を考え
るヒントがあるのではないか ─
今号の特集では、コロナ禍の「今」
に向き合いながら、学びや学校、
社会や自身の「これから」について
考えた方々を取材しました。共通し
ていたのは、未来は作られるもの
ではなく、自分たちの手で創るとい
う考え方。生徒も教師も一人ひと
りが「未来の創り手」であるとい
う意識を持ち続ければ、先が見通
せなくても、この難局を乗り越えて
いけるのではないでしょうか。

『VIEW21』高校版
編集長　柏木崇

今号の刊行にあたって

─疑問や課題を解決！実践につながる！─　新課程レポート64

SDGsの視点で見る大学の学び
 56 解説　目標 5・14　	
 58 大学の学び　目標 5　ジェンダー平等を実現しよう
	 	 仁愛大学　人間学部　コミュニケーション学科　織田ゼミ	
	 	 地域社会で問題解決の経験を積んだ後、身近にあるジェンダー問題の解決に挑む
 60 大学の学び　目標14　海の豊かさを守ろう
	 	 東京理科大学　理工学部　土木工学科　水理研究室
	 	 河川から海洋へのプラスチックごみの流出量の測定手法を開発し、豊かな海を取り戻す

56

教師を育てた言葉たち

Reader’s VIEW

「自分が受けたい授業を生徒にもしてあげなさい」
広島県・私立ノートルダム清心中・高校　山下佳

よし

子
こ

巻末

72

新課程に向けて描く　「学校教育デザイン」34
  長崎県立佐世保西高校
	 	 育成を目指す資質・能力の設定と「対話」を軸に、
	 	 授業改善の方向性を見いだす

「大学入学共通テスト」実施初年度入試に向けた指導の状況と今後の見通し

教育の「これから」を考える
─「今」を見つめた未来の創り手たち─

若手教師・教育創造M
ミーティング

TG62
第２回オンラインミーティング・リポート
日々の気づきや悩みを共有し、
自校の課題に向き合う活力を得る

テーマ　新課程入試につながる進路指導とは
実践事例　秋田県立秋田南高校
「大学の学びへの接続」を目指した探究活動と進路指導	

NEXTリーダーがオンライン＆
　　 オフラインで集まり、語り合う

これからの進路指導のための　世の中トレンド解説
スマートシティ
解説者　柏の葉アーバンデザインセンター　ディレクター　永野　収

しゅう

52 新連載

 8 臨時休業を経た高校生が語る、私の学びの「これまで」と「これから」　
	 	 他者とのつながりの中で、自分のあり方や秘めた力に気づいた
	 	 神奈川県・私立自修館中等教育学校	菅

かん
野
の
風
ふう
歌
か
さん／川久保実

みの
莉
り
さん

	 	 予測困難な未来を生きるからこそ、語り合いながら「今」を大切に生きる
	 	 福岡県立育徳館中学校・高校	中村唯

ゆ
乃
の
さん

 12 想定外の事態を経て社会人が考えた、「これから」の社会で求められる資質・能力　
	 	 学校、そして社会に育てられた私たちが考える、「これからの社会を創る人たち」に必要な力
	 	 依

よ
田
だ
浩
ひろ
崇
たか
さん／太田絵梨子さん

	 	 進路に悩んだ私を支えてくれた恩師の姿から、想定外をともに乗り越える人とのつながりを考えた
	 	 吉田梅

うめ
乃
の
さん

 16 社会の変化を見据えた変革先進県の取り組みに見る、「これから」の学校像　

	 	 	 学校と授業のあり方をタイムマシーンに乗って考えてみる
	 	 	 広島県教育委員会	教育長	平川理恵
	 	 	 育成した資質・能力を生徒自身が汎用し、地域・世界とつながる教育活動を実践
	 	 	 広島県立広島叡

えい
智
ち
学園中学校・高校

	 	 	 様々なオンラインツールを活用し、日常を維持しながら、新しい教育を創る
	 	 	 広島県立広島国

こく
泰
たい
寺
じ
高校

 22 想定外の事態における経験や気づきを、教育の「これから」につなげる　
	 	 「ミニマムの資質・能力」を追究しながら、教育活動の見直しに取り組む
	 	 北海道旭川東高校	松井恵一	×	福井県・私立福井南高校	浅井佑

ゆ
記
き
範
のり

 26 臨時休業の経験を通じて見つめ直した、自校の教育活動の「これから」　
	 	 臨時休業中の生徒の成長を、グランドデザインの見直しにつなげる　長野県蘇

そ
南
なん
高校

 30 本誌特集の「これから」／
	 	 〈イベントのご案内〉教育の「これから」を考える
	 	 オンライン・ワークショップ

 32 生徒の・教師の・自校の・社会の
	 	 NEXTを語り合うワークシート

トップ
インタビュー

これからの
学校教育
実践事例
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大
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同
テ
ス
ト
の
出
題
教
科
・
科

目
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学
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セ
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各
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入
試
で
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試
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あ
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る
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Ｏ
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そ
う
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た
多
面
的
・
総
合
的
な
評
価
の

充
実
を
図
る
趣
旨
か
ら
、
調
査
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式

で
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指
導
上
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と
な
る
諸
事
項
」
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拡
充
さ
れ
、
よ
り
多
様
で
具
体
的
な
内
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の
記
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ら
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よ
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ま
ず
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試
日
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の
変
更
だ
（
図
１
）。「
大

2021年度大学入試のスケジュール図１

大
学
入
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通
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ト

＊ 1　総合型選抜および学校推薦型選抜において学力検査を課す場合は同様。
＊「令和３年度大学入学者選抜実施要項（令和２年６月19日付け２文科高第 281 号文部科学省高等教育局長通知）」を基に編集
部で作成。
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８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月
20年 21年

特別企画

「大学入学共通テスト」実施初年度入試
に向けた指導の状況と今後の見通し

「大学入学共通テスト」の実施を始めとする様 な々制度変更がある2021年度大学入試は、新型コロナウイルスの
感染拡大の影響でさらなる変更が生じている。20年８月１日時点の変更点をまとめるとともに、生徒の志望動向や学習
状況のデータ、６校の進路指導担当者へのヒアリングから、現場の指導状況を捉え、今後の見通しについて考える。

学
業
の
遅
れ
へ
の
配
慮
か
ら
共
通
テ
ス
ト

に
第
２
日
程
が
設
け
ら
れ
る

２
０
２
１
年
度
大
学
入
試
の
変
更
点
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所属校の所在地と同じ所在地の大学の志望者の割合図２

年
の
評
定
の
欄
は
、
臨
時
休
業
に
よ
り
評

定
を
記
載
で
き
な
い
場
合
は
、
理
由
を
付

し
て
記
載
不
可
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
文
部
科
学
省
は
、
各
大
学
に
対

し
て
、
大
会
や
資
格
・
検
定
試
験
等
に
参

加
で
き
な
い
場
合
、
志
願
者
が
不
利
益
を

被
ら
な
い
よ
う
、
努
力
の
プ
ロ
セ
ス
や
大

学
で
学
ぼ
う
と
す
る
意
欲
を
多

面
的
・
総
合
的
に
評
価
す
る
よ

う
求
め
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
面
接
等

を
取
り
入
れ
た
選
抜
を
行
う
こ

と
も
、
選
抜
方
法
の
工
夫
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
出
題
範
囲
へ
の
配

慮
と
し
て
、
２
年
程
度
前
の
予

告
・
公
表
に
か
か
わ
ら
ず
、「
大

学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」の
指
定
科

目
を
減
ら
す
こ
と
や
、指
定
科
目

以
外
へ
の
科
目
変
更
を
認
め
る

こ
と
な
ど
も
示
さ
れ
て
い
る
。個

別
学
力
検
査
で
は
、
高
校
３
年

生
で
履
修
す
る
こ
と
が
多
い
科

目
に
つ
い
て
は
、解
答
す
る
問
題

を
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、

発
展
的
な
学
習
内
容
か
ら
出
題

し
な
い
、あ
る
い
は
補
足
事
項
等

を
記
載
し
た
り
す
る
と
い
っ
た

工
夫
を
行
う
も
の
と
し
た
。

　　

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
６
月

に
実
施
し
た「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
模

試
」の
受
験
者
総
数
は
、
約
36
万
人（
対
前

年
指
数
84
）だ
っ
た
。
設
置
区
分
別
に
志

望
者
数
を
見
る
と
、
国
公
立
大
学
の
志
望

者
数
は
対
前
年
指
数
90
、
私
立
大
学
は
同

78
だ
っ
た
。
私
立
大
学
に
お
い
て
は
、
16

年
度
か
ら
の
入
学
定
員
の
厳
格
化
の
影
響

に
よ
り
、
こ
こ
数
年
、
難
易
度
が
上
昇
し

て
い
る
。
そ
れ
を
敬
遠
し
て
、
20
年
度
入

試
で
は
志
願
者
数
が
減
少
に
転
じ
、
そ
れ

を
受
け
た
志
望
動
向
が
継
続
し
て
い
る
。

学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
に
つ
い
て
は
、
当

初
の
試
験
日
だ
っ
た
21
年
１
月
16
・
17
日

を
第
１
日
程
と
し
、
新
た
に
第
２
日
程
と

し
て
同
30
・
31
日
、
特
例
追
試
験
と
し
て

２
月
13
・
14
日
が
設
定
さ
れ
た
。
総
合
型

選
抜
に
つ
い
て
も
、
入
学
願
書
受
付
が
９

月
15
日
以
降
と
な
っ
た
。加
え
て
、第
３
学

　

近
年
、
出
身
高
校
の
所
在
地
と
同
じ
所

在
地
の
大
学
を
志
望
す
る
生
徒
の
割
合
が

高
ま
っ
て
い
る
。
今
回
の
模
擬
試
験
の
都

道
府
県
別
の
志
望
動
向
で
も
、
38
の
道
府

県
で
地
元
大
学
の
志
望
者
の
割
合
が
前
年

度
よ
り
も
高
く
、
地
元
志
向
が
強
ま
っ
て

い
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
（
図
２
）。
東
京

都
以
外
の
道
府
県
に
お
い
て
、
東
京
の
大

学
の
志
望
者
数
が
減
少
し
て
い
る
の
も
特

徴
的
だ
。

　

次
に
、「
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
」
の

３
年
生
第
１
回
の
結
果
か
ら
、
３
年
生
の

学
習
状
況
を
見
て
い
く
（
図
３
）。

　

学
習
方
法
に
つ
い
て
は
、「
学
習
の
計

画
が
う
ま
く
進
ん
で
い
な
け
れ
ば
見
直

す
」「
計
画
や
目
標
を
決
め
て
学
習
し
て

３年生の学習状況　図３

＊ベネッセコーポレーション「スタディーサポート３年生第１
回結果分析」を基に編集部で作成。

学習時間を
確保できない

スタートが
遅れてしまい

かなり焦っている

ペースがつかめず
不安や焦りを
感じている

■2020年　■2019年■学習方法

■学習の状況・受験勉強の進み具合

学習の計画が
うまく進んで

いなければ見直す

計画や目標を
決めて

学習している

優先順位を
決めて

学習をしている
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（％）
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＊ベネッセコーポレーション「2020年度大学入学共通テスト模試・6月　2021年度入試動向」を基に編集部で作成。
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38の道府県で
地元大の志望者割合が増加

■2020年（左目盛）
■2019年（左目盛）
　　増減（右目盛）

多
く
の
県
で

強
ま
る
地
元
志
向

模
擬
試
験
の
結
果
に
見
る
生
徒
の
状
況
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各校の進路指導・学習指導の状況　＊VIEW21編集部が、2020年 7月下旬に各校に電話でヒアリングした内容をまとめた。

い
る
」「
優
先
順
位
を
決
め
て
学
習
を
し
て

い
る
」
の
い
ず
れ
の
割
合
も
、
前
年
度
比

で
増
加
し
て
お
り
、そ
の
傾
向
は
１
年
次

か
ら
継
続
し
て
い
る
。そ
れ
は
今
年
度
の

３
年
生
に
、「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
が

初
め
て
実
施
さ
れ
る
学
年
と
し
て
の
意
識

づ
け
が
、低
学
年
時
か
ら
な
さ
れ
て
き
た

か
ら
か
も
し
れ
な
い
。学
習
時
間
に
つ
い

て
も
、「
学
習
時
間
を
確
保
で
き
な
い
」
の

割
合
は
、前
年
度
よ
り
も
減
少
し
て
い
る
。

　

一
方
、「
ペ
ー
ス
が
つ
か
め
ず
不
安
や
焦

り
を
感
じ
て
い
る
」生
徒
は
、
前
年
度
に
比

べ
て
増
加
し
て
い
る
。
よ
い
学
習
状
況
を

受
験
直
前
ま
で
継
続
で
き
る
よ
う
、
生
徒

の
不
安
感
を
ぬ
ぐ
い
去
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
支
援
が
求
め
ら
れ
る
と
言
え
る
。

　

大
学
入
試
制
度
の
変
化
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
た
様
々
な

変
更
に
、
各
校
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
。
６
校
の
進
路
指
導

担
当
者
に
、
自
校
の
こ
れ
ま
で
の
指
導
状

況
や
生
徒
の
状
況
、
今
後
の
進
路
指
導
や

学
習
指
導
の
見
通
し
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
っ
た
（
図
４
）。

愛知県立豊
とよあけ

明高校
３学年主任　嘉

か が

賀正
まさやす

泰
東京都・私立佼

こうせい

成学園女子中学高校
教頭　西村準吉

福島県立喜
き た

多方
かた

高校
進路指導部長　風

かざ

間
ま

典子
高校

分掌・氏名

1学年260人／
国公立大７人、私立大250人（現浪計）

１学年約210人／
国公立大23人、私立大311人（現役のみ）

１学年約160人／
国公立大17人、私立大116人（現浪計）

１学年生徒数／
20年度進学実績

授業進度はおおむね予定通り。学校行事等を
見直し、年間授業時数は確保できたため、10
月には例年通りの進度に追いつく予定。例年
に比べて、総合型選抜への取りかかりが鈍い。
オープンキャンパスが開催されず、入試日程が
未定の大学が多いため、意思決定も遅れてい
るようだ。大学からの情報は随時出されるた
め、情報収集力の違いで情報量に差が出そう。

４月からオンライン授業を実施。授業は予定
通り進んでいるが、オンライン授業でうまく
学習できる生徒と、そうでない生徒に分かれ
ている。集団の学力を測定する機会には乏し
かった。進路選択において、大学から直接情
報を得たり、友人同士で進路について話した
りする機会が少なく、保護者の安全志向に影
響されるのではないかと、懸念を抱いている。

理系の数学と理科、文系の地理歴史・公民で
予定より授業進度が遅れたため、その対応と
して、元々実施予定だった平日課外と土曜学
習の時間を増やした。新型コロナウイルスの
感染拡大を受けて、志望校について話し合う
３者面談の前に、首都圏の大学への進学に不
安を抱く保護者からの相談があった。志望校
検討会で、そうした声があったことを共有した。

これまでの
指導状況、
生徒の状況

【面談での留意点】大学調べを行う時間は十分
にあったはずなので、面談では志望大学・学
部とその志望理由を明確にさせたい。入試科
目等が変更された大学もあるので、正確な情
報収集に基づいた準備が必要。教師が提供す
る情報は生徒が持つ情報以上であるべきとい
う考えから、学年団とは十分な情報収集を心
がけることを共有している。県外の大学の志
望者には、地方会場があるか、入試当日はど
のように移動するのかなどを確認する。
【学校推薦型選抜の指導】学校内での１次審査
の基準は、入学式で生徒と保護者に説明済み
であり、大まかな希望の集約は、３者面談で
行った。9月には生徒に出願書類を作成させ、
担任・学年団・推薦委員会で精査し、受験の
可否を決定する予定。受験決定後には、教師
が分担して、受験者に面接・小論文の指導を
行う。

【面談での留意点】面談では、入試方式だけで
志望校を選んでいないかなど、生徒のそれま
での希望進路と、受験校に挙げた大学とを照
らし合わせ、志の大切さを改めて問いたい。
学問選択では、新型コロナウイルスの感染拡
大の影響や産業構造の変化にも注目させ、従
来の進路指導と同様に、社会の変化を見通し
て自分の道を決めることの重要性を伝える。
【総合型選抜と学校推薦型選抜の指導】この2
つの入試区分は入試日程のすみ分けがされた
が、出願時期を考えると、校内選考の日程はほ
ぼ同じ。例年同様、どちらを受験するか迷う生
徒が出ている。指導は例年通りで、志望校を早
く決め、入試科目と試験内容に対応するよう
伝えてきた。入試日を遅らせる大学と遅らせ
ない大学があり、対応が難しい。併願が可能か、
入試科目は何かなど、すべてを確認した上で、
併願の日程を組み立てさせたい。

【受験校決定までの留意点】総合型選抜では、
各大学とも募集要項の発表が遅れている。進
路指導部では、募集要項の発表時期を大学に
問い合わせるなど、情報収集をしている。生
徒や学年団は、募集要項の発表後、速やかに
事務手続きを行えるよう、事前準備をしてい
る。生徒には、「自分の進路は自分で探す責任
がある」と常に話していたが、特に今年は情
報収集への意識を高めるよう、進路指導部長
からの講話を行った。また、入試科目での負
担増が予想されるため、生徒がそれに十分対
応できる状況かどうかにも注視して、受験校
決定の支援を行いたい。
【受験校決定後の留意点】総合型選抜では、募
集要項をしっかり確認し、特に提出書類の漏
れがないよう注意していく。今年は変更点の
多い入試になるため、これまでの経験だけで
判断しないことを学年団とも共有した。

進路指導の
状況・

今後の見通し

【「大学入学共通テスト」対策】教科別の対策
は、３年次１学期の補習から行っている。また、
進路講話などでも、「丁寧に、正確に、大きく、
濃くマークしよう」と常に生徒に伝えている。
自己採点の精度を高められるよう、マーク式
模擬試験では毎回、生徒に自己採点の重要性
を伝えている。

【「大学入学共通テスト」対策】例年通り、確か
な学力をしっかり身につけさせたい。対策の開
始時期は、教科ごとに変わるが、まずはセン
ター試験の過去問題を解答できる力をつける
ことが重要だ。授業では、「大学入学共通テス
ト」の試行調査の問題や対策用問題集で演習
を重ねている。演習問題の内容を工夫してい
るが、基本事項をしっかり押さえる方針だ。

【「大学入学共通テスト」対策】各教科・科目
とも、センター試験の時と同様、11月から「大
学入学共通テスト」対策を始める予定。マー
ク式対策に多くの時間を費やすことで、記述
力が低下してしまわないよう、対策時期も例
年通りとしている。授業では、「大学入学共通
テスト」の試行調査の問題を踏まえて、問い
を工夫している。

学習指導の
状況・

今後の見通し

教師が根拠をもって指導できているか、生徒
一人ひとりの進路を見据えているかが、進路
指導で最も大切な点だと考えている。生徒そ
れぞれに対し、時宜を得て面談を行うことを、
学年団と共有している。

生徒の志望動向には、大きな変化は見られな
いが、オープンキャンパスなどには参加でき
ていない。限られた情報で志望校を検討しな
くてはならないのが気がかりだ。

コロナ禍が収束しない場合、首都圏で私立大
学の入試を受験した後、国公立大学の前期試
験まで登校して学習してよいのか、保護者か
ら問い合わせがあるだろう。そういったことも
含めた対応と、指導方針を準備しておきたい。

そのほか
留意している点

指
導
方
針
に
大
き
な
変
更
は
な
し

早
め
の
準
備
を
進
め
る

各
校
の
進
路
の
状
況
と
今
後
の
見
通
し

4 August  2020
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各校の進路指導・学習指導の状況　＊VIEW21編集部が、2020年 7月下旬に各校に電話でヒアリングした内容をまとめた。図４

　
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
の
受
験
日

程
に
つ
い
て
は
、
６
校
と
も
「
第
１
日
程

を
推
奨
す
る
」
と
回
答
し
た
。
そ
の
理
由

は
、
個
別
学
力
検
査
の
対
策
期
間
を
十
分

確
保
す
る
た
め
だ
。
ま
た
、
入
試
日
程
が

こ
れ
ま
で
の
Ａ
Ｏ
入
試
か
ら
後
ろ
倒
し

に
な
っ
た
総
合
型
選
抜
で
は
、
受
験
の
決

定
に
慎
重
な
姿
勢
が
見
ら
れ
た
。
不
合
格

だ
っ
た
場
合
、
一
般
選
抜
へ
の
切
り
換
え

が
す
ぐ
に
求
め
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
意
識

を
事
前
に
持
つ
よ
う
に
生
徒
に
促
す
と
と

も
に
、
切
り
換
え
の
対
応
が
で
き
る
生
徒

か
ど
う
か
に
も
留
意
し
て
い
く
よ
う
だ
。

　

総
じ
て
、
進
路
指
導
も
学
習
指
導
も
、

大
き
な
方
針
は
例
年
と
変
わ
っ
て
い
な
い

が
、
個
別
具
体
的
な
点
は
、各
校
と
も
丁

寧
に
対
応
し
て
い
る
。例
え
ば
、
調
査
書

の
記
載
事
項
が
拡
充
さ
れ
た
こ
と
を
受
け

て
、早
め
の
準
備
を
学
年
団
に
促
し
た
り
、

各
大
学
が
発
信
す
る
情
報
に
一
層
注
視

し
、正
確
に
情
報
を
把
握
す
る
よ
う
努
め

た
り
す
る
と
い
っ
た
こ
と
だ
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

影
響
が
大
き
い
首
都
圏
や
近
畿
の
大
学
へ

の
進
学
に
、
懸
念
を
見
せ
る
保
護
者
も
出

て
き
て
い
る
。
生
徒
と
保
護
者
と
の
間
に

意
見
の
相
違
が
な
い
よ
う
、
家
庭
内
で
の

話
し
合
い
を
促
す
こ
と
が
例
年
以
上
に
必

要
か
も
し
れ
な
い
。

高校
分掌・氏名

沖縄県・私立興南中学校・興南高校
進路指導部主任　沼

ぬまなみ

波岳
たけおみ

臣
熊本県立済

せいせいこう

々黌高校
進路指導主事　篠

しのつか

塚年
としひろ

洋
徳島県立脇町高校
進路指導主事　藤澤康二

１学年生徒数／
20年度進学実績

１学年約350人／
国公立大48人、私立大273人（現浪計）

１学年約410人／
国公立大332人、私立大455人（現浪計）

１学年約180人／
国公立大95人、私立大211人（現役のみ）

これまでの
指導状況、
生徒の状況

臨時休業中にオンライン授業を実施し、学校再
開後の土曜日も授業を実施したため、授業進
度はそれほど遅れなかった。学校再開後、授業
を急ぎ進めてきた影響からか、生徒には精神
面の不安などが生じたようだ。その影響が、定
期考査や模擬試験の結果に少なからず出てい
る。例年と比べ、学習内容の定着が不十分な生
徒が多く見られる。生徒の志望動向は例年通り。

学年団で１年次から第1志望を諦めさせない
指導をしてきた成果もあり、例年以上に難関
国公立大学志望者が多い。「大学入学共通テ
スト」の模擬試験では、英語のリーディングや
数学Ⅰ・Aで得点が伸び悩む生徒が目立ったた
め、それぞれ対策を進めている。「大学入学共
通テスト」は第１日程の受験を想定し、個別学
力検査の対策期間を例年通り確保する予定。

生徒は危機感を持って学習しており、例年より
も家庭学習に取り組んでいる。定期考査や模
擬試験の結果は悪くはない。生徒の希望進路
に大きな変化はないが、学校推薦型選抜志望
者が若干増え、進学先を早く決めたいという生
徒の思いが感じられる。授業進度が追いつい
てきたため、「大学入学共通テスト」は第１日程
を推奨。出願校決定や対策に時間を取りたい。

進路指導の
状況・

今後の見通し

【面談での留意点】大学からの情報に注視し、
オンラインオープンキャンパスなどに積極的
に参加するよう、生徒に勧めている。大学から
オンライン大学説明会の案内が個別に来た場
合は、校内で希望者を集めて参加させている。
【総合型選抜と学校推薦型選抜の指導】総合型
選抜では、入試日程や出願書類などの変更点
に注意させている。学校推薦型選抜でも学力
試験を実施する大学がある。例年以上に生徒
に声をかけて、一般選抜も視野に入れた学力
試験対策をしっかり意識させている。
【受験校決定後の留意点】総合型選抜志望者
には、活動報告書や学習計画書などの準備を
早めにするよう促した。1年次から蓄積してき
たポートフォリオを見返し、活動履歴だけでは
なく、どんな気づきを得たのか、何ができるよう
になったのかを自分で言語化できるよう指導し
ている。

【受験校決定までの留意点】総合型選抜では入
試日程に変更があったが、その影響もなく、
例年通りの指導をしている。生徒の志望を明
確に持たせ、総合型選抜・学校推薦型選抜希
望者ともに、一般選抜対策の学習にもしっか
り取り組ませる。調査書の記載量が増えたた
め、担任から記載量の目安を質問された。大
学に問い合わせたが、明確な回答を得られな
かったので、どのように書くべきか、どの程
度の量に収めるのか、校内の目線合わせをし
たい。既に書き始めた担任もいる。
【受験校決定後の留意点】保護者には、安易に
志望校を変更させないようにと理解を求めて
いる。併願校数が増える可能性があると予想
しているが、県内には私立大学が多くないた
め、その意味でも、国公立大学志望を貫かせ
たい。生徒には、第２波、第３波に備えて気
持ちを引き締めておくことも伝えている。

【面談での留意点】生徒と保護者の間で意思疎
通がしっかりできているかを確認したい。県
外の大学を志望する場合、保護者がその地域
の新型コロナウイルスの感染状況を懸念し、
生徒の意思決定に影響を与える可能性がある。
【総合型選抜と学校推薦型選抜の指導】募集人
員が増加傾向にある総合型選抜は、志望理由
が明確な生徒に勧めている。学校推薦型選抜
は、２年次までの活動内容の充実度を振り返
らせて受験を検討させたい。両方式とも、十
分な出願準備や対策が必要であり、不合格時
には一般選抜に向けてすぐに切り換えなけれ
ばならない。メリット・デメリットの両方を
理解させた上で、受験を決定させる。
【受験校決定後の留意点】オンライン面接は、
視線や表情など、対面式とは違う留意点があ
る。特別な対策が必要となるため、学校推薦型
選抜の希望が出た段階で指導体制を整えたい。

学習指導の
状況・

今後の見通し

【「大学入学共通テスト」対策】例年通り、教科
書の内容を終了後、本格的な指導を開始する。
中高一貫コースでは、夏季休業時から演習を始
めるが、今年は夏季休業が短いため、例年行っ
てきた夏季講座を中止。思考力等が求められる
問題については、「大学入学共通テスト」の対
策用問題集で対応。授業でも、「説明させる」「理
由づけする」など、教師が発問を工夫している。

【個別学力検査対策】例年通り、「大学入学共
通テスト」終了後から個別学力検査の対策を
始める予定。内容は、志望校別の問題演習が
中心となる。出題範囲の変更が検討されてい
るようだが、出題範囲が狭まったとしても、
問題の難易度が変わることはないと予想して
いる。気を抜かないで演習問題に取り組むよ
う伝えていく。

【「大学入学共通テスト」対策】10月に教科書の
内容の学習を終わらせ、記述や論述の演習を
始める予定。マーク式対策は例年11月に始め
ていたが、今年は12月の期末考査後として、そ
れまでは記述・論述対策を行う。思考力等の
育成は通常の授業に組み込み、その評価は「大
学入学共通テスト」の試行調査を参考に作問し
た校内実力テストで１年次から測定してきた。

そのほか
留意している点

生徒の不安を取り除くことに留意し、学校再
開後すぐに個人面談を行い、進学説明会も例
年より早く実施した。

コロナ禍や入試制度の変更で、生徒は少なか
らず不安を抱いている。状況が日々変化して
も、落ち着いて学習に集中するよう伝え続け
たい。経済的に厳しい家庭には、授業料減免
や特待生などの情報を個別に提供していく。

SNSやゲームなどに時間を費やし過ぎないよ
う、自身でルールを決めるなどの指導をしてい
る。選択式問題の入試は、得意な問題を選べ
る利点はあるが、全大学がそうした対応はし
ないだろう。対策範囲を省かないようにしたい。

特別企画
特別企画「大学入学共通テスト」実施初年度入試に向けた指導の状況と今後の見通し
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解
決
す
べ
き
問
い
を
見
つ
け
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を

謙
虚
に
考
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

太
田
絵
梨
子
さ
ん

自
分
の
知
ら
な
い
考
え
方
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
こ
と
で
、

も
っ
と
悩
ん
で
い
い
ん
だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た

神
奈
川
県
・
私
立
自
修
館
中
等
教
育
学
校 

川
久
保
実み

の

莉り

さ
ん

難
局
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、

理
想
の
社
会
像
を
描
く
力
が
必
要

依よ

田だ

浩ひ
ろ

崇た
か

さ
ん

人
は
、他
者
と
話
す
こ
と
で
自
分
を
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
─
私
に
と
っ
て
の
大
き
な
気
づ
き
だ
っ
た

神
奈
川
県
・
私
立
自
修
館
中
等
教
育
学
校 

菅か
ん

野の

風ふ
う

歌か

さ
ん

私
た
ち
に
必
要
な
の
は
、
人
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
生
き
が
い
や

働
き
が
い
な
ど
を
見
い
だ
し
な
が
ら
、
自
ら
を
生
か
す
力

吉
田
梅う

め

乃の

さ
ん

未
来
は
何
が
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
、

「
今
」
は
「
将
来
」
に
確
か
に
つ
な
が
っ
て
い
る

福
岡
県
立
育
徳
館
中
学
校
・
高
校 

中
村
唯ゆ

乃の

さ
ん

想定外の事態を経て
社会人が考えた、

「これから」の社会で求められる
資質・能力

P. 12─15

臨時休業を経た
高校生が語る、
私の学びの

「これまで」と「これから」

P. 8─11

教育の「これから」を考える
─「今」を見つめた未来の創り手たち─

新型コロナウイルスの感染拡大と、それによる社会の変化は、まさに誰もが予測しなかった事態であり、

現代が「予測困難な時代」であることを、私たちは身をもって知ることになった。

だが、そうした中でも、多くの生徒と教師が、よりよい社会と幸福な人生、

そして、その実現に寄与するこれからの学びや学校のあり方について主体的に考え、行動した。

彼ら・彼女らは今回の事態から何を学び、どのような気づきを得たのか—。

「未来の創り手」である生徒と教師、そして、変化の激しい社会を生きている社会人の話から、

学び、学校、教育の「これから」を考える。
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子
ど
も
た
ち
が
未
来
の
社
会
で
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
、

学
校
は
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
る

広
島
県
教
育
委
員
会 

教
育
長 

平
川
理
恵

生
徒
に
保
障
す
る
ミ
ニ
マ
ム
な
指
導
を
明
確
に
し
た
上
で
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
主
体
的
な
学
び
を
支
援
し
た
い

北
海
道
旭
川
東
高
校 

松
井
恵
一

こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
　

実
践
事
例

広
島
県
立
広
島
叡え

い

智ち

学
園
中
学
校
・
高
校

広
島
県
立
広
島
国こ

く

泰た
い

寺じ

高
校

予
測
困
難
な
社
会
を
生
き
る
者
と
し
て
、

不
安
を
語
り
合
う
こ
と
は
生
徒
に
も
教
師
に
も
必
要

福
井
県
・
私
立
福
井
南
高
校 

浅
井
佑ゆ

記き

範の
り

臨
時
休
業
中
の
生
徒
の
成
長
を
、

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
見
直
し
に
つ
な
げ
る

長
野
県
蘇そ

南な
ん

高
校

教
育
の
「
こ
れ
か
ら
」
を
考
え
る
シ
リ
ー
ズ
特
集
が
ス
タ
ー
ト

生徒の・教師の・自校の・社会の
NEXTを語り合うワークシート
今号の特集のテーマを校内の
教師同士で
深めるツールとして、
ご活用ください

P. 32─33

想定外の事態における
経験や気づきを、
教育の「これから」に

つなげる

P. 22─25

社会の変化を見据えた
変革先進県の取り組みに見る、
「これから」の学校像

P. 16─21

臨時休業の経験を
通じて見つめ直した、
自校の教育活動の
「これから」

P. 26─29

本誌特集の
「これから」

特集 教育の「これから」を考える
─「今」を見つめた未来の創り手たち─

このマークのある図版は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロードできます。
「HOME→教育情報→高校向け」でご覧ください。

P. 30 ─31
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ン
ラ
イ
ン
授
業
が
終
わ
っ
た
ら
デ
バ
イ
ス

を
自
室
か
ら
遠
ざ
け
る
な
ど
、
受
験
生
と

し
て
の
自
覚
は
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
集

中
し
て
勉
強
す
る
こ
と
が
だ
ん
だ
ん
と
難

し
く
な
り
、
計
画
通
り
に
進
ま
な
い
日
が

続
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
自

分
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
が
心

菅
野　

約
３
か
月
の
臨
時
休
業
中
は
、
学

校
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
配
信
さ
れ
た
課
題

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
１
人
で

ダ
ラ
ダ
ラ
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
見
な
い
よ
う
、
オ

の
中
を
占
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
先
生
や
友

人
と
話
を
し
て
い
た
時
、
ふ
と
私
は
、「
全

然
勉
強
が
進
ま
な
い
。
計
画
通
り
に
勉
強

で
き
て
い
る
友
人
の
話
を
聞
く
と
イ
ラ
イ

ラ
し
、
そ
ん
な
自
分
に
自
己
嫌
悪
し
て
し

ま
う
」
と
、
自
分
の
気
持
ち
を
吐
き
出
し

て
い
ま
し
た
。
話
し
て
い
る
う
ち
に
、
涙

が
あ
ふ
れ
、
止
ま
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

自
分
が
こ
ん
な
に
苦
し
ん
で
い
た
こ
と

に
、
私
は
人
に
話
す
こ
と
で
、
よ
う
や
く

気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

そ
の
日
か
ら
、
私
は
先
生
と
約
束
を
し

て
、
頻
繁
に
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
面
談
を
し

て
も
ら
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
た
め
と
い
う
よ
り

も
、
自
分
の
こ
と
を
自
分
で
理
解
す
る
た

め
で
す
。臨
時
休
業
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
、

学
校
で
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
先
生
に
話
を
聞

い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
想
定
外
の
事
態
を
経
験
し
て
、

私
の
中
で
変
わ
っ
た
こ
と
の
１
つ
は
、
先

かんの・ふうか（左）　神奈川県・私立自修館中等教育学校６年生。将来は
リハビリテーションに携わる医療職に就きたいと考えている。
かわくぼ・みのり（右）　神奈川県・私立自修館中等教育学校５年生。環境
問題に興味を持ち、探究学習を通じて校内外の活動にも積極的に参加中。

苦
し
み
を
乗
り
越
え
た
時
、

人
生
の
あ
り
方
が
見
え
て
き
た

他
者
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
、

自
分
の
あ
り
方
や
秘
め
た
力
に
気
づ
い
た

神
奈
川
県
・
私
立
自
修
館
中
等
教
育
学
校 

菅か
ん

野の

風ふ
う

歌か

さ
ん
／
川
久
保
実み

の

莉り

さ
ん

臨時休業を経た高校生が語る、
私の学びの「これまで」と「これから」
新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、多くの高校が長期間の臨時休業を余儀なくされた中、
生徒は苦しみ、もがきながらも、「今」と「自分自身」に向き合い、行動を起こしていった。

生徒の臨時休業中の気づきと学びから、教育の「これから」を考える。
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生
と
の
関
係
で
す
。
今
ま
で
は
、
先
生
に

答
え
を
求
め
て
質
問
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
、
自
分
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
、

あ
り
方
を
理
解
す
る
た
め
に
質
問
し
て
い

ま
す
。
自
分
の
こ
と
が
分
か
っ
て
初
め
て

自
分
で
動
け
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

自
分
の
あ
り
方
や
考
え
方
を
自
分
で
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
将
来

の
こ
と
を
そ
れ
ま
で
以
上
に
深
く
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
携
わ
る
医
療
職
を
目
指

し
て
い
る
の
で
す
が
、「
も
し
も
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
で
、
自
分
が
そ
の
仕
事
に
就
い
て

い
た
ら
、
何
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
」
と
考

え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
実
際
に
そ
の
医
療

職
に
就
い
て
い
る
方
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上

で
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
自
分
の
中
に
生

ま
れ
た
疑
問
を
解
消
し
よ
う
と
行
動
が
で

き
た
の
は
、
４
年
間
取
り
組
ん
で
き
た
探

究
学
習
の
中
で
、
自
ら
テ
ー
マ
を
決
め
て

そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の
策
を
考
え
続
け

た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
人
は
、
他
者
と
話
す
こ
と
で
自
分
を

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
こ
と

に
気
づ
け
た
の
は
、
私
に
と
っ
て
大
き
な

こ
と
で
し
た
。目
指
す
職
業
に
就
い
た
時
、

患
者
さ
ん
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
、
医
療

技
術
的
な
支
援
だ
け
で
な
く
、
そ
の
人
た

ち
の
話
を
真
摯
に
聞
く
こ
と
で
で
き
る
貢

献
も
あ
る
の
だ
と
分
か
っ
た
か
ら
で
す
。

川
久
保　

こ
ん
な
に
長
期
間
、
１
人
で
家

で
勉
強
す
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、

最
初
の
う
ち
は
学
校
の
課
題
を
漫
然
と
こ

な
す
だ
け
で
し
た
。
で
も
、
友
人
と
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
話
す
中
で
、
同
じ
場
所
に
は

い
な
く
て
も
、
こ
の
瞬
間
も
と
も
に
頑

張
っ
て
い
る
仲
間
が
い
る
こ
と
に
気
が
つ

き
、
私
も
頑
張
ろ
う
と
思
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
計
画
通
り
に

勉
強
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
集
中
力
も

上
が
っ
て
い
く
と
、
心
の
中
に
余
裕
が
生

ま
れ
た
の
か
、
趣
味
の
料
理
、
そ
し
て
中

学
校
か
ら
ず
っ
と
取
り
組
ん
で
き
た
探
究

学
習
に
も
時
間
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。私
の
探
究
学
習
の
テ
ー
マ
は
、

フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
大
量

廃
棄
の
問
題
で
す
。
せ
っ
か
く
自
由
な
時

間
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
探
究
テ
ー
マ
を

も
っ
と
深
め
よ
う
と
、
ア
パ
レ
ル
業
界
で

こ
の
問
題
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
人
に
オ

ン
ラ
イ
ン
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
申
し
込
み
、

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

普
段
の
生
活
の
中
で
は
会
う
機
会
が
な

い
人
と
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
探
究

テ
ー
マ
へ
の
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
が
、

私
に
と
っ
て
想
定
外
の
成
果
は
、
進
路
の

こ
と
を
そ
の
方
と
話
せ
た
こ
と
で
す
。
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、
自
分
は
将
来
何
を

し
た
い
の
か
ま
だ
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い

と
正
直
に
話
す
と
、「
ど
ん
な
人
を
喜
ば

せ
た
い
の
か
を
考
え
て
み
た
ら
ど
う
？
」

と
、ア
ド
バ
イ
ス
を
く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
。

仕
事
は
自
分
の
し
た
い
こ
と
を
す
る
も
の

神
奈
川
県
・
私
立
自
修
館
中
等
教
育
学
校

◎
明
知
・
徳
義
・
壮
健
を
建
学
の
精
神
に
、
自
主
・
自

律
の
精
神
に
富
み
、
自
学
・
自
修
・
実
践
で
き
る
「
生

き
る
力
」
を
育
み
、
人
間
性
豊
か
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人

材
の
育
成
を
目
指
す
。
自
ら
テ
ー
マ
を
決
め
て
論
文
に

ま
と
め
る
4
年
間
の
探
究
学
習
に
も
力
を
入
れ
る
。

◎
設
立　

１
９
９
９
（
平
成
11
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
１
２
０
人

◎
２
０
２
０
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　

国
公
立
大
は
、
東
京
都
立
大
、
横
浜
市
立
大
な

ど
に
３
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、

上
智
大
、
中
央
大
、
東
京
理
科
大
な
ど
に
延
べ

１
９
７
人
が
合
格
。
海
外
大
学
に
２
人
が
合
格
。

◎U
RL

　

https://w
w

w
.jishukan.ed.jp/

想
定
外
の
事
態
の
中
で

自
分
の
強
み
を
知
っ
た

臨時休業中の「気づきと学び」を最大化させるための
全国の中学校・高校の教師、生徒の対話の場に

菅野さんが参加しました

コロナ禍における「生徒の気づきと
学び」を最大化するため、全国56
の中学校・高校の教師によるネット
ワーク「コロナ禍における『生徒の
気づきと学びを最大化する』プロ
ジェクト」が2020年４月に活動を
開始。毎週1回、テーマ別のグルー
プ対話と各校の取り組みの紹介をオ
ンライン上で行い、対話の内容を「プ
ロジェクトアーカイブページ」で公
開してきた。菅野さんは5月のオン
ライン対話に参加し、「他者との対
話を通した自己修復、自己発見」と
いう臨時休業中の経験について語っ
た。

「コロナ禍における『生徒の気づきと学びを最大化する』プロジェクト」活動報告より。

https://blog.benesse.ne.jp/bh/ja/news/20200714_release.pdf

教育の「これから」を考える─「今」を見つめた未来の創り手たち─特集
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後
の
大
会
が
中
止
に
な
り
、
大
切
な
目
標

が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
精
神
的
に
落
ち
込

み
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
身
が
入
ら
な
い
時

期
も
あ
り
ま
し
た
。

　

た
だ
、
そ
ん
な
中
で
も
、「
こ
の
ま
ま

で
は
い
け
な
い
」
と
い
う
思
い
は
ず
っ

と
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
高
校
生
活
に
お

け
る
様
々
な
経
験
を
通
し
て
、「
今
の
自

分
を
つ
く
っ
て
い
る
の
は
自
分
自
身
」
と

い
う
考
え
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
に
臨
時
休
業
が
始
ま
っ
て
か
ら
、

ず
っ
と
自
宅
に
こ
も
っ
て
勉
強
を
し
て
い

ま
し
た
。
で
も
、
家
族
以
外
の
人
と
の
交

流
が
少
な
く
な
り
、
何
と
な
く
毎
日
が
つ

ま
ら
な
く
な
っ
て
い
く
に
つ
れ
、
勉
強
へ

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
少
し
ず
つ
下
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
部
活
動
の
最

日
々
の
学
習
の
理
想
の
状
態
や
学
校
行
事

の
目
標
は
、
先
生
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら

い
な
が
ら
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
き
ま
す
が
、

そ
こ
に
向
か
う
プ
ロ
セ
ス
は
、
自
由
に
考

え
、
自
分
に
合
っ
た
行
動
を
選
択
し
て
い

く
よ
う
に
し
て
き
ま
し
た
。
高
校
生
に

な
っ
て
、
自
由
な
選
択
と
挑
戦
の
楽
し
さ

を
味
わ
い
な
が
ら
自
分
を
つ
く
っ
て
い
く

と
い
う
実
感
を
得
て
き
た
私
は
、
臨
時
休

業
と
い
う
想
定
外
の
事
態
の
中
で
、
自
分

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ど
ん
な
人
を

喜
ば
せ
た
い
の
か
と
い
う
視
点
で
仕
事
に

つ
い
て
考
え
た
こ
と
は
今
ま
で
な
か
っ
た

の
で
、
新
た
な
視
点
を
得
た
よ
う
な
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
の
知

ら
な
い
考
え
方
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
こ
と
に

気
が
つ
い
た
こ
と
で
、「
私
は
も
っ
と
悩

ん
で
い
い
ん
だ
」と
思
え
る
よ
う
に
な
り
、

気
持
ち
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最
後
に
、
そ
の
方
か

ら「
あ
な
た
と
話
せ
て
よ
か
っ
た
」と
言
っ

て
も
ら
え
た
の
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

探
究
学
習
で
取
材
を
し
た
経
験
を
通
じ

て
、積
極
的
に
自
分
の
考
え
を
述
べ
た
り
、

話
が
よ
り
深
ま
る
よ
う
な
質
問
を
し
た
り

す
る
力
が
身
に
つ
い
て
い
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
相
手
が
今
ど
ん
な
気
持
ち
で
い

る
の
か
を
理
解
し
、
相
手
を
よ
り
よ
い
状

態
に
す
る
た
め
の
最
適
な
言
動
を
選
択
す

る
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
持
つ
よ
う
な

力
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
限
ら
ず
い
ろ
い

ろ
な
場
面
で
必
要
と
さ
れ
る
力
だ
と
思
う

の
で
、
こ
れ
か
ら
の
高
校
生
活
で
も
っ
と

高
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　

想
定
外
の
事
態
の
中
、
確
か
に
苦
し
い

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
想
定
外
の
事
態

だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
、
分
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
事
態
が
収
束

し
て
も
、
自
分
か
ら
積
極
的
に
動
い
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
は
忘
れ
ま
せ
ん
。

が
今
取
る
べ
き
行
動
を
改
め
て
考
え
ま
し

た
。

　

私
は
、
自
宅
に
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い

状
況
だ
か
ら
こ
そ
、「
な
ぜ
社
会
は
、
こ

の
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
の
か
」「
高
校

生
と
し
て
私
に
で
き
る
こ
と
は
あ
る
の

か
」
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
、
社
会
の
こ

と
に
目
を
向
け
よ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
受
験
生
で
あ
る
前
に
、
今
を

生
き
る
１
人
の
人
間
と
し
て
、
社
会
と
つ

な
が
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。そ
う
し
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
地

域
の
社
会
人
と
の
対
話
の
場
に
参
加
す
る

な
ど
、
少
し
ず
つ
新
し
い
行
動
を
起
こ
し

て
い
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
自
分
以
外
の

人
に
も
社
会
的
な
つ
な
が
り
を
楽
し
ん
で

ほ
し
い
と
考
え
、
高
校
の
友
人
に
も
声
を

か
け
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
社
会
人
や
大

学
生
と
の
対
話
の
場
を
つ
く
る
と
い
う
こ

と
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

臨
時
休
業
を
振
り
返
っ
た
時
、
私
に

と
っ
て
の
大
き
な
気
づ
き
は
、「
大
切
な

の
は
『
今
』」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
３

か
月
に
も
及
ぶ
臨
時
休
業
中
に
私
が
経
験

し
た
様
々
な
こ
と
は
、
ま
さ
に
想
定
外
の

今
の
自
分
を
つ
く
る
の
は

自
分
の
考
え
と
行
動

今
の
思
い
を
語
り
合
い
な
が
ら

大
切
な「
今
」を
積
み
重
ね
た
い

予
測
困
難
な
未
来
を
生
き
る
か
ら
こ
そ
、

語
り
合
い
な
が
ら「
今
」を
大
切
に
生
き
る

福
岡
県
立
育
徳
館
中
学
校
・
高
校 

中
村
唯ゆ

乃の

さ
ん
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こ
と
ば
か
り
で
、
自
分
が
こ
れ
ま
で
「
毎

日
は
予
想
通
り
に
過
ぎ
て
い
く
」
こ
と
を

前
提
に
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
の
だ
と
思

い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
計
画
は
大
切
だ
け

れ
ど
、
未
来
は
何
が
起
き
る
か
分
か
ら
な

い
。
そ
れ
で
も
、「
今
」
は
「
将
来
」
に

つ
な
が
っ
て
い
る
…
…
以
前
よ
り
も「
今
」

を
大
切
に
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

受
験
生
の
私
は
、
重
要
な
「
今
」
を
積

み
重
ね
る
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。
臨
時

休
業
で
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
授
業
が
で
き

な
い
時
間
が
長
く
続
い
て
、
正
直
不
安
も

あ
り
ま
す
が
、先
生
方
は
「
大
丈
夫
だ
よ
」

と
繰
り
返
し
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
す
る
中
、

先
生
方
も
私
た
ち
同
様
き
っ
と
不
安
な
は

ず
な
の
に
、
そ
れ
で
も
「
大
丈
夫
だ
よ
」

と
私
た
ち
に
声
を
か
け
な
が
ら
授
業
を
し

て
く
だ
さ
る
…
…
そ
ん
な
先
生
を
始
め
と

す
る
大
人
の
気
持
ち
も
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
も
、
臨
時
休
業
を
通
じ
た
私

の
変
化
の
１
つ
で
す
。

　

た
だ
、
先
生
方
に
そ
う
し
た
言
葉
を
か

け
て
も
ら
っ
て
も
、
私
た
ち
生
徒
は
不
安

に
さ
い
な
ま
れ
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
思
考
に

陥
り
が
ち
で
す
。
私
も
、
部
活
動
の
大
会

が
中
止
に
な
っ
た
時
に
目
の
前
が
真
っ
暗

に
な
っ
て
し
ま
い
、「
大
会
が
な
く
な
っ

て
も
、
部
活
動
で
の
経
験
が
無
駄
に
な
る

わ
け
で
は
な
い
」
と
い
っ
た
言
葉
は
耳
に

入
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
顧
問

の
先
生
や
部
員
と
話
す
中
で
、
少
し
ず
つ

気
持
ち
は
整
理
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
は
ま
だ
、
私
た
ち
生
徒
に
も
余
裕
が

な
く
、
勉
強
に
関
係
の
な
い
こ
と
は
話
し

づ
ら
い
雰
囲
気
も
あ
り
ま
す
が
、
少
し
ず

つ
で
も
お
互
い
の
気
持
ち
を
打
ち
明
け
な

が
ら
、
大
切
な
「
今
」
を
、
み
ん
な
で
積

み
重
ね
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

なかむら・ゆの　福岡県立育徳館中学校・高校３年生。高校３年生までバ
ドミントン部に所属。大学ではバイオテクノロジーを学び、将来は、安全
で収穫量が大きい農作物の開発などに従事したいと考えている。

福
岡
県
立
育
徳
館
中
学
校
・
高
校

◎
宝
暦
8
年
、
小
笠
原
藩
の
藩
校
・
思
永
斎
を
源
流
に
、

全
国
屈
指
の
伝
統
を
誇
る
。
２
０
０
４
年
度
か
ら
福

岡
県
下
で
初
め
て
の
中
高
一
貫
教
育
校
と
な
り
、「
育

徳
」 

の
校
訓
と 

「
文
武
両
道
」 「
質
実
剛
健
」 

の
校
風
の

下
、
次
世
代
人
材
を
育
成
す
る
教
育
活
動
を
展
開
。

◎
設
立　

１
７
５
８
（
宝
暦
8
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
２
０
０
人

◎
２
０
２
０
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、
東
京
外
国
語
大
、
広
島
大
、
九
州

大
、
熊
本
大
な
ど
に
32
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
な
ど
に
延

べ
１
４
９
人
が
合
格
。
海
外
大
学
に
１
人
が
合
格
。

◎U
RL

　

http://ikutoku-h.fku.ed.jp/

最新の教育現場の状況や取り組み、今求められている情報、
現場の教師や識者のオピニオンなどを伝える

『VIEW21 express』で中村さんが語ってくれた

変化が激しく、将来の予測が困
難な社会において必要な教育
と、そしてそれを実現するた
めの手立てを考えるため、最
新の教育現場の状況や取り組
み、現場の教師や識者などのオ
ピニオンを紹介する『VIEW21　
express』で、中村さんは「臨
時休業下で考えた、これからの
教師との関係」について語って
くれた。

『VIEW21 express』
シリーズ・みんなで語り合い、考える「これからの学校」より。

https://berd.benesse.jp/magazine/express/

教育の「これから」を考える─「今」を見つめた未来の創り手たち─特集
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発
生
以
降
、
熊
本
地
震
を
始
め
、
想
定
外

の
事
態
を
私
た
ち
は
数
多
く
経
験
し
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

も
そ
の
１
つ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
私
が

東
日
本
大
震
災
を
通
じ
て
考
え
、
学
ん
だ

こ
と
を
、
そ
う
し
た
想
定
外
の
事
態
に
生

か
せ
た
な
ら
、
そ
れ
は
福
島
県
民
と
し
て

依
田　

２
０
１
１
年
に
大
学
１
年
生
だ
っ

た
私
は
、
今
年
、
社
会
人
５
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
私
の
故
郷
、
福
島
県
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
の

育
っ
た
私
の
、
社
会
に
対
す
る
恩
返
し
に

な
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
社
会
人

に
な
っ
て
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
、
自
分
の
行

動
が
社
会
に
与
え
る
影
響
が
大
き
く
な
る

ほ
ど
、
想
定
外
の
事
態
に
対
し
て
自
分
な

り
に
で
き
る
行
動
を
模
索
す
る
思
い
や
責

任
感
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
想
定
外
の
事
態
に
向
き
合
う

時
、
私
は
、
自
分
に
足
り
な
い
も
の
を
自

覚
し
、
他
者
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
、
他
者

の
力
を
借
り
て
よ
り
よ
い
答
え
を
見
つ
け

よ
う
と
い
う
意
識
も
強
く
な
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
変
化
は
、
仕
事
を
通
し
た
私
の

成
長
だ
と
思
い
ま
す
。
私
が
現
在
携
わ
っ

て
い
る
文
化
財
保
護
と
い
う
仕
事
は
、
所

有
者
や
修
理
技
術
者
、
観
光
・
地
域
活
性

化
に
携
わ
る
方
な
ど
、
様
々
な
立
場
の
人

が
か
か
わ
っ
て
い
て
、
時
に
考
え
方
や
利

害
が
異
な
り
ま
す
が
、
地
域
や
社
会
の
未

来
を
よ
り
よ
く
し
た
い
と
い
う
思
い
は
皆

に
共
通
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
環
境
で

仕
事
を
す
る
中
で
、
他
者
の
言
葉
に
耳
を

よだ・ひろたか　福島県立安
あさか

積高校卒業。東京大学法学部卒業。同大大学院教育学研
究科修了後、文部科学省に入省。文化庁に在籍し、文化財保護に関する業務に携わる。
おおた・えりこ　福島県立安積高校卒業。東京大学教養学部を経て、現在、東京大学大
学院教育学研究科博士課程に在籍。研究テーマは「深い理解を促す授業と宿題の連動」。

予
測
困
難
だ
か
ら
こ
そ

未
来
は
自
分
で
創
る
も
の

学
校
、そ
し
て
社
会
に
育
て
ら
れ
た
私
た
ち
が
考
え
る
、

「
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
創
る
人
た
ち
」に
必
要
な
力

依よ

田だ

浩ひ
ろ

崇た
か

さ
ん
／
太
田
絵
梨
子
さ
ん

想定外の事態を経て社会人が考えた、
「これから」の社会で求められる資質・能力
新型コロナウイルスの感染拡大は、生活様式や働き方にも大きな影響を与えている。それまでの
あたり前が通用しなくなった状況を経験した大人たちは、これからの社会では、どのような

資質・能力が求められると考えたのか。かつて本誌に登場した若手の社会人を訪ね、話を聞いた。
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傾
け
、
納
得
解
を
得
る
大
切
さ
を
学
ん
だ

の
だ
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
仕
事
を
通

し
て
、
日
本
が
誇
る
伝
統
や
急
速
に
発
展

す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
、
自
分
が
あ
ま
り
目
を

向
け
て
こ
な
か
っ
た
領
域
に
大
切
な
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
視
野

の
広
が
り
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
自
分
の

不
足
を
自
覚
す
る
こ
と
が
、
学
び
続
け
る

原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
未
来
を
予
測
す
る
最
善
の
方
法
は
、

自
ら
そ
の
未
来
を
発
明
す
る
こ
と
だ
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
10
年
後
の
社
会

を
予
測
す
る
こ
と
さ
え
困
難
で
す
が
、
ど

の
よ
う
な
社
会
に
し
た
い
の
か
を
考
え
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
自
分
に
で
き
る
行
動

を
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
今
後
社
会
を
ど
の
よ
う

に
変
え
て
い
く
の
か
が
分
か
ら
な
い
か
ら

こ
そ
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る
た
め
に

は
、
理
想
の
社
会
像
を
描
く
力
が
必
要
だ

と
思
う
の
で
す
。
高
校
時
代
、「
君
は
ど

う
生
き
た
い
ん
だ
？　

今
、
君
は
何
を
す

る
べ
き
な
ん
だ
？
」
と
問
い
か
け
、
私
と

対
話
し
て
く
れ
た
の
は
、
母
校
の
恩
師
で

し
た
。
そ
の
時
初
め
て
、
未
来
は
自
分
で

創
る
も
の
な
の
だ
と
、私
は
学
び
ま
し
た
。

　

未
来
は
予
測
困
難
だ
か
ら
こ
そ
、
先
生

方
に
は
、「
君
は
ど
う
生
き
た
い
ん
だ
？
」

と
生
徒
に
問
い
か
け
、
分
か
ら
な
い
こ
と

へ
の
向
き
合
い
方
を
、
先
生
自
ら
示
し
て

あ
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

太
田　

大
学
院
で
の
私
の
研
究
テ
ー
マ

は
、「
宿
題
」
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
社
会

で
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
育
む
家
庭

学
習
に
お
け
る
課
題
の
あ
り
方
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
か
を
研
究
し
て
い
ま

す
。
元
々
、
宿
題
の
是
非
に
つ
い
て
は
議

論
が
絶
え
ず
、
宿
題
不
要
論
も
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
臨
時
休
業

を
機
に
、
宿
題
が
子
ど
も
の
学
習
の
中
で

重
要
な
役
割
を
担
っ
た
た
め
、
家
庭
学
習

に
お
け
る
課
題
の
あ
り
方
に
つ
い
て
改
め

て
考
え
た
先
生
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
宿
題
と
い
う
と
、
授
業
で
達
成
し
き

れ
な
か
っ
た
知
識
・
技
能
を
ド
リ
ル
練
習

で
補
う
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
持
た
れ
が

ち
で
し
た
が
、
今
後
も
休
業
の
可
能
性
が

あ
る
中
、
自
立
的
に
学
ぶ
態
度
や
ス
キ
ル

を
育
て
る
機
会
と
し
て
宿
題
を
捉
え
直
す

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
、
今
回
の
想
定
外
の
出
来

事
は
、
自
分
の
研
究
が
こ
れ
か
ら
の
社
会

に
お
い
て
ど
ん
な
意
味
を
持
つ
も
の
な
の

か
を
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
が
、
同

じ
よ
う
に
誰
も
が
自
分
の
目
の
前
に
あ
る

様
々
な
あ
た
り
前
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義

や
価
値
を
捉
え
直
す
機
会
に
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
思
え
ば
、
東
日
本

大
震
災
も
、
私
の
社
会
へ
の
向
き
合
い
方

を
大
き
く
変
え
る
出
来
事
で
し
た
。
高
校

時
代
の
私
は
、
日
々
の
学
習
の
こ
と
で
頭

が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
震
災
を
経
験
し

て
、
社
会
の
た
め
に
自
分
に
何
が
で
き
る

の
か
を
強
く
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
社
会

で
起
き
て
い
る
様
々
な
問
題
に
目
を
向
け

る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。大
学
時
代
は
、

経
済
的
に
困
窮
し
た
家
庭
の
学
習
支
援
に

携
わ
り
ま
し
た
。
本
人
に
原
因
は
な
い
の

に
学
習
が
困
難
な
状
況
に
陥
る
と
い
う
理

不
尽
な
社
会
の
状
況
を
少
し
で
も
変
え
た

い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
う
し
た
思
い

を
今
も
抱
き
、大
学
院
で
学
ん
で
い
ま
す
。

大
学
院
で
の
研
究
は
、
先
人
た
ち
が
積
み

上
げ
て
き
た
も
の
の
大
き
さ
と
、
そ
れ
に

解
決
す
べ
き
問
い
に

謙
虚
に
向
き
合
う
学
び
の
経
験
を

東日本大震災の被災地となった福島で育った者として、
「私たちの未来のために今、私たちにできること」を
東京大生だった依田さん、太田さんが語ってくれた

本誌2012年 6月号の特集では、5組の高校生、大学生に「東日本大震災を
契機に何を考え、今をどのように生きているのか」を語ってもらった。当時、
東京大学の2年生だった依田さん、太田さんは、地元・福島から難関大学を
志望する後輩のために企画した合宿セミナーにおいて、中心的な役割を担っ
た。2人を動かしたのは、
「たくさんの人に育てて
もらって今の自分たちが
ある。だからこそ、その
恩返しとして、地元の後
輩たちにできることをし
てあげたい」という思い
だった。

『VIEW21』高校版2012年 6月号・特集
「他者のために学ぶ─震災から１年後の、生徒と教師─」より。

https://berd.benesse.jp/up_images/magazine/02toku_0334.pdf

教育の「これから」を考える─「今」を見つめた未来の創り手たち─特集
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私
の
仕
事
で
す
。
高
校
の
恩
師
に
は
、
就

職
の
報
告
の
時
に
「
進
路
指
導
部
の
先
生

の
よ
う
な
仕
事
で
す
」と
説
明
し
ま
し
た
。

　

こ
の
仕
事
に
就
こ
う
と
思
っ
た
背
景
に

は
、
高
校
の
恩
師
の
存
在
が
あ
り
ま
し

た
。
進
路
の
目
標
を
見
失
っ
た
私
に
寄
り

添
い
、
私
の
未
来
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

て
く
れ
た
恩
師
の
姿
が
ず
っ
と
心
に
残
っ

て
い
て
、
私
も
誰
か
の
目
標
や
生
き
方
を

と
も
に
考
え
、
見
つ
け
、
そ
の
人
が
そ
れ

を
実
現
で
き
る
よ
う
に
後
押
し
す
る
仕
事

　

私
は
、
今
年
４
月
か
ら
社
会
人
に
な
り

ま
し
た
。
肩
書
き
は
キ
ャ
リ
ア
ナ
ビ
ゲ
ー

タ
ー
で
、
国
家
試
験
や
各
種
資
格
・
検
定

試
験
に
挑
戦
す
る
人
た
ち
に
学
習
プ
ラ
ン

を
提
案
し
た
り
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
通

じ
て
仕
事
や
学
習
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
た
り
し
な
が
ら
、
あ
り
た
い
自
分
を

実
現
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が

を
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
、
私
の
社
会
人
と
し
て
の
生
活

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
っ
て
、
想
定
外
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り

ま
し
た
。
新
入
社
員
研
修
は
す
べ
て
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
行
わ
れ
、
同
期
社
員
や
先
輩

社
員
と
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
越
し
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
続
く
毎
日
…
…
慣
れ
な

い
環
境
で
疲
れ
や
不
安
が
募
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
私
を
救
っ
た
の
は
、
同
期
社

員
と
の
つ
な
が
り
で
し
た
。
同
期
社
員
が

比
べ
た
時
の
自
分
の
小
さ
さ
を
、
私
に
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
自
分
の
小
さ
さ
を
自

覚
し
た
こ
と
で
、
社
会
に
対
し
て
も
よ
り

謙
虚
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

予
測
困
難
な
社
会
に
お
い
て
は
、
自
分

な
り
に
解
決
す
べ
き
問
い
を
見
つ
け
、
そ

し
て
自
分
の
小
さ
さ
を
自
覚
し
な
が
ら

も
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
自
分
に
何
が
で

き
る
の
か
を
謙
虚
に
考
え
る
こ
と
が
、
私

た
ち
に
求
め
ら
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
高
校
で
あ
れ
ば
、
ま
さ
に
探
究

学
習
の
中
で
経
験
で
き
る
こ
と
で
す
。
例

え
ば
、
地
域
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
探
究

学
習
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
人
た

ち
が
積
み
重
ね
て
き
た
こ
と
に
向
き
合

い
、
地
域
に
生
き
る
１
人
と
し
て
自
分
に

何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
機
会
に
な
る

で
し
ょ
う
。
探
究
学
習
を
始
め
、
高
校
の

教
育
活
動
を
通
じ
て
育
ま
れ
る
資
質
・
能

力
は
、
社
会
を
変
え
る
源
に
な
る
と
、
私

は
信
じ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
安
積
高
校
の
恩
師
か
ら
、「
福

島
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
一
緒
に
活

動
し
な
い
か
」
と
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
自
分
が
学
ん
で
き
た
こ
と
を
、
未
来

を
生
き
る
後
輩
た
ち
に
還
元
す
る
こ
と
が

で
き
そ
う
で
、
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

声
を
か
け
合
い
、
研
修
時
間
外
に
オ
ン
ラ

イ
ン
上
で
自
主
的
に
集
ま
り
、
将
来
の
夢

や
今
の
気
持
ち
な
ど
を
語
り
合
う
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。
そ
う
し
て
、
お
互
い
の

内
面
を
打
ち
明
け
る
う
ち
に
、「
先
輩
社

員
を
ゲ
ス
ト
に
招
い
て
、
ざ
っ
く
ば
ら

ん
に
仕
事
の
話
を
聞
い
た
ら
ど
う
だ
ろ

う
」
な
ど
と
、
仲
間
の
た
め
の
企
画
が
同

期
社
員
か
ら
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
の
知
識
が
あ
っ
た

私
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
の
合
間
の
ボ

デ
ィ
ー
ケ
ア
の
指
導
役
を
担
い
た
い
と
上

司
に
申
し
出
ま
し
た
。

　

あ
の
時
、
仲
間
の
た
め
に
何
か
を
し
た

い
と
い
う
思
い
が
み
ん
な
の
中
に
生
ま

れ
、
同
期
社
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
よ

り
よ
く
す
る
た
め
の
工
夫
や
提
案
を
、
そ

れ
ぞ
れ
が
持
つ
強
み
や
知
見
を
生
か
し
な

が
ら
行
っ
て
い
ま
し
た
。
自
分
１
人
で
は

乗
り
越
え
る
こ
と
が
難
し
い
困
難
に
直
面

し
た
時
に
、
お
互
い
を
助
け
、
高
め
合
っ

て
い
け
る
関
係
を
築
く
プ
ロ
セ
ス
を
、
当

事
者
の
１
人
と
し
て
目
の
あ
た
り
に
で
き

た
こ
と
は
、
有
意
義
な
経
験
で
し
た
。

　

な
ぜ
、
想
定
外
の
事
態
を
み
ん
な
で
乗

困
難
に
直
面
し
た
時
、

私
た
ち
は
仲
間
の
た
め
に
動
け
た

内
面
を
さ
ら
け
出
せ
た
場
所
は

自
分
に
と
っ
て
の
居
場
所
に
な
る

進
路
に
悩
ん
だ
私
を
支
え
て
く
れ
た
恩
師
の
姿
か
ら
、

想
定
外
を
と
も
に
乗
り
越
え
る
人
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
た

吉
田
梅う

め

乃の

さ
ん
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り
越
え
る
関
係
が
生
ま
れ
た
の
か
。
会

社
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
共
感
し
、
未
来
を
創

る
同
志
と
し
て
の
信
頼
で
結
び
つ
い
た
仲

間
だ
っ
た
こ
と
は
、
理
由
の
１
つ
で
し
ょ

う
。「
変
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
は
な
く
、

変
え
ら
れ
る
こ
と
に
注
力
し
よ
う
」
と
い

う
会
社
の
行
動
理
念
が
、
私
た
ち
に
既
に

浸
透
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
た
だ
、
み
ん
な
で
困
難
を
乗
り

越
え
る
力
は
、
高
校
生
活
の
中
で
も
培
わ

れ
、
発
揮
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
も
思
い
ま

す
。
高
校
時
代
、
同
じ
目
標
の
同
級
生
と

グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、お
互
い
を
励
ま
し
、

競
っ
た
こ
と
、
部
活
動
や
学
校
行
事
で
は

自
分
た
ち
を
よ
り
よ
い
状
態
に
す
る
た
め

に
様
々
な
提
案
を
し
て
い
た
こ
と
…
…
。

　

会
社
や
学
校
で
、
み
ん
な
の
た
め
に
行

動
が
で
き
た
の
は
、
そ
こ
が
自
分
の
居
場

所
だ
と
思
え
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
高
校
時
代
、
進
路
に
悩
む
私
を
見
放

さ
ず
、
恩
師
が
い
つ
も
声
を
か
け
て
く
れ

た
か
ら
、
学
校
は
私
に
と
っ
て
「
居
て
も

よ
い
場
所
」
で
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ

の
場
へ
の
恩
返
し
と
し
て
、
自
分
が
で
き

る
貢
献
は
何
か
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
失

敗
を
恐
れ
ず
に
様
々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
提

案
が
で
き
た
の
だ
と
思
う
の
で
す
。

　

予
測
困
難
な
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に

私
た
ち
に
必
要
な
こ
と
は
、
人
と
の
つ

な
が
り
の
中
で
生
き
が
い
や
働
き
が
い
な

ど
を
見
い
だ
し
な
が
ら
、
自
ら
を
生
か
す

力
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
た
め
に

は
自
分
と
向
き
合
う
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
高
校
時
代
の
私
は
、
恩
師
が
そ
ば
に

居
て
く
れ
た
か
ら
、
自
分
の
嫌
な
感
情
や

頑
張
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
も
逃
げ
る
こ
と

な
く
向
き
合
い
、
自
分
自
身
と
対
話
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
も
高
校
生
の
中
に
は
、
部
活
動
の
大

会
の
中
止
な
ど
、
想
定
外
の
事
態
に
困
惑

し
、
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
る
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
先
生
や
友
人
と
の
つ
な
が
り

の
中
で
、
自
分
の
内
面
に
向
き
合
い
、
思

い
を
吐
露
す
る
こ
と
が
で
き
る
学
校
は
、

「
居
て
も
よ
い
場
所
」
で
す
。
そ
し
て
、

そ
の
場
所
で
は
、
み
ん
な
が
み
ん
な
の
た

め
に
変
え
ら
れ
る
こ
と
を
変
え
よ
う
と
注

力
す
る
…
…
私
は
そ
う
思
う
の
で
す
。

よしだ・うめの　富山県・私立片山学園中学校・高校卒業。大阪市立大学
生活科学部人間福祉学科卒業後、株式会社リンクアカデミーに入社。パソ
コンスキル獲得や各種資格取得などを通じたキャリアアップ支援に従事。

自分のあり方・生き方を考え続ける力が、
高校教師とのどのようなかかわりの中で育まれたのかを、

大学生時代に吉田さんが語ってくれた

本誌2018年 12月号の特集では、予測困難な社会を生きる高校生の進路選
択のあり方と、それを支える教師の役割について、4人の大学生がそれぞれ
の高校時代を振り返りながら、高校教師、大学教授と語り合った。大学生
の1人として座談会に参加した吉田さんは、小学校の頃から高校に入るまで
ずっと医学部志望だった
自分が、勉強や進路に悩
むようになり、担任の教
師と面談を重ねる中で、
自分の本当の興味・関心
を見いだしていった経験
を語った。

『VIEW21』高校版2018年12月号・特集
「『社会』に開かれた進路指導─多様な他者とのかかわりの中で」より。

https://berd.benesse.jp/up_images/magazine/VIEW21_kou_2018_12_
interview.pdf

教育の「これから」を考える─「今」を見つめた未来の創り手たち─特集
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保
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
仮
想
の
学
校
・

教
室
を
つ
く
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
（
P.
　

20
〜
21
で
広
島
県
立
広
島
国こ

く

泰た
い

寺じ

高
校
の

実
践
を
紹
介
）。

　
と
は
言
え
、
こ
れ
ま
で
学
校
で
行
っ
て

い
た
教
育
を
そ
の
ま
ま
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で

展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
目
指
す
の
は
、
生
徒
中
心
の
学

び
の
場
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
例
え
ば
、
生
徒
が
自
己
開
示
し
や

す
い
よ
う
に
、
安
心
・
安
全
な
場
を
つ
く

る
こ
と
の
必
要
性
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

教
師
が
意
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
そ
も
そ
も
、
登
校
し
て
画
一
的
な
授
業

を
聞
く
と
い
う
学
校
教
育
の
ス
タ
イ
ル

は
、
工
業
社
会
に
標
準
を
合
わ
せ
た
も
の

で
し
た
。
大
学
入
試
が
、
記
憶
し
た
知
識

や
解
法
パ
タ
ー
ン
の
再
生
に
重
き
を
置
い

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を

受
け
た
臨
時
休
業
は
、
私
た
ち
に
「
こ
れ

か
ら
の
学
校
教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」

を
考
え
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

　
今
回
の
事
態
が
起
き
る
ま
で
は
、
同
じ

年
齢
の
生
徒
が
同
じ
教
室
に
集
ま
り
、
教

師
か
ら
の
様
々
な
働
き
か
け
を
通
じ
て
学

ぶ
場
、
そ
れ
が
学
校
で
し
た
。
し
か
し
、

臨
時
休
業
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
そ
の
よ

う
な
場
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況

に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
広
島
県

は
、Google

の
教
育
支
援
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
「G Suite for Education

」
を
導

入
し
、
県
内
の
児
童
・
生
徒
全
員
分
に
相

当
す
る
約
30
万
人
分
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
確

ひらかわ・りえ
2010 年、公募により、公立
中学校民間人校長として横
浜市立市ヶ尾中学校に着任。
文部科学省中央教育審議会
特別部会委員などを歴任。
18年 4月から広島県教育長
に就任。著書に『クリエイティ
ブな校長になろう――新学
習指導要領を実現する校長
のマネジメント』（教育開発
研究所）など。

臨
時
休
業
に
よ
っ
て
進
ん
だ

未
来
に
向
け
た
学
び
の
変
革

学
校
と
授
業
の
あ
り
方
を

タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン
に
乗
っ
て
考
え
て
み
る

広
島
県
教
育
委
員
会 

教
育
長 

平
川
理
恵

将
来
の
変
化
を
予
測
す
る
こ
と
が
困
難
な
時
代
を
生
き
る
上
で
必
要
な
資
質
・
能
力
を
生
徒
に
育
む
学
校
と
は
、

ど
の
よ
う
な
場
な
の
だ
ろ
う
か
。
主
体
的
な
学
び
を
促
す
教
育
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た

広
島
県
の
平
川
理
恵
教
育
長
に
、
臨
時
休
業
下
で
の
気
づ
き
を
踏
ま
え
て
話
を
聞
い
た
。

トップ
インタビュー

社会の変化を見据えた変革先進県の
取り組みに見る、「これから」の学校像

新型コロナウイルスの感染拡大と全国的な臨時休業は、私たちは既に
「予測困難な時代」を生きていることを実感させた。この事態を教育改革に先進的に

取り組む自治体はどう捉え、学校はどのような対応を行ったのだろうか。

16 August  2020

0-01-J-22042-000 2020 年度VIEW21高校版 8月号 16頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
07/29
引寺

再
2
念
校

08/07
木村

再
3
念
校

08/12
引寺 − −/−

− − −/−
−

P16-17_view21koukou-8g.indd   16 2020/08/12   16:12



て
き
た
の
も
そ
の
た
め
で
す
。
し
か
し
、

技
術
革
新
に
よ
っ
て
、
経
済
発
展
と
社
会

的
課
題
の
解
決
を
両
立
す
る
人
間
中
心
の

社
会
、Society 5.0

の
時
代
を
迎
え
、
学

校
教
育
は
、
生
徒
が
自
分
の
興
味
・
関
心

を
軸
に
、
学
校
の
中
だ
け
で
な
く
、
地
域

や
企
業
な
ど
と
も
つ
な
が
り
な
が
ら
、
意

欲
的
に
学
び
を
深
め
る
場
へ
と
変
わ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

広
島
県
で
は
、
２
０
１
４
年
12
月
に
策

定
し
た
「
広
島
版
『
学
び
の
変
革
』
ア
ク

シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
主
体
的
に
学
び
続
け
、
多
様
な

人
々
と
協
働
し
て
新
た
な
価
値
を
創
造
で

き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
た
教
育
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
学
び
た
い
こ
と
、
や
り

た
い
こ
と
を
自
覚
し
た
生
徒
が
、
教
室
に

お
い
て
だ
け
で
な
く
、
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
個
別
最
適
化
さ
れ
た
教
育
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
将
来
を

切
り
拓
く
資
質
・
能
力
が
育
ま
れ
る
…
…

私
た
ち
は
そ
ん
な
学
び
を
実
現
し
よ
う
と

し
て
い
た
の
で
す
が
、
臨
時
休
業
に
よ
っ

て
そ
れ
が
加
速
し
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。

　

｢

学
び
の
変
革｣

を
実
現
す
る
上
で
重

要
に
な
る
の
が
、「
本
質
的
な
問
い
」
を

通
じ
て
資
質
・
能
力
を
育
む
授
業
で
す
。

例
え
ば
、
20
年
４
月
か
ら
、
４
つ
の
県
立

商
業
高
校
で
ス
タ
ー
ト
し
た
「
ビ
ジ
ネ
ス

探
究
」
で
は
、
１
年
生
は
毎
週
４
コ
マ
連

続
で
、「
生
き
る
と
は
」
と
い
っ
た
本
質

的
な
問
い
に
向
き
合
い
ま
す
。
最
初
は
考

え
が
ま
と
ま
ら
な
い
生
徒
も
、
こ
れ
ま
で

の
人
生
を
振
り
返
り
、
仲
間
と
語
り
合
う

中
で
、
生
き
る
こ
と
の
意
味
や
学
び
の
目

的
を
言
葉
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
、
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
が
本

質
的
な
問
い
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
教
科

の
知
識
・
技
能
を
含
む
資
質
・
能
力
を
身

に
つ
け
る
授
業
は
県
全
体
で
展
開
し
て
い

く
べ
き
も
の
で
す
。
そ
こ
で
６
月
か
ら
、

全
指
導
主
事
を
対
象
に
各
教
科
・
科
目

に
お
け
る
本
質
的
な
問
い
の
立
て
方
と
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
基
づ
い
た
評
価
の
方
法

に
関
す
る
研
修
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
19
年
４
月
に
は
、

｢

学
び
の
変
革｣

を
先
進
的
に
実
践
す
る

広
島
県
立
広
島
叡え

い

智ち

学
園
中
学
校
・
高
校

が
開
校
し
て
お
り（
P.
　

18
〜
19
で
紹
介
）、今

後
、
同
校
で
の
取
り
組
み
の
成
果
を
共
有

し
な
が
ら
、
県
全
体
で
新
学
習
指
導
要
領

で
目
指
す
教
育
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
た
ち
大
人
に
必
要
な
の
は
、
タ
イ
ム

マ
シ
ー
ン
に
乗
る
勇
気
で
す
。
未
来
の
社

会
を
想
像
し
、
そ
こ
で
幸
せ
に
生
き
る
た

め
に
、
学
校
は
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
何

を
す
べ
き
か
を
考
え
て
み
る
の
で
す
。
私

た
ち
は
、
自
分
の
知
っ
て
い
る
古
い
社
会

を
前
提
に
、「
子
ど
も
は
、
学
校
は
、
こ

う
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
決
め
つ
け
る

こ
と
は
も
う
や
め
て
、
自
校
の
生
徒
が
こ

れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
て
い
く
上
で
必
要

な
資
質
・
能
力
と
は
何
か
、
そ
の
育
成
の

た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
学
び
が
必
要
な
の

か
を
本
気
で
考
え
る
べ
き
で
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
広
ま
り
な
ど
、
学

校
の
物
理
的
な
あ
り
方
は
今
後
大
き
く
変

わ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
学
校

そ
の
も
の
が
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
は
ず

で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
新
学
習
指
導
要
領
で

目
指
す
未
来
の
学
校
は
、
人
と
の
か
か
わ

り
の
中
で
学
び
を
広
げ
、
深
め
る
場
だ
か

ら
で
す
。
そ
し
て
、
学
校
に
お
い
て
、
こ

れ
か
ら
ま
す
ま
す
大
切
に
な
る
の
は
、
生

徒
の
学
び
の
意
欲
を
高
め
、
多
様
な
人
と

結
び
つ
け
て
い
く
先
生
方
の
授
業
力
だ
と

思
い
ま
す
。

これまでの学校教育は、生徒が物理的に学校に来て、教
室に入って初めて学びが成立した。また、知識の伝達や
問題提起といった学びのアクションは、教師が起点である
ことが多かった。

これからの学校教育は、生徒一人ひとりの「これを学びた
い」「これをしたい」という思いが起点となり、学校内外の
場や人が結びつきながら展開されていく。学びの場も、従
来の教室という場にとどまらなくなる。
※ ICT toolbox（https://ict-toolbox.com/）提供資料を基に編
集部で作成。

これまでの学校教育のイメージ

これからの学びのイメージ

知識伝達

問題提起 反応

学び合い

先生

学校

体験・つながり

社会とのつながり 学び・つながり

いつでも・どこでも
「学び」につながれる

双方向
＆

一方通行

教室

生徒
課題提出

教材提示

地域文化

デバイス = 自宅

企業

地域
学校

地域スポーツ

興味喚起

管理

生徒

学びたい！やりたい！

人
と
の
か
か
わ
り
の
中
で

学
び
を
深
め
る
学
校
を
創
る

教育の「これから」を考える─「今」を見つめた未来の創り手たち─特集
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で
あ
る
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
（
Ｉ
Ｂ
）
の
中

等
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム 

（
Ｍ
Ｙ
Ｐ　

11
〜
16

歳
対
象
） 

及
び
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
Ｄ
Ｐ　

16
〜
19
歳
対
象
）
の
候
補
校

で
も
あ
る
。
現
在
、
中
学
１
・
２
年
生
に
、

Ｍ
Ｙ
Ｐ
の
枠
組
み
で
、「
言
語
と
文
学
」「
個

人
と
社
会
」「
理
科
」「
数
学
」「
デ
ザ
イ
ン
」

な
ど
、
８
教
科
群
の
授
業
を
、
学
習
指
導

要
領
に
準
拠
す
る
形
で
展
開
し
て
い
る
。

各
教
科
で
は
、
評
価
の
規
準
と
な
る
目
標

と
、
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
身
に
つ
け

る
べ
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
な

ど
の
「
汎
用
ス
キ
ル
」
が
示
さ
れ
、教
師
、

生
徒
双
方
が
そ
れ
ら
を
共
有
し
た
上
で
授

業
に
臨
ん
で
い
る
（
写
真
１
）。
評
価
の

工
夫
点
に
つ
い
て
、
Ｍ
Ｙ
Ｐ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
古
市
𠮷
洋
先
生
は
次
の
よ
う

に
語
る
。

　

広
島
県
立
広
島
叡
智
学
園
中
学
校
・
高

校
は
、
２
０
２
０
年
度
に
２
期
生
が
入
学

し
、
中
学
１
・
２
年
生
が
寮
生
活
を
送
り

な
が
ら
、「『
よ
り
よ
い
未
来
』
を
創
造
で

き
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ

ン
の
下
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を

掲
げ
て
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
教
育
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
（
図
１
）。
全
国
か

ら
志
願
者
が
集
ま
り
、
入
試
が
高
倍
率
に

な
っ
た
こ
と
は
、
学
校
の
理
念
が
保
護
者

の
共
感
を
呼
ん
だ
か
ら
で
は
な
い
か
と
、

福
嶋
一
彦
校
長
は
語
る
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

は
、
未
来
の
予
測
は
困
難
で
あ
る
と
い
う

事
実
を
、
改
め
て
私
た
ち
に
突
き
つ
け
ま

し
た
が
、
本
校
が
育
成
を
目
指
す
５
つ
の

資
質
・
能
力
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
状
況

に
向
き
合
う
際
に
必
要
な
資
質
・
能
力
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

同
校
は
、
国
際
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
「
目
標
に
つ
い
て
、
各
授
業
や
活
動
で

ど
の
程
度
達
成
で
き
て
い
る
の
か
を
、
振

り
返
り
を
重
ね
る
こ
と
で
可
視
化
し
、
次

の
授
業
や
活
動
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
本

校
で
は
、
定
期
考
査
は
行
っ
て
お
ら
ず
、

評
価
は
、
レ
ポ
ー
ト
や
作
品
制
作
、
プ
ロ

セ
ス
ジ
ャ
ー
ナ
ル
な
ど
、
複
数
の
課
題
へ

の
取
り
組
み
を
通
じ
て
学
年
成
績
を
出
し

ま
す（
写
真
２
）。そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
で
は
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
が
示
さ
れ
る
の
で
、
生
徒

は
学
習
と
評
価
を
通
し
て
、
今
の
自
分
が

何
が
で
き
て
、
何
が
で
き
て
い
な
い
の

か
、
次
は
何
を
す
べ
き
な
の
か
を
意
識
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
教
師
も
、
日
々
の

授
業
で
『
お
互
い
に
意
味
の
あ
る
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
心
が
け
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
高
め
て
い
こ
う
』
な
ど

と
、
生
徒
が
汎
用
的
な
ス
キ
ル
と
授
業
中

の
具
体
的
な
活
動
と
を
結
び
つ
け
ら
れ
る

よ
う
な
声
か
け
を
行
い
な
が
ら
、
そ
れ
ら

重点的に育成を目指す５つの資質・能力図１

◎様々な場面で活用できる知識・技能の深い理解

◎新しい価値を生み出す創造的・批判的思考力

◎異なる文化・価値観を持つ人々 と協働する力

◎目標に向かってやり抜く力・自信

◎日本語でも英語でも議論・協働できる高い語学力

＊学校案内より抜粋。

今
、何
が
で
き
る
の
か
、

次
に
、何
を
す
べ
き
な
の
か
を
知
る

育
成
し
た
資
質
・
能
力
を
生
徒
自
身
が
汎
用
し
、

地
域
・
世
界
と
つ
な
が
る
教
育
活
動
を
実
践

広
島
県
立
広
島
叡え

い

智ち

学
園
中
学
校
・
高
校

新
し
い
教
育
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
す
「
広
島
版
『
学
び
の
変
革
』
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
」
を

先
導
的
に
実
践
す
る
学
校
と
し
て
、
２
０
１
９
年
４
月
に
、
広
島
県
立
広
島
叡
智
学
園
中
学
校
・
高
校
が
開
校
。

新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
資
質
・
能
力
の
育
成
に
取
り
組
む
同
校
の
「
今
」
と
「
こ
れ
か
ら
」
を
伝
え
る
。

これからの学校教育
実践事例

写真１　単元の目標などは、教室の入り口に置
かれたホワイトボード上にも掲示される。
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を
様
々
な
場
面
で
発
揮
で
き
る
よ
う
な
授

業
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

　

資
質
・
能
力
の
育
成
に
お
い
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
、「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」
に
相
当
す
る
「
未
来
創

造
科
」
だ
。
週
約
３
単
位
時
間
が
割
り
当

て
ら
れ
、
生
徒
は
自
ら
課
題
を
設
定
し
、

課
題
解
決
に
向
け
て
協
働
的
に
取
り
組

む
。
大
島
美
紀
教
頭
は
、「
未
来
創
造
科
」

で
の
生
徒
の
成
長
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「『W

ell-being

』『E
nvironm

ent

』

『Global justice

』の
３
つ
の
テ
ー
マ
に
基

づ
き
、
生
徒
は
課
題
意
識
を
持
っ
て
課
題

解
決
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
探
究
し
て
い

き
ま
す
。
昨
年
度
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
通
し
て
地
域

の
方
々
と
か
か
わ
り
な
が
ら
、
様
々
な
幸

せ
の
形
に
触
れ
た
り
、
生
徒
の
目
線
で
見

つ
け
た
地
域
課
題
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
を
考
え
て
提
案
し
た
り
し
ま
し
た
。

自
作
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し

た
り
、海
岸
清
掃
を
企
画
し
た
り（
写
真
３
）

と
、
授
業
で
身
に
つ
け
た
資
質
・
能
力
を

生
か
し
て
、
私
た
ち
教
師
の
想
像
を
超
え

た
活
動
を
実
践
し
ま
し
た
。
生
徒
は
自
分

の
価
値
観
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
な
が
ら
、
学
び

の
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
、
急
速
に
変
化

す
る
社
会
の
中
で
も
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
る
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
」

　

資
質
・
能
力
を
育
む
た
め
に
は
、
学
び

を
１
つ
の
教
科
、
教
室
の
中
で
完
結
さ
せ

ず
、
他
教
科
と
結
び
つ
け
、
実
社
会
に
生

か
す
授
業
づ
く
り
を
教
師
が
意
識
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
福
嶋
校
長
は
語
る
。

　
「
あ
る
教
科
で
の
学
び
で
培
っ
た
資
質
・

能
力
を
、
ほ
か
の
教
科
や
地
域
活
動
で
発

揮
で
き
る
よ
う
意
識
し
な
が
ら
、
本
校
の

教
師
は
日
々
、
生
徒
に
接
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
生
徒
の
教
育
活
動
を
支
え
る
の
は

教
師
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
寮
生
活
や

校
外
で
の
活
動
に
か
か
わ
る
地
域
の
方
々

も
、
本
校
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
賛
同
し
、

生
徒
の
学
び
に
参
画
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。
本
校
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
の
枠

組
み
を
超
え
た
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
」　

教
頭大島

美
紀
　

お
お
し
ま
・
み
き

教
職
歴

２５
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。

校
長福嶋

一
彦
　

ふ
く
し
ま
・
か
ず
ひ
こ

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

１
年
目
。

Ｍ
Ｙ
Ｐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

古
市
𠮷
洋
　

ふ
る
い
ち
・
よ
し
ひ
ろ

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。

広
島
県
立
広
島
叡
智
学
園
中
学
校
・
高
校

◎
「
学
び
を
通
じ
て
平
和
な
社
会
づ
く
り
を
実
現

し
続
け
る
存
在
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
」
を
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
掲
げ
、
瀬
戸
内
海
に
あ
る
人
口
お
よ
そ

７
０
０
０
人
の
大
崎
上
島
に
開
校
。
英
語
教
育
に
力

を
入
れ
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
教
科
で
協
働
的
な

Project Based Learning

を
導
入
し
て
い
る
。

◎
設
立　

２
０
１
９
（
平
成
31
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
40
人(

22
年
度
に
は
、
高

校
１
学
年
に
20
人
の
留
学
生
を
迎
え
る)

◎U
RL

　

https://higa-s.jp/

写真２　生徒にレポートを課
す際には、ルーブリックに照
らし合わせて自分の考えをま
とめることを、レポート作成
上の留意点として示す。

写真３　有志の生徒による放課後
活動の一環として、学校の近くの
大串海岸の清掃活動を実施。大崎
上島周辺の海のプラスチックやゴ
ミ問題に意識を向けて次の行動へ
とつなげていく。

育
成
さ
れ
た
資
質
・
能
力
を

地
域
、世
界
で
発
揮
す
る

教育の「これから」を考える─「今」を見つめた未来の創り手たち─特集
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解
の
提
案
を
、
３
年
間
の
高
校
生
活
で
経

験
し
ま
す
」（
佐
藤
校
長
）

　
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
な
ど
に
お

け
る
校
外
の
多
様
な
人
々
と
の
交
流
を

取
り
入
れ
た
課
題
研
究
、
そ
し
て
、
様
々

な
社
会
課
題
に
取
り
組
む
文
理
融
合
科
目

「
グ
ロ
ー
バ
ル
平
和
探
究
」（
普
通
科
２
学

年
対
象
）
な
ど
で
の
学
び
を
通
じ
て
、
生

徒
は
自
分
の
興
味
・
関
心
を
、
平
和
と
い

う
切
り
口
で
深
め
て
い
く
。
そ
の
成
果
は

既
に
教
師
の
目
か
ら
見
て
も
明
ら
か
で
、

「
高
校
在
学
中
に
哲
学
を
学
び
た
い
」「
生

命
倫
理
の
研
究
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
よ

う
と
思
っ
て
い
る
」
な
ど
と
、
高
校
の
教

科
・
科
目
の
枠
を
超
え
た
学
び
へ
の
意
欲

や
具
体
的
な
計
画
を
口
に
す
る
生
徒
が
増

え
て
き
て
い
る
。

　

新
し
い
時
代
の
高
校
生
像
を
体
現
す
る

　

文
部
科
学
省
の
Ｗ
Ｗ
Ｌ
（
ワ
ー
ル
ド
・

ワ
イ
ド
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
構
築
支
援
事
業
（
以
下
、Ｗ
Ｗ
Ｌ
＊
１
）

の
拠
点
校
で
あ
る
広
島
県
立
広
島
国
泰
寺

高
校
は
、平
和
を
テ
ー
マ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＊

２
）
と
関
連
づ
け
た
活
動
を
展
開
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
野
と
強
い
使
命
感
を
持
っ

て
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
や
国
際
社

会
の
平
和
と
発
展
に
貢
献
す
る
イ
ノ
ベ
ー

テ
ィ
ブ
な
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を
目

指
し
て
い
る
。
同
校
が
生
徒
へ
の
育
成
を

目
指
す
資
質
・
能
力
と
し
て
掲
げ
て
い
る

の
が
、「
課
題
を
発
見
す
る
力
」「
課
題
を

解
決
す
る
力
」「
論
理
的
・
批
判
的
思
考

に
基
づ
く
表
現
力
」
の
３
つ
だ
が
、
佐
藤

隆り
ゅ
う

吉き
ち

校
長
は
、「
Ｗ
Ｗ
Ｌ
の
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
知
識
・
技
能
は
も
と
よ
り
、
言

語
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
、
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
、
グ

リ
ッ
ト
と
い
っ
た
、
変
化
の
激
し
い
社
会

を
生
き
抜
く
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力

を
生
徒
に
育
成
し
て
い
き
た
い
」と
語
る
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、
幅
広
い
知

識
を
活
用
し
て
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す

力
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
新
し
い
価
値
の

創
出
に
至
る
道
は
平
坦
で
は
な
く
、
多
様

な
他
者
と
協
働
し
て
創
意
工
夫
を
重
ね
る

こ
と
や
、
粘
り
強
く
取
り
組
む
こ
と
も
不

可
欠
で
す
。
Ｗ
Ｗ
Ｌ
の
取
り
組
み
を
始
め

と
す
る
本
校
の
教
育
活
動
の
中
で
、
生
徒

は
文
理
両
方
を
学
び
、
そ
こ
で
身
に
つ
け

た
幅
広
い
知
識
を
探
究
活
動
な
ど
で
実
際

に
活
用
す
る
こ
と
で
、
課
題
発
見
と
最
適

生
徒
が
現
れ
て
き
た
矢
先
、
同
校
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
た

臨
時
休
業
を
強
い
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
中

で
も
、
生
徒
の
学
び
を
継
続
・
発
展
さ
せ

る
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
だ
っ
た
。

　

同
校
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
の
活
用
の

特
徴
は
、「
生
徒
が
や
る
べ
き
こ
と
」
を

支
援
す
る
ツ
ー
ル
と
、「
学
校
が
や
る
べ

き
こ
と
」
を
支
援
す
る
ツ
ー
ル
と
に
、
役

割
を
分
け
て
活
用
し
た
こ
と
だ
。

　

臨
時
休
業
期
間
中
の
課
題
配
信
な
ど
、

主
に
学
習
面
で「
生
徒
が
や
る
べ
き
こ
と
」

を
支
え
た
の
は
、
２
０
２
０
年
度
よ
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
学
習
基
盤
と
し
て
県

内
の
公
立
小
・
中
学
校
、
高
校
、
特
別
支

援
学
校
に
整
備
さ
れ
たGoogle

の
教
育

支
援
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
「G Suite for 

Education

」
だ
。

　

同
校
で
は
、
臨
時
休
業
期
間
中
の
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
の
時
間
割
を
作
成
し
た
が
、

そ
の
際
、
生
徒
の
主
体
性
が
発
揮
さ
れ
る

よ
う
に
配
慮
し
た
と
、
主
幹
教
諭
の
大
川

敬た
か

洋ひ
ろ

先
生
は
説
明
す
る
。

　
「
私
た
ち
は
臨
時
休
業
を
、
そ
れ
ま
で

＊１　将来、イノベーティブなグローバル人材を育成するため、高校等と国内外の大学、企業、国際機関等が協働し、高校生へより高度な学びを提供する仕組みを構築するとともに、
テーマ等を通じた高校生国際会議の開催等や高校のアドバンスト・ラーニング・ネットワークの形成により、WWL コンソーシアムにおける拠点校を目指す事業。

＊２　Sustainable Development Goals の略。2015 年に国連が掲げた持続可能な開発目標のこと。「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」など、17 の目標と 169 のターゲットか
ら成る。

新
し
い
価
値
を
創
出
す
る

資
質
・
能
力
を
育
む

様
々
な
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、

日
常
を
維
持
し
な
が
ら
、新
し
い
教
育
を
創
る

広
島
県
立
広
島
国こ

く

泰た
い

寺じ

高
校

大
学
、企
業
、国
際
機
関
、そ
し
て
、県
内
の
他
校
な
ど
と
協
働
し
た
高
度
な
学
び
を
追
究
す
る
広
島
県
立
広
島
国
泰
寺
高
校
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
た
臨
時
休
業
の
中
で
、教
育
活
動
を
ど
の
よ
う
に
維
持
・
発
展
さ
せ
て

い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
の
活
用
に
焦
点
を
あ
て
、同
校
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

これからの学校教育
実践事例

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
の
活
用
で

学
校
の
日
常
を
維
持
す
る
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の
教
育
活
動
で
生
徒
に
育
ん
で
き
た
主
体

性
を
さ
ら
に
伸
ば
す
好
機
だ
と
考
え
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
授
業
の
時
数
は
本
来
の
時

数
の
75
％
ほ
ど
に
抑
え
て
終
業
時
刻
を
早

め
、
生
徒
が
自
分
に
必
要
な
学
習
に
取

り
組
め
る
よ
う
、
生
徒
に
時
間
を
返
し
ま

し
た
。
時
間
割
は
学
年
ご
と
に
全
ク
ラ
ス

共
通
の
も
の
を
作
成
し
、
配
信
す
る
学
習

課
題
も
教
科
内
で
同
じ
内
容
に
す
る
こ
と

で
、
授
業
準
備
に
か
か
る
教
師
の
負
荷
の

軽
減
を
図
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た
時
間
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
を
欠
席
し
た
生
徒
へ
の
個
別
対
応

や
、
学
習
内
容
の
理
解
が
十
分
で
は
な
い

生
徒
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
に
充
て
、
生
徒

の
自
律
的
な
学
習
を
支
え
た
の
で
す
」

　

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
の
活
用
に
よ
っ

て
、
臨
時
休
業
中
も
シ
ラ
バ
ス
通
り
に
授

業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
同
校
だ
が
、

今
後
の
課
題
は
臨
時
休
業
中
の
学
習
内
容

の
定
着
度
を
測
り
、
個
々
の
学
習
支
援
計

画
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
だ
と
言
う
。

　

生
徒
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
デ
ー
タ
の
蓄
積

と
い
う
「
学
校
が
や
る
べ
き
こ
と
」
を
支

え
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
は
、「Classi

」

（
＊
３
）
だ
。
同
校
で
は
、Classi

を
、

生
徒
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
蓄
積
、
日
々

の
学
習
時
間
や
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
管
理
、

そ
し
て
保
護
者
へ
の
連
絡
な
ど
に
活
用
し

て
い
る
。

　
「
生
徒
に
と
っ
てClassi

は
、
自
分
の

学
習
計
画
、
学
習
時
間
を
管
理
す
る
こ
と

を
通
じ
て
、
自
律
的
に
学
習
す
る
力
を
養

う
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
に
加
え
て
、

生
徒
た
ち
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
（
＊
４
）
な
ど
の

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
、
外

国
人
留
学
生
と
の
対
話
を
『
グ
ロ
ー
バ
ル

平
和
探
究
』
の
中
で
行
う
な
ど
（
写
真
）、

世
界
を
視
野
に
入
れ
た
学
習
に
主
体
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
」（
大
川
先
生
）

　

今
回
の
臨
時
休
業
の
よ
う
な
非
日
常
が

現
れ
た
時
に
、
教
育
活
動
を
止
め
な
い
た

め
に
は
、
複
数
の
ツ
ー
ル
を
持
っ
て
お
く

こ
と
が
重
要
だ
と
、
佐
藤
校
長
は
語
る
。

　
「
そ
れ
ま
で
の
対
面
授
業
で
は
積
極
的

に
発
言
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
生
徒
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
能
動
的
な
学
習
態
度

を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

資
質
・
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
や
場
面
は
生
徒
に
よ
っ
て
異
な
る
こ

と
を
、
私
た
ち
は
学
び
ま
し
た
。
多
様
な

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
こ
と

で
、
学
校
と
し
て
の
日
常
を
維
持
す
る
だ

け
で
な
く
、
新
し
い
学
び
の
場
づ
く
り
の

必
要
性
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

同
校
で
は
今
後
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で

の
学
習
プ
リ
ン
ト
や
実
験
動
画
な
ど
の
蓄

積
を
続
け
、
授
業
で
は
生
徒
同
士
の
対
話

に
時
間
を
か
け
る
な
ど
、
反
転
的
な
授
業

づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
新
学
習
指
導
要
領
で
育

成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
育
成
、
そ
し

て
、
学
校
で
し
か
で
き
な
い
学
び
の
保
障

を
実
現
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
ツ
ー
ル
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
」（
佐
藤
校
長
）

臨時休業中のオンラインツール活用図

❶自分自身の健康観察は、朝のＳＨＲまでに「Classi」の「アンケート」
を利用して行う。

❷朝のＳＨＲや授業の出席確認は、「G Suite」の「Classroom」にログ
インして行う。

❸授業は、「G Suite」の「Classroom」の機能を使って出される教師の
指示に沿って受ける。授業中の質問も可能。

❹放課後の学習時間は、毎日「Classi」 の「学習記録（１日の振り返り）」
に入力。担任が生徒の学習の進捗状況や心身の状態を把握する。

＊学校資料を基に編集部で作成。

＊ 3　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社である Classi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。
＊ 4　PC・スマートフォン・タブレットで通話に参加できるビデオ通話アプリ / サービス。

主
幹
教
諭

大
川
敬
洋
　

お
お
か
わ
・
た
か
ひ
ろ

教
職
歴

２７
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
理
科
。

校
長佐藤

隆
吉
　

さ
と
う
・
り
ゅ
う
き
ち

教
職
歴
38
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。

広
島
県
立
広
島
国
泰
寺
高
校

◎
広
島
県
初
の
旧
制
中
学
で
あ
る
広
島
県
中
学
校
と

し
て
設
立
。
そ
の
後
、
広
島
県
広
島
中
学
校
、
広
島

県
第
一
中
学
校
、
広
島
県
立
鯉り

城
じ
ょ
う

高
校
な
ど
と
名

称
を
変
え
な
が
ら
、
１
４
０
年
を
超
え
る
歴
史
を
刻

む
。
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
の
高
校
と
の
姉
妹
校
提

携
を
中
心
と
し
た
国
際
交
流
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

◎
設
立　

１
８
７
７
（
明
治
10
）
年

◎
形
態　

全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
・
普
通
科

理
数
コ
ー
ス
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
２
８
０
人

◎
２
０
２
０
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、
筑
波
大
、
大
阪
大
、
広
島
大
、
九

州
大
な
ど
に
１
５
９
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
早

稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西
大
、
関

西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
４
９
６
人
が
合
格
。

◎U
RL

　

http://w
w

w
.kokutaiji-h.hiroshim

a-c.ed.jp/

写真　「グローバル平和探究」では、Zoom を活用して留学
生と環境問題をテーマに意見交換を行った。世界の今をリア
ルタイムで知ることで、生徒のテーマへの意識も高まっていく。

教育の「これから」を考える─「今」を見つめた未来の創り手たち─特集
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切
さ
に
気
が
つ
い
た
生
徒
は
少
な
か
ら
ず

い
ま
す
。
生
徒
の
気
づ
き
を
理
解
す
る
上

で
重
要
な
こ
と
は
、「
今
」
と
い
う
も
の

の
捉
え
方
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ

ま
で
の
「
今
」
は
、「
計
画
通
り
の
未
来

に
つ
な
が
る
今
」
で
し
た
が
、
臨
時
休
業

と
い
う
予
測
困
難
な
事
態
を
経
験
し
て
、

「
計
画
通
り
と
は
限
ら
な
い
未
来
に
つ
な

が
る
今
」
へ
と
、
生
徒
の
認
識
が
変
化
し

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
も
し
か
す

る
と
生
徒
た
ち
は
以
前
か
ら
、
未
来
は
計

画
通
り
に
は
い
か
な
い
も
の
だ
と
感
じ
て

い
た
の
に
、
私
た
ち
教
師
が
「
こ
れ
ま
で

通
り
の
社
会
」
を
前
提
に
教
育
を
行
っ
て

い
た
こ
と
に
、
生
徒
は
内
心
、
違
和
感
を

覚
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

浅
井　

私
た
ち
教
師
は
、
生
徒
に
「
未
来

は
予
測
困
難
」
と
言
い
な
が
ら
、
実
際
に

柏
木　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
を
受
け
た
臨
時
休
業
中
、
生
徒
も
教
師

も
先
が
見
通
せ
な
い
日
々
を
経
験
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、

自
分
の
あ
り
方
や
生
き
方
を
深
く
考
え
、

主
体
性
を
発
揮
し
て
教
科
学
習
や
探
究
学

習
に
取
り
組
ん
だ
生
徒
が
い
た
こ
と
を
、

私
た
ち
は
全
国
の
先
生
方
か
ら
伺
っ
て
き

ま
し
た
。
P.
８
〜
11
で
は
、
３
人
の
高
校

生
が
臨
時
休
業
中
の
気
づ
き
を
語
っ
て
い

ま
す
が
、
臨
時
休
業
を
成
長
の
機
会
に
す

る
こ
と
が
で
き
た
生
徒
は
先
生
方
の
学
校

に
も
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

松
井　

そ
れ
ま
で
の
よ
う
な
学
校
生
活
が

送
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、「
今
」
の
大

は
「
先
生
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
い
れ
ば

大
丈
夫
」
と
い
っ
た
態
度
で
生
徒
に
接
し

て
き
た
気
が
し
ま
す
。
臨
時
休
業
と
い
う

思
わ
ぬ
事
態
の
中
で
自
立
し
始
め
た
生
徒

を
見
る
と
、
以
前
か
ら
私
た
ち
に
対
し
て

疑
問
を
抱
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
今
回
の
臨
時
休
業
は
、
私
た
ち
教
師

に
と
っ
て
、
自
分
た
ち
の
経
験
や
古
い
枠

組
み
を
あ
て
は
め
る
だ
け
で
は
や
っ
て
い

け
な
い
社
会
に
な
っ
た
の
だ
と
気
づ
か
せ

て
く
れ
る
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

広
島
県
の
平
川
教
育
長
の
言
葉（
P.
　

16
〜

17
）の
通
り
、
教
師
が
正
解
を
知
っ
て
い
る

問
い
に
生
徒
を
向
き
合
わ
せ
る
教
育
で
は

不
十
分
な
の
で
す
。
そ
れ
に
、
そ
も
そ
も

教
師
だ
け
が
正
解
を
知
っ
て
い
る
問
い
な

ん
て
、
生
徒
に
と
っ
て
も
、
つ
ま
ら
な
い

で
す
よ
ね
。
教
師
も
答
え
が
分
か
ら
な
い

「
教
え
て
く
れ
る
先
生
」
か
ら

「
と
も
に
考
え
る
先
生
」
へ

「
ミ
ニ
マ
ム
の
資
質
・
能
力
」を
追
究
し
な
が
ら
、

教
育
活
動
の
見
直
し
に
取
り
組
む

北
海
道
旭
川
東
高
校 

松
井
恵
一
　
×
　
福
井
県
・
私
立
福
井
南
高
校 

浅
井
佑ゆ

記き

範の
り

こ
れ
ま
で
の
枠
組
み
の
中
で
は
対
応
が
で
き
な
い
状
況
を
経
験
し
た
生
徒
、
教
師
が

と
も
に
学
び
合
う
存
在
と
し
て
語
り
合
っ
た
時
、
教
育
活
動
の
「
こ
れ
か
ら
」
が
見
え
て
く
る—

W
ith/After

コ
ロ
ナ
の

学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
２
人
の
教
師
と
の
対
話
を
通
じ
て
考
え
る
。

想定外の事態における経験や気づきを、
教育の「これから」につなげる

新型コロナウイルスの感染拡大は、私たちにとって、まさに予測困難な事態であった。
教師、生徒はこの状況下での経験や気づきを、これからの教育活動や学びに

どのようにつなげていけばよいのだろうか。
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問
い
だ
か
ら
、
生
徒
は
前
の
め
り
に
考
え

ら
れ
る
し
、「
先
生
も
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ

う
！
」
と
、
協
働
的
な
姿
勢
で
問
い
に
向

き
合
お
う
と
す
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

松
井　

分
か
ら
な
い
問
い
に
と
も
に
向
き

合
う
時
、
生
徒
と
教
師
は
対
等
な
存
在
で

す
。臨
時
休
業
を
経
験
し
た
生
徒
た
ち
は
、

教
師
か
ら
答
え
を
教
え
て
も
ら
う
こ
と
で

は
な
く
、
答
え
が
分
か
ら
な
い
問
い
に
つ

い
て
、
教
師
と
語
り
合
い
、
考
え
る
こ
と

が
大
切
な
の
だ
と
、
気
が
つ
い
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

柏
木　

自
分
の
進
路
を
考
え
る
た
め
に
オ

ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
、
普
段
は

出
会
え
な
い
職
業
人
や
研
究
者
な
ど
、
学

校
と
い
う
枠
を
超
え
て
つ
な
が
り
、
知
見

を
広
げ
、
進
路
観
を
深
め
た
生
徒
も
い
ま

す
。
自
宅
に
い
な
が
ら
、
社
会
に
つ
な
が

ろ
う
と
い
う
意
欲
を
持
ち
、
オ
ン
ラ
イ
ン

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
実
際
に
試
み
る
行

動
力
に
驚
き
ま
し
た
（
P.
　

８
〜
11
）。

松
井　

高
校
３
年
生
だ
か
ら
受
験
の
こ
と

だ
け
を
考
え
て
い
る
は
ず
だ
と
い
う
の

は
、
大
人
の
誤
解
だ
と
思
い
ま
す
。
本
校

の
３
年
生
を
見
て
も
、
成
績
の
こ
と
だ
け

で
な
く
、
社
会
の
中
で
自
分
は
ど
ん
な
存

在
で
あ
り
た
い
の
か
を
真
剣
に
考
え
て
い

る
生
徒
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

浅
井　

漠
然
と
進
路
を
決
め
て
い
た
け
れ

ど
、
想
定
外
の
事
態
の
中
で
自
分
を
見

つ
め
直
し
、
本
当
の
目
標
が
見
つ
か
っ
た

生
徒
も
い
ま
す
。
社
会
の
あ
た
り
前
が
変

わ
っ
た
こ
と
で
、
成
績
や
イ
メ
ー
ジ
だ
け

で
生
き
方
を
決
め
る
進
路
選
択
か
ら
脱
却

し
た
の
で
す
。
そ
う
し
た
生
徒
が
増
え
て

い
け
ば
、
私
た
ち
教
師
は
、
１
０
０
人
の

生
徒
の
１
０
０
通
り
の
進
路
選
択
に
向
き

合
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
楽
し
み
で

す
が
、進
路
指
導
の
力
量
が
問
わ
れ
ま
す
。

松
井　

教
師
が
「
高
校
生
は
こ
う
あ
る
べ

き
だ
」
と
、
生
徒
に
最
適
解
と
し
て
道
を

示
す
の
で
は
な
く
、
生
徒
自
身
に
「
君
は

ど
う
あ
り
た
い
の
か
」
と
問
い
、
自
分
で

納
得
解
に
た
ど
り
着
か
せ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
生
徒
が
「
自
分
は
ど
う
あ
り

た
い
の
か
」
を
考
え
る
問
い
を
立
て
る
際

の
材
料
と
し
て
、
生
徒
が
自
身
の
行
動
や

考
え
を
振
り
返
っ
て
き
た
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
を
教
師
が
活
用
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

浅
井　

生
徒
が
「
自
分
は
ど
う
あ
り
た
い

の
か
」
を
考
え
る
問
い
は
、
進
路
面
談
の

よ
う
な
場
だ
け
で
は
な
く
、
教
科
の
授
業

に
お
い
て
も
求
め
ら
れ
ま
す
よ
ね
。
教
科

の
知
識
と
見
方
・
考
え
方
を
土
台
と
し
て
、

「
自
分
は
ど
う
あ
り
た
い
の
か
」
を
問
い

続
け
て
い
る
学
校
の
１
つ
の
モ
デ
ル
が
、

広
島
県
立
広
島
叡え

い

智ち

学
園
中
学
校
・
高
校

の
取
り
組
み（
P.
　

18
〜
19
）な
の
で
し
ょ
う
。

松
井　

面
談
で
生
徒
に
、「
将
来
、
何
を

し
た
い
の
？
」
と
問
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
実
は
そ
れ
は
、
問
い
で
は
な
く
、
単

な
る
確
認
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
編
集
部

統
括
責
任
者

柏
木
崇
　

か
し
わ
ぎ
・
た
か
し

福
井
県
・
私
立
福
井
南
高
校

◎
福
井
専
修
学
校
を
母
体
に
、
１
９
９
５
年
全
国
の

私
学
で
初
め
て
総
合
学
科
を
設
置
し
て
開
校
。「
信

義･

友
愛
」
を
建
学
の
精
神
と
し
、
物
事
を
正
し
く

判
断
し
実
行
で
き
る
能
力
を
備
え
た
個
性
豊
か
な
人

材
の
育
成
を
目
指
す
。
普
通
教
育
と
産
業
教
育
の
均

衡
を
図
り
な
が
ら
、
体
験
学
習
や
情
操
教
育
な
ど
、

多
様
な
教
育
活
動
を
展
開
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

姉
妹
校
へ
の
長
期
・
短
期
留
学
を
行
う
。

◎
設
立　

１
９
９
５
（
平
成
７
）
年

◎
形
態　

定
時
制
／
総
合
学
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
80
人

◎
２
０
２
０
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）

４
年
制
大
は
、
福
井
県
立
大
、
桜
美
林
大
、
東
京

農
業
大
な
ど
に
8
人
が
合
格
。
短
大
、
専
門
学
校

進
学
36
人
。
就
職
33
人
。

◎U
RL

　

https://w
w

w
.fukuim

inam
i.ed.jp

北
海
道
旭
川
東
高
校

◎
学
校
標
語
「
シ
マ
レ　

ガ
ン
バ
レ
」「
挙
校
大
和
」

を
掲
げ
、
校
訓
「
生
を
よ
ろ
こ
べ　

矩
に
し
た
が

え　

全
力
を
つ
く
せ
」
の
下
、
品
性
と
礼
節
を
重

ん
じ
な
が
ら
自
由
を
謳
歌
す
る
校
風
を
誇
る
。
卒

業
生
や
地
域
の
人
材
と
連
携
し
た
探
究
学
習
に
力

を
入
れ
る
。「
地
域
医
療
を
支
え
る
人
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
医
進
類
型
指
定
校
。

◎
設
立　

１
９
０
３
（
明
治
36
）
年

◎
形
態　

全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
２
４
０
人

◎
２
０
２
０
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）

国
公
立
大
は
、
旭
川
医
科
大
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、

東
京
工
業
大
、
京
都
大
な
ど
に
１
５
２
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、
東
京
理
科
大
、 

早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
３
２
１
人
が
合
格
。

◎U
RL

　

http://w
w

w
.ah.hokkaido-c.ed.jp/

自
分
の
あ
り
方
を
考
え
る

問
い
を
与
え
て
い
た
か
？

北
海
道
旭
川
東
高
校　

２
学
年
主
任

松
井
恵
一 

ま
つ
い
・
け
い
い
ち

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
17
年
目
。 

地
理
歴
史
・

公
民
科
。

福
井
県
・
私
立
福
井
南
高
校　

進
学
指
導
部
長

浅
井
佑
記
範 
あ
さ
い
・
ゆ
き
の
り

教
職
歴
８
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。 

地
理
歴
史
・

公
民
科
。

教育の「これから」を考える─「今」を見つめた未来の創り手たち─特集
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生
徒
が
自
分
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
な
問

い
、
例
え
ば
、「
３
つ
の
学
部
に
進
学
で

き
る
と
し
た
ら
ど
こ
が
い
い
？
」「
同
時

に
３
つ
の
職
業
に
就
け
る
な
ら
ど
ん
な
職

業
に
就
き
た
い
？
」
と
い
っ
た
聞
き
方
も

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

浅
井　

そ
の
よ
う
に
生
徒
と
の
か
か
わ
り

方
を
顧
み
て
、
指
導
の
あ
た
り
前
を
見
直

す
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
教
師
に
は
求
め

ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

柏
木　

臨
時
休
業
中
、
学
習
面
や
進
路
面

で
主
体
的
に
活
動
す
る
生
徒
の
姿
を
目
に

し
た
こ
と
で
、　

先
生
方
は
予
測
困
難
な

社
会
で
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
、
そ
う
し
た
資
質
・
能

力
が
な
ぜ
重
要
な
の
か
を
改
め
て
深
く
考

え
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
で
は
、
先
生
方

が
目
に
し
た
生
徒
の
変
化
・
成
長
を
、
今

後
の
教
育
活
動
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
て

い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

浅
井　

今
ま
で
の
教
育
活
動
が
、
予
測
困

難
な
未
来
に
向
き
合
う
力
を
育
む
も
の
で

あ
っ
た
か
、
生
徒
に
自
分
は
ど
う
あ
り
た

い
の
か
を
問
い
か
け
る
も
の
で
あ
っ
た
か

と
い
っ
た
視
点
で
教
育
活
動
を
見
直
し
た

い
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
は
、
生
徒
が
得

た
気
づ
き
や
抱
い
た
疑
問
を
、
丁
寧
に
聞

き
取
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

松
井　

自
分
た
ち
の
教
育
活
動
は
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
で
必
要
な
資
質
・
能
力
の
育

成
に
資
す
る
も
の
な
の
か
、
も
し
も
ズ
レ

が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
を
ど
う
修
正
す

る
の
か
、
こ
の
ま
ま
の
方
針
で
よ
い
と
判

断
し
た
場
合
、
さ
ら
に
注
力
す
る
も
の
は

何
か
を
考
え
る
こ
と
で
、
今
回
の
経
験
が

価
値
の
あ
る
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

柏
木　

で
は
、
そ
う
し
た
教
育
活
動
の
見

直
し
は
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
と
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、
学
校
と
し
て

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
校
内
で
共

有
す
る
こ
と
は
不
可
欠
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
際
に
大
切
な
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

松
井　

学
校
と
し
て
こ
れ
だ
け
は
生
徒
に

保
障
す
る
、
ミ
ニ
マ
ム
な
指
導
を
明
確
に

す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
生
徒
に
あ
れ

も
こ
れ
も
と
、
ど
こ
ま
で
も
求
め
、
与
え

る
の
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
社
会
に
な

る
か
予
測
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
、
学
校
と

し
て
こ
こ
だ
け
は
必
要
だ
と
い
う
も
の
を

言
語
化
し
、
そ
の
上
で
生
徒
一
人
ひ
と
り

の
興
味
・
関
心
や
志
望
に
応
じ
、
主
体
的

な
学
び
を
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

浅
井　

学
校
と
し
て
生
徒
に
保
障
す
る
ミ

ニ
マ
ム
な
資
質
・
能
力
と
そ
の
育
成
の
た

め
の
教
育
活
動
は
、
生
徒
と
一
緒
に
考
え

て
い
き
た
い
で
す
ね
。
本
校
で
は
例
年
、

生
徒
が
学
校
の
課
題
や
展
望
を
話
し
合

い
、
理
事
長
、
校
長
に
提
言
す
る
場
が
あ

り
ま
す
。
自
分
た
ち
が
生
き
る
未
来
と
、

こ
う
あ
り
た
い
と
い
う
生
き
方
を
踏
ま
え

て
、
高
校
時
代
に
こ
ん
な
力
を
つ
け
た

い
、
だ
か
ら
こ
ん
な
学
校
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
、
生
徒
が
福
井
南
高
校
生
と
し
て
主

体
的
に
ミ
ニ
マ
ム
な
資
質
・
能
力
を
考
え

る
場
で
あ
り
、
本
校
の
生
徒
に
と
っ
て
欠

か
す
こ
と
が
で
き
な
い
教
育
活
動
に
な
っ

て
い
ま
す
。

松
井　

学
校
と
し
て
生
徒
に
保
障
す
る
ミ

ニ
マ
ム
な
資
質
・
能
力
を
考
え
る
際
に
も
、

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
通
し
た
詳
細
な
生
徒

把
握
が
欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。
臨

時
休
業
中
、
生
徒
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に

じ
っ
く
り
目
を
通
す
時
間
を
つ
く
っ
た
の

で
す
が
、そ
こ
で
気
づ
い
た
生
徒
の
興
味
・

関
心
の
変
遷
、
深
化
を
面
談
で
生
徒
に
話

し
て
い
く
中
で
、
生
徒
自
身
が
私
の
気
づ

き
を
ヒ
ン
ト
に
、
進
路
の
選
択
肢
を
広
げ

た
り
、
今
自
分
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
学

習
を
言
語
化
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。
教
師
が
生
徒
の
こ
と
を

熟
知
し
て
初
め
て
、
ミ
ニ
マ
ム
な
資
質
・

能
力
の
設
定
も
生
徒
が
納
得
で
き
る
も
の

に
な
り
、
ま
た
、
自
分
の
あ
り
方
に
気
づ

く
問
い
か
け
を
生
徒
に
投
げ
か
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

浅
井　

想
定
外
の
事
態
に
お
い
て
も
、
自

分
な
ら
で
は
の
感
性
を
働
か
せ
て
、
学
び

や
生
活
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
し
よ
う
と

行
動
し
た
生
徒
た
ち
は
、
新
学
習
指
導
要

領
を
通
じ
て
育
成
を
目
指
す
生
徒
の
姿
そ

の
も
の
で
し
た
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
が
こ

れ
か
ら
実
現
す
べ
き
教
育
は
、Before

コ

ロ
ナ
の
教
育
と
決
し
て
非
連
続
な
も
の
で

は
な
い
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
必
要
性
が
よ
り

高
ま
っ
た
と
言
え
ま
す
。
た
だ
、
今
回
の

事
態
を
通
じ
て
、
私
た
ち
も
多
く
の
気
づ

き
を
得
ま
し
た
。
新
学
習
指
導
要
領
の
実

施
ま
で
２
年
を
切
っ
た
今
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
は
肯
定
し
つ
つ
も
、
改
め
て
今

回
の
事
態
を
踏
ま
え
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
基
づ
い
た
教
育
活
動
の

不
断
の
見
直
し
は
必
要
で
し
ょ
う
。

柏
木　

教
育
活
動
の
見
直
し
を
進
め
る

際
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
検
証
を
始
め

る
と
、
議
論
が
具
体
化
・
活
性
化
す
る
で

し
ょ
う
か
。

浅
井　

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
の
活
用
の
視

点
に
お
け
る
教
育
活
動
の
見
直
し
は
、
議

ミ
ニ
マ
ム
な
力
を
鍵
に

自
校
の
教
育
活
動
を
見
直
す

不
安
を
吐
露
で
き
る
場
は

生
徒
だ
け
で
な
く
、
教
師
に
も
必
要
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論
が
具
体
化
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
本

校
で
は
、
教
育
活
動
の
効
率
化
と
「
３

密
」
の
回
避
を
目
的
に
、
生
徒
会
選
挙
な

ど
の
学
校
行
事
に
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
を

導
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、
入
学
後
、
先
輩

た
ち
と
交
流
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
１

年
生
の
た
め
に
、
有
志
の
生
徒
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
異
学
年
交
流
会
を
提
案
し
た
こ

と
で
、
新
し
い
形
の
教
育
活
動
が
今
年
度

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
生
徒
目

線
で
の
問
題
の
発
見
と
、
解
決
策
の
提
案

だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の

生
徒
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
様

子
を
見
た
ベ
テ
ラ
ン
教
師
が
、
乗
り
気
で

は
な
か
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
、
そ
の

後
挑
戦
し
始
め
た
の
で
す
。生
徒
が
考
え
、

悩
み
、
挑
み
、
喜
ぶ
様
子
は
、
教
師
を
強

く
動
か
し
ま
す
し
、
そ
の
瞬
間
、
私
た
ち

は
実
は
生
徒
か
ら
学
ん
で
い
る
の
で
す
。

私
た
ち
が
一
番
大
切
に
し
て
い
る
生
徒
の

存
在
を
、
組
織
が
変
わ
る
原
動
力
に
つ
な

げ
て
い
く
上
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
に

は
大
き
な
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

松
井　

卒
業
生
を
招
い
た
進
路
講
演
会
な

ど
、
生
徒
が
進
路
意
識
を
高
め
ら
れ
る
行

事
を
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
「
３
密
」

を
回
避
し
な
が
ら
拡
充
・
継
続
し
て
い
く

た
め
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
は
有
効
に

利
用
し
た
い
で
す
ね
。
た
だ
、
年
度
途

中
の
教
育
活
動
の
見
直
し
は
、
私
た
ち
に

と
っ
て
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
こ
と
で
す

か
ら
、「
や
っ
て
み
て
、
生
徒
は
こ
ん
な

反
応
だ
っ
た
」「
こ
こ
が
困
っ
た
」
な
ど

と
、
教
育
活
動
の
見
直
し
の
成
果
や
課
題

を
教
師
間
で
率
直
に
語
れ
る
場
が
不
可
欠

で
す
。
自
分
た
ち
の
喜
び
や
不
安
を
共
有

す
る
こ
と
で
、
次
に
進
ん
で
い
く
原
動
力

が
さ
ら
に
高
ま
る
で
し
ょ
う
。

浅
井　

変
化
の
過
程
で
の
不
安
を
語
り
合

う
こ
と
は
、
生
徒
に
も
教
師
に
も
必
要
で

す
よ
ね
。
む
し
ろ
、
教
師
に
こ
そ
、
こ
れ

ま
で
は
そ
う
い
っ
た
場
が
足
り
な
か
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
予
測
困
難
な
社
会

を
生
き
る
者
と
し
て
、
私
た
ち
に
も
不
安

を
吐
露
で
き
る
場
は
必
要
で
す
。

松
井　

先
行
き
が
分
か
ら
な
い
か
ら
こ

そ
、
何
が
正
解
か
と
い
う
答
え
よ
り
も
、

何
が
不
安
か
を
吐
露
で
き
る
場
所
や
、
つ

な
が
り
を
校
内
に
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で

す
ね
。
教
師
も
１
人
で
不
安
を
抱
え
た
ま

ま
だ
と
、
ど
う
し
て
も
自
分
の
過
去
の
経

験
だ
け
で
考
え
、
生
徒
の
こ
と
を
「
こ
れ

も
、あ
れ
も
不
足
し
て
い
る
」と
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
に
見
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
教
師

が
協
働
的
な
環
境
に
い
れ
ば
、「
こ
ん
な

こ
と
も
、
あ
ん
な
こ
と
も
で
き
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
」
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
で
生
徒
を

評
価
で
き
る
は
ず
で
す
。

臨時休業という想定外の事態を契機に教育活動を見直していくイメージ図

学校としてこれだけは生徒に保障する、ミニマムな資質・
能力を明確にすることで、教育活動の見直しは地に足のつ
いたものになります。そして、ミニマムな資質・能力を考

える際には、学校だけでは育成が困難な、保護者や地域の力を借り
ながら育成を目指すべき資質・能力はどのようなものなのかも、見
極めておく必要があると思います。（松井先生）

Before コロナ
これからの社会で必要と
なる資質・能力の育成を
目指し、各校は教育活動
を展開してきた。

緊急事態宣言・臨時休業
臨時休業、部活動の大会や学校行
事等の中止・延期の中で、主体的・
自律的に活動する生徒を、多くの
教師が目のあたりにした。

With & After コロナ
Before コロナから高校教育が目指してきた方向性（=新学習指導
要領の理念）は、これからも変わらないことを確認できた今こそ、
「継続すべき」「発展させるべき」「新たに始めるべき」「止めるべき」
教育活動は何かについて考え、実行することが求められている。

教育活動を見直す際、判断のよりどころの１つとなるのが、
これまで蓄積してきたポートフォリオです。生徒の活動の
履歴やそこでの変化・成長の軌跡がストックできているの

で、一つひとつの教育活動についても、継続すべきか否か、あるい
はそこで生徒にどんなかかわりをすべきか、教師視点で今のあり方
を判断する材料となるはずです。（浅井先生）

2020/3
2030

2020/6 2020/8
（現在）

2022
（新学習指導要領実施）

教育活動の見直しのパターン

教育活動Ａ

教育活動Ｂ

教育活動Ｃ

教育活動Ｂ’

教育活動Ｄ

継続すべき教育活動

発展させるべき教育活動

新たに始めるべき教育活動

止めるべき教育活動

教育の「これから」を考える─「今」を見つめた未来の創り手たち─特集
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い
ま
す
」

　

そ
う
し
た
教
育
方
針
の
下
、
学
校
教
育

目
標
の
実
現
に
向
け
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
２
０
１
９
年
度
に
策
定
し
た
。
普
通

科
、
商
業
科
、
電
気
科
を
有
し
て
い
た
流

れ
を
く
む
総
合
学
科
の
同
校
に
は
、
卒
業

後
の
進
路
と
し
て
就
職
を
志
す
生
徒
も
い

れ
ば
、
国
公
立
大
学
進
学
を
目
指
す
生
徒

も
お
り
、
希
望
進
路
も
学
力
も
多
様
な
生

徒
が
同
じ
校
舎
で
学
ん
で
い
る
。
そ
う
し

た
生
徒
一
人
ひ
と
り
へ
の
育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
を
、「
自
分
を
知
る
」「
基
本

的
生
活
習
慣
の
確
立
」「
課
題
解
決
力
」「
思

考
・
判
断
・
表
現
力
」
と
定
め
た
。

　

加
え
て
、
同
校
に
は
、
小
規
模
の
小
・

中
学
校
で
過
ご
し
、
固
定
化
さ
れ
た
人
間

関
係
の
中
で
育
っ
て
き
た
生
徒
が
多
く
、

岐
阜
県
か
ら
越
境
入
学
し
て
く
る
生
徒
な

　

長
野
県
蘇そ

南な
ん

高
校
が
位
置
す
る
南
木
曽

町
は
、
県
南
西
部
に
あ
り
、
か
つ
て
林

業
が
盛
ん
な
地
域
だ
っ
た
。
し
か
し
、
産

業
構
造
は
変
化
し
続
け
、
地
域
は
そ
の
中

で
自
ら
の
特
色
を
模
索
し
て
い
る
。
そ
う

し
た
町
に
あ
る
高
校
と
し
て
の
教
育
方
針

を
、小
川
幸
司
校
長
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
本
校
を
卒
業
し
た
後
に
地
域
を
出
る

に
し
て
も
、こ
の
地
域
に
残
る
に
し
て
も
、

生
徒
に
は
未
来
に
向
け
て
挑
戦
し
続
け
る

姿
勢
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
本
校
の
学
校
教

育
目
標『
開
拓
者
精
神
の
具
現
化
』は
、『
未

来
を
読
ん
で
、
今
を
ど
う
生
き
る
か
を
考

え
る
』
こ
と
で
あ
り
、
新
学
習
指
導
要
領

が
目
指
す
方
向
性
と
も
重
な
る
と
捉
え
て

ど
と
新
し
い
人
間
関
係
を
構
築
す
る
こ
と

に
な
る
た
め
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
」
と
「
協
働
性
」
も
、
育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
と
し
て
掲
げ
た
（
図
１
）。

　

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
き
、
補
習

や
個
別
指
導
な
ど
の
手
厚
い
学
習
指
導
を

行
っ
て
き
た
同
校
の
教
師
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
て
臨
時

休
業
と
な
る
こ
と
に
、
大
き
な
不
安
を
感

じ
た
。進
路
指
導
主
事
の
楯た

て

和
弘
先
生
は
、

次
の
よ
う
に
語
る
。　

　
「
本
校
は
学
習
支
援
に
お
い
て
、
生
徒

の
学
力
に
応
じ
た
個
別
最
適
化
に
力
を
入

れ
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

開
拓
者
精
神
の
理
念
を
基
に

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定

探
究
学
習
を
通
じ
て

学
び
の
意
味
を
考
え
さ
せ
る

臨時休業の経験を通じて見つめ直した、
自校の教育活動の「これから」

新型コロナウイルスの感染拡大を受けた臨時休業中、学校はどのような指針の下、
生徒の学びを支援したのか。そして、生徒の成長をどのように捉え、今後の教育活動に
生かそうとしたのか。教育活動の再構築に向けて動き出した学校の取り組みを紹介する。

臨
時
休
業
中
の
生
徒
の
成
長
を
、

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
見
直
し
に
つ
な
げ
る

長
野
県
蘇そ

南な
ん

高
校

長
野
県
蘇
南
高
校
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
た
臨
時
休
業
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

探
究
学
習
に
も
力
を
入
れ
、
学
校
再
開
後
は
、
臨
時
休
業
中
の
学
び
の
成
果
を
見
取
る
た
め
に
、
評
価
手
法
を
開
発
し
た
。
そ
し
て
、

主
体
的
に
学
び
を
進
め
て
い
た
生
徒
た
ち
の
姿
を
受
け
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
再
定
義
に
着
手
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
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力
と
協
働
性
を
育
む
た
め
、
授
業
に
対
話

を
多
く
取
り
入
れ
て
い
ま
し
た
。
臨
時
休

業
に
よ
っ
て
様
々
な
制
約
が
発
生
す
る

中
、
ど
の
よ
う
に
教
育
活
動
を
推
進
し
て

い
く
べ
き
か
、
手
探
り
の
毎
日
で
し
た
」

　

４
月
に
小
川
校
長
が
着
任
後
、
家
庭
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
調
査
す
る
と
、
パ
ソ
コ
ン

を
所
有
し
て
い
な
い
家
庭
は
あ
っ
た
も
の

の
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
全
生
徒
が
保
有

し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
準
備
が
整
っ
た
教

科
・
科
目
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー

ル
や
動
画
配
信
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
始
め
た
。
同
時
に
、
教
育

目
標
に
掲
げ
た
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る

た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
教
育
活
動
を
重
視

す
べ
き
か
、
教
師
間
で
対
話
を
重
ね
た
。

　
「
学
校
に
来
ら
れ
な
い
か
ら
こ
そ
、
生

徒
に
は
『
何
の
た
め
に
学
ぶ
の
か
』『
学

ん
だ
こ
と
を
将
来
に
ど
う
生
か
す
の
か
』

と
い
っ
た
こ
と
を
じ
っ
く
り
考
え
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
自
己
の
あ

り
方
・
生
き
方
を
考
え
る
こ
と
に
つ
な
が

る
探
究
学
習
へ
の
取
り
組
み
を
優
先
し
、

教
科
の
授
業
で
も
、
知
識
の
習
得
だ
け
で

な
く
、そ
の
教
科
を
学
ぶ
意
義
の
理
解
と
、

生
徒
自
身
の
こ
れ
か
ら
の
学
習
に
つ
い
て

考
え
る
た
め
の
振
り
返
り
を
重
視
し
よ
う

と
話
し
ま
し
た
」（
小
川
校
長
）

　

臨
時
休
業
中
に
実
施
し
た
探
究
学
習
の

内
容
は
、
次
の
通
り
だ
。

　

１
年
生
の
「
産
業
社
会
と
人
間
」
で
は
、

例
年
通
り
、「
自
分
史
」の
作
成
に
向
け
て
、

家
族
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
そ
の
内
容
を

ま
と
め
る
「
自
分
史
カ
ル
テ
」
に
取
り
組

ま
せ
た
。

　

２
・
３
年
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
・
２
年

次
の
「
総
合
的
な
探
究
（
学
習
）
の
時
間
」

で
行
っ
て
い
た
グ
ル
ー
プ
活
動
を
、
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル
を
利
用
し
て
継
続
さ

せ
た
。
加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

も
題
材
に
し
た
。
総
合
学
科
主
任
の
市い
ち
の

瀬せ

利
之
先
生
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る

ニ
ュ
ー
ス
を
記
録
し
た
り
、
感
染
拡
大
に

よ
っ
て
地
域
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ

り
、
そ
の
中
で
自
分
が
で
き
る
こ
と
は
何

か
を
考
え
た
り
す
る
課
題
を
出
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
事
態
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
促
し
、
視

野
を
広
げ
、
生
徒
が
学
び
の
意
味
を
考
え

る
こ
と
を
期
待
し
ま
し
た
」

長野県蘇南高校のグランドデザイン図１

＊学校資料をそのまま掲載。

総
合
学
科
主
任
・
１
学
年
主
任

市
瀬
利
之
　

い
ち
の
せ
・
と
し
ゆ
き

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。

進
路
指
導
主
事

楯
　

和
弘
　

た
て
・
か
ず
ひ
ろ

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。

長
野
県
蘇
南
高
校

◎
２
０
１
９
年
度
、「
開
拓
者
精
神
」
の
理
念
達
成

に
向
け
て
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
構
築
。
多
様
な

生
徒
が
入
学
し
、２
年
次
以
降
は
、「
文
理
系
列
」「
経

営
ビ
ジ
ネ
ス
系
列
」「
も
の
づ
く
り
系
列
」
の
３
系

列
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
、
専
門
的
に
学
ぶ
。

◎
設
立　

１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
総
合
学
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
70
人

◎
２
０
２
０
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公

立
大
は
、
群
馬
県
立
女
子
大
、
新
潟
県
立
大
、
福

井
県
立
大
、都
留
文
科
大
、長
野
大
に
５
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、
麗
澤
大
、
中
京
大
、
大
谷
大
な
ど
に

延
べ
16
人
が
合
格
。
短
大
、
専
門
学
校
進
学
28
人
。

就
職
22
人
。

◎U
RL

　

https://w
w

w
.nagano-c.ed.jp/sonan-

hs/

教
務
主
任

西
澤
博
樹
　

に
し
ざ
わ
・
ひ
ろ
き

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。

校
長小川

幸
司
　

お
が
わ
・
こ
う
じ

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

１
年
目
。

教育の「これから」を考える─「今」を見つめた未来の創り手たち─特集
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臨
時
休
業
の
開
始
当
初
は
、
自
宅
で
の

学
習
に
戸
惑
っ
て
い
た
生
徒
だ
が
、
次
第

に
探
究
学
習
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
し
っ

か
り
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

市
瀬
先
生
は
、自
律
的
に
学
ぶ
生
徒
を
見

て
、１
年
次
か
ら
探
究
学
習
に
取
り
組
ま

せ
て
き
た
意
義
を
改
め
て
感
じ
た
。

　
「
学
校
で
他
者
と
か
か
わ
り
合
い
な
が

ら
学
び
を
進
め
て
き
た
生
徒
が
、
学
校
か

ら
離
れ
て
自
分
で
学
習
を
進
め
ら
れ
る
の

か
心
配
で
し
た
が
、そ
れ
は
杞
憂
で
し
た
。

１
年
次
に
『
自
分
史
』
を
見
せ
合
っ
た
り
、

グ
ル
ー
プ
で
対
話
し
た
り
す
る
自
己
開
示

を
通
じ
て
、
主
体
的
に
考
え
、
発
信
す
る

姿
勢
が
身
に
つ
い
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま

す
」（
市
瀬
先
生
）

　

生
徒
の
学
び
は
、
学
校
の
枠
を
超
え
て

い
っ
た
。
小
川
校
長
は
、
臨
時
休
業
中

の
自
主
的
な
学
び
を
表
彰
す
る
「
ブ
リ
コ

ラ
ー
ジ
ュ
（
＊
１
）
賞
」
を
設
け
た
と
こ

ろ
、
全
校
生
徒
の
約
４
割
が
応
募
し
た
。

　
「
自
由
な
発
想
で
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
、
生
徒
に『
今

し
か
で
き
な
い
学
び
に
挑
戦
し
よ
う
』と

呼
び
か
け
ま
し
た
。
す
る
と
、
同
じ
中
学

校
出
身
の
１
年
生
同
士
で
故
郷
の
美
し
い

春
を
収
め
た
動
画
を
作
成
し
た
り
、自
分

と
他
者
の
関
係
を
見
つ
め
る
小
説
を
書
く

生
徒
が
い
た
り
と
、思
い
思
い
に
自
ら
の

学
び
を
広
げ
て
い
ま
し
た
」（
小
川
校
長
）

　

全
校
生
徒
に
よ
る
主
体
的
な
取
り
組
み

も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
教
師
に
贈
ら
れ
た

「
蘇
南
高
校　
先
生
方
へ
」
と
題
し
た
ア
ル

バ
ム
だ
。「
臨
時
休
業
中
に
先
生
方
が
私

た
ち
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
を

伝
え
よ
う
」
と
、
３
年
生
有
志
の
呼
び
か

け
に
全
校
生
徒
が
賛
同
し
、
学
校
再
開
後

に
取
り
組
み
た
い
こ
と
、
休
業
中
の
気
持

ち
や
教
師
へ
の
感
謝
の
言
葉
な
ど
、
一
人

ひ
と
り
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
綴
っ
た
の
だ
。

職
員
会
議
で
そ
れ
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
と

職
員
室
は
大
き
な
感
動
に
包
ま
れ
た
。

　

臨
時
休
業
中
の
生
徒
の
成
長
を
ど
の
よ

う
に
見
取
る
の
か
に
つ
い
て
も
、
教
師
間

で
議
論
し
た
。
教
務
主
任
の
西
澤
博
樹
先

生
は
、
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　
「
臨
時
休
業
中
に
出
し
た
課
題
で
評
価

し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
生
徒
に
電
話
を

し
た
り
、
分
散
登
校
の
際
に
声
を
か
け
た

り
し
て
提
出
を
促
し
た
課
題
は
、
や
ら
さ

れ
感
を
含
ん
だ
も
の
で
す
。
ま
た
、
学
校

再
開
後
す
ぐ
に
定
期
考
査
を
実
施
す
る
こ

と
も
検
討
し
ま
し
た
が
、
知
識
の
習
得
の

確
認
に
重
き
を
置
く
考
査
も
、
臨
時
休
業

中
に
育
ん
だ
資
質
・
能
力
を
評
価
す
る
方

法
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
」

　

議
論
の
結
果
、
生
徒
が
自
身
の
学
び
を

客
観
的
に
振
り
返
る「
振
り
返
り
シ
ー
ト
」

を
、
学
校
再
開
後
に
教
科
・
科
目
ご
と
に

記
入
さ
せ
、
評
価
に
用
い
る
こ
と
に
し
た

（
図
２
）。
全
教
科
・
科
目
共
通
の
評
価
項

目
は
、「
単
元
の
意
義
の
理
解
度
」「
自
分

自
身
の
取
り
組
み
」
で
、そ
れ
ぞ
れ
４
段

階
で
の
自
己
評
価
と
評
価
の
理
由
を
記
入

さ
せ
、ほ
か
に
各
教
科
・
科
目
に
応
じ
た

項
目
も
設
け
た
。
ま
た
、
全
教
科
・
科
目

の
振
り
返
り
シ
ー
ト
に
、同
シ
ー
ト
の
記

入
内
容
が
成
績
評
価
の
参
考
に
さ
れ
る
こ

と
を
明
記
し
た
。
さ
ら
に
、
多
様
な
強
み

を
持
つ
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
、育

成
し
た
い
資
質
・
能
力
の「
ミ
ニ
マ
ム
」を

考
え
る
機
会
と
す
る
こ
と
も
重
視
し
た
。

　
「
ど
の
よ
う
に
課
題
に
取
り
組
み
、
何

を
学
ん
だ
の
か
を
、
自
身
で
振
り
返
る
こ

と
は
、
生
徒
の
自
己
肯
定
感
の
向
上
に
つ

な
が
り
ま
す
。
私
は
、
振
り
返
り
シ
ー
ト

＊１　文化人類学者クロード・レヴィ＝ストロースが『野生の思考』で表した概念であり、「寄せ集めて自分で作る」「ものを自分で修繕する」ことを意味する。

「コミュニケーション英語Ⅲ」の「振り返りシート」図２

臨
時
休
業
中
の
学
び
を

自
己
評
価
さ
せ
、
意
味
づ
け
る

そ
れ
ま
で
の
探
究
学
習
の
成
果
が

休
業
中
の
学
習
姿
勢
に
表
れ
た

＊学校資料をそのまま掲載。
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の
最
後
に
『
コ
ロ
ナ
禍
で
学
ん
だ
こ
と
が

自
分
の
未
来
に
ど
う
役
立
ち
そ
う
か
、
も

し
く
は
こ
れ
か
ら
の
学
習
に
ど
う
役
立
ち

そ
う
か
』
に
つ
い
て
の
考
え
を
書
く
欄
を

設
け
ま
し
た
。
そ
れ
を
基
に
、
一
人
ひ
と

り
に
育
成
し
た
い
資
質
・
能
力
の
具
体
的

な
あ
り
よ
う
を
生
徒
と
と
も
に
考
え
、
丁

寧
な
指
導
を
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
学
習
の
振
り
返
り
は
、
平
時

に
も
必
要
で
す
。
各
教
科
・
科
目
で
振
り

返
り
シ
ー
ト
の
改
善
を
重
ね
、
生
徒
の
主

体
的
な
学
習
を
支
援
す
る
た
め
の
評
価

ツ
ー
ル
と
し
て
、
今
後
も
活
用
し
て
い
き

ま
す
」（
西
澤
先
生
）

　

同
校
が
様
々
な
取
り
組
み
に
挑
戦
で
き

た
背
景
に
は
、
教
師
の
対
話
の
積
み
重
ね

が
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
も
、
各
分
掌
の
主

任
か
ら
成
る
「
主
任
連
絡
会
」
を
週
１
回

実
施
し
、
情
報
を
共
有
し
て
き
た
。
臨
時

休
業
中
は
、
学
年
主
任
も
同
会
の
参
加
者

に
加
え
て
「
拡
大
主
任
連
絡
会
」
と
し
、

毎
朝
、
校
長
室
で
そ
の
日
に
取
り
組
む
仕

事
の
原
案
を
つ
く
り
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ

ル
ー
プ
、
分
掌
会
議
、
職
員
会
議
の
順
に

対
話
を
進
め
た
。

　
「
４
月
に
は
、
１
日
か
け
て
構
築
し
た

内
容
が
、
感
染
拡
大
の
状
況
に
よ
っ
て
そ

の
日
の
夕
方
に
は
白
紙
に
な
っ
た
こ
と
が

何
度
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
の
見

え
な
い
中
で
私
た
ち
が
前
に
進
め
た
の

は
、『
対
話
に
よ
る
集
合
知
』
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
。
対
話
で
決
ま
っ
た
こ
と
が

覆
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
対
話
は
無
駄

だ
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
生
徒
や
教

育
へ
の
思
い
を
共
有
し
た
こ
と
は
決
し
て

無
駄
で
は
な
く
、
議
論
し
た
内
容
が
１
週

間
後
に
役
に
立
っ
た
こ
と
が
何
度
も
あ
り

ま
し
た
。
右
往
左
往
し
な
が
ら
も
教
師
間

で
対
話
を
重
ね
た
こ
と
は
、
学
校
組
織
を

強
く
し
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」（
楯
先
生
）

　

小
川
校
長
は
、
緊
急
時
こ
そ
対
話
型
の

能
動
的
な
組
織
が
必
要
だ
と
強
調
す
る
。

　
「
上
意
下
達
の
組
織
で
は
、
意
思
決
定

は
迅
速
で
す
が
、
学
校
を
実
際
に
動
か
す

の
は
、
生
徒
に
近
い
教
諭
た
ち
で
す
。
上

位
者
で
あ
る
管
理
職
が
対
話
の
原
案
を
つ

く
る
に
し
て
も
、
担
任
の
納
得
感
が
得
ら

れ
な
け
れ
ば
、
実
践
に
は
つ
な
が
り
に
く

い
と
考
え
ま
す
。
本
校
で
は
、
私
も
含
め

た
全
教
師
で
学
校
全
体
の
方
針
を
決
め
、

活
動
内
容
を
考
え
、
実
践
状
況
を
共
有
す

る
対
話
を
続
け
た
こ
と
が
、
臨
機
応
変
な

対
応
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

（
小
川
校
長
）

　

今
年
７
月
の
豪
雨
の
際
に
も
、
数
日
間

の
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
同
校
だ
が
、

７
月
中
旬
の
文
化
祭
に
向
け
て
、
生
徒
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
着
実

に
準
備
を
進
め
た
。
文
化
祭
の
テ
ー
マ

は
、「
青
春
と
一
瞬
～
想
像
以
上
の
自
分

へ
～
」。
臨
時
休
業
中
に
取
り
組
ん
だ
探

究
学
習
の
成
果
を
展
示（
写
真
）し
、
小
川

校
長
か
ら
「
ブ
リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
賞
」
の
表

彰
が
あ
っ
た
。

　

生
徒
の
成
長
は
、
数
値
に
も
表
れ
て
い

る
。「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
『
生
徒
の
気

づ
き
と
学
び
を
最
大
化
す
る
』
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」（
＊
２
）
が
５
月
中
旬
と
６
月
上

旬
に
行
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に
関
す
る

生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
臨
時
休
業

中
の
生
徒
の
状
況
を
把
握
し
た
。す
る
と
、

同
校
の
生
徒
の
「
困
難
に
向
か
う
力
」「
計

画
性
」
の
肯
定
率
が
、
２
回
目
の
調
査
で

大
き
く
伸
び
て
い
た
。
ま
た
、「
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
で
も
、
教
室
と
同
じ
よ
う
に
授

業
を
受
け
て
い
る
感
覚
を
持
ち
、
友
人
と

も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い

る
」
こ
と
へ
の
肯
定
率
も
伸
び
て
い
た
。

　

そ
う
し
た
生
徒
の
変
容
を
踏
ま
え
、
育

成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
、
教
師
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
の
人
々
や
生
徒
と
一

緒
に
考
え
、
さ
ら
に
具
体
化
し
て
、
自
己

評
価
で
き
る
仕
組
み
を
築
い
て
い
き
た
い

と
、
小
川
校
長
は
考
え
て
い
る
。

　
「
世
界
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
コ
ロ
ナ
禍

に
直
面
し
、
教
師
も
生
徒
も
、
真
に
社
会

に
貢
献
で
き
る
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
と
は
何
か
を
考
え
た
は
ず
で
す
。
そ
れ

を
よ
り
具
体
的
に
言
語
化
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
教
育
活
動
で
育

成
し
て
い
く
の
か
、
教
育
の
リ
デ
ザ
イ
ン

が
必
要
で
す
。
次
年
度
に
向
け
て
、
教
師

が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
育
成

を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト

と
連
動
さ
せ
る
評
価
改
革
も
含
め
、
本
校

の
学
び
を
再
構
築
し
て
い
き
ま
す
」

写真　７月中旬に２日間、在校生のみで文化祭が行われた。
臨時休業中に取り組んだ「産業社会と人間」や「総合的な探
究（学習）の時間」での探究学習の成果を展示。生徒は互
いの作品に見入り、所定の用紙に熱心に感想を記入していた。

＊２　臨時休業中の生徒の気づきや学びを最大化することを目指し、全国56校から主に中学校・高校の教師が参画し、互いの知恵を持ち寄りながら、毎週対話を重ねている
プロジェクト。

生
徒
の
成
長
を

教
育
活
動
の
見
直
し
に
生
か
す

教
師
間
の
対
話
の
積
み
重
ね
が

学
校
組
織
を
強
く
し
た

教育の「これから」を考える─「今」を見つめた未来の創り手たち─特集
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だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
本
誌
特
集
で
は
、
今
号
を

起
点
に
、「
教
育
の
『
こ
れ
か
ら
』
を
考

え
る
」
シ
リ
ー
ズ
を
次
号
以
降
展
開
し
て

い
く
（
右
表
）。
今
号
（
８
月
号
）
で
は
、

新
学
習
指
導
要
領
の
目
的
で
あ
る
「
何
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」
と
い
う
観
点
、

す
な
わ
ち
、
育
成
を
目
指
す
「
資
質
・
能

力
」
と
は
何
か
、
そ
れ
が
ど
う
い
っ
た
場

面
で
発
揮
さ
れ
た
り
、
育
ま
れ
た
り
す
る

の
か
を
、
高
校
生
や
社
会
人
、
そ
し
て
現

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

と
、
そ
れ
に
伴
う
臨
時
休
業
を
始
め
と
し

た
想
定
外
の
事
態
の
中
、
自
分
な
ら
で
は

の
感
性
を
働
か
せ
て
、
学
び
や
生
活
を
よ

り
豊
か
な
も
の
に
し
よ
う
と
行
動
し
た
生

徒
た
ち
は
、
新
学
習
指
導
要
領
を
通
じ
て

育
成
を
目
指
す
生
徒
の
姿
そ
の
も
の
だ
っ

た
。
つ
ま
り
、
学
校
現
場
が
こ
れ
か
ら
実

現
す
べ
き
教
育
は
、
既
に
新
学
習
指
導
要

領
を
踏
ま
え
て
取
り
組
ん
で
き
たBefore 

コ
ロ
ナ
の
教
育
と
決
し
て
非
連
続
な
も

の
で
は
な
い
こ
と
を
、
多
く
の
教
師
が

強
く
実
感
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

だ
か
ら
こ
そ
、
今
回
の
事
態
を
契
機
に
、

Before 

コ
ロ
ナ
の
取
り
組
み
を
肯
定
し

つ
つ
も
、
そ
の
実
施
ま
で
２
年
を
切
っ
た

新
学
習
指
導
要
領
の
理
念
を
確
実
に
実
現

す
る
た
め
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
基
づ
い
た
教
育
活
動
の
不
断
の

見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と
改
め
て
言
え
る

新学習指導要領の方向性と本誌特集の今後の発信テーマとの対応図

＊中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」を基に編集部で作成。

新しい時代に必要となる資質・能力の育成と、 学習評価の充実

新しい時代に必要となる資質・能力を踏まえた
教科・科目等の新設や目標・内容の見直し

◎小学校の外国語教育の教科化、高校の新科目「公共」の新
設など

◎各教科等で育む資質・能力を明確化し、目標や内容を構造
的に示す

学習内容の削減は行わない

◎生きて働く知識・技能の習得
など、新しい時代に求められ
る資質・能力を育成
◎知識の量を削減せず、質の高
い理解を図るための学習過
程の質的改善

主体的・対話的で深い学びの視点からの
学習過程の改善

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し、
社会と連携・協働しながら、未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む

「社会に開かれた教育課程」の実現

各学校における「カリキュラム・マネジメント」の実現

何ができるようになるか

何を学ぶか どのように学ぶか

学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう力・人間性等の涵養

生きて働く知識・技能の習得 未知の状況にも対応できる
思考力・判断力・表現力等の育成

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

月号 テーマ

8月号
【総論】教育の「これから」を
考えるー「今」を見つめた未
来の創り手たちー

10月号
【実践編①】高校教育の「今」
と「これから」をつなぐ授業に
ついて考える（仮）

12月号
【実践編②】高校教育の「今」
と「これから」をつなぐ学習
評価について考える（仮）

2月号
【実践編③】高校教育の「今」
と「これから」をつなぐ特別活
動・部活動について考える（仮）

８月号

12月号

10月号
・
２月号

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
教
師
や
生
徒
の

気
づ
き
や
学
び
を
踏
ま
え
て

新
学
習
指
導
要
領
を
捉
え
直
し
、教
育
の

「
こ
れ
か
ら
」を
考
え
る
シ
リ
ー
ズ
特
集
を
、

今
号
を
起
点
に
展
開
し
て
い
き
ま
す

本誌特集の「これから」
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場
の
教
師
た
ち
の
気
づ
き
や
学
び
を
通
し

て
改
め
て
捉
え
直
し
た
。10
月
号
以
降
は
、

そ
う
し
た
資
質
・
能
力
を
育
む
た
め
に
、

「
何
を
学
ぶ
か
」「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
」

と
い
う
観
点
、
す
な
わ
ち
、
新
学
習
指
導

要
領
で
示
さ
れ
た
教
育
内
容
や
授
業
・
指

導
改
善
の
あ
り
方
な
ど
の
実
践
面
に
つ
い

て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
教
師
の
実
践
や

生
徒
の
成
長
・
変
容
を
通
じ
て
捉
え
直
し

て
い
く
。

　「
教
育
の
『
こ
れ
か
ら
』
を
考
え
る
」

シ
リ
ー
ズ
を
通
し
て
発
信
す
る
情
報
を
、

各
校
の
「
こ
れ
か
ら
」
の
学
校
づ
く
り
に

役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。

誰もが答えが１つではない問いに向き合うことが求められている時代、先生方にとっても、互
いの考えや思いを共有する重要性が高まっています。今号の特集では、新学習指導要領の実
施まで２年を切った今、改めて今回の想定外の事態を踏まえ、自校の教育の「これから」につ
いて考えるべきだといった声が現場の先生から上がりましたが、そうした取り組みには、自
校の先生同士が考えや思いを率直に語り合う場が欠かせません。そこで、「対話による集合知」
をもって予測困難だった今に立ち向かい、教育活動を推進し続けた長野県蘇

そ

南
なん

高校（本号
P.26 〜 29）の小川幸司校長と編集部のファシリテーションの下、自校の教師同士で、自校の
教育の「これから」について考え、語り合うオンライン・ワークショップを開催します。

講師・ファシリテーター ワークショップの主な内容

長野県蘇南高校
校長

小川幸司

◎長野県教育委員会事務局・学びの改
革支援課を経て、４月より蘇南高校校
長。専門は世界史。中央教育審議会教
育課程部会の社会・地理歴史・公民ワー
キンググループの専門委員を務める。
著書『 世界史との対話 』 全３巻（地歴
社）など。

❶８月号の特集について解説
蘇南高校の取り組みを中心に、８月号の特集について、小川校長
と編集部が解説

❷自校の教師同士で対話
「対話による集合知」をもって教育活動を推進し続けた蘇南高校
の小川校長と編集部のファシリテーションの下、本号 P.32〜33
掲載のワークシートを用いた、自校の教師同士による対話を通じ
て、自校の教育の「これから」を考える

❸質疑応答、議論内容共有
記事についての質疑応答と、各校の対話の内容の共有を行う

本号 P.32〜33のワークシートを用いながら、
自校の教師同士の対話を通じて、自校の教育の「これから」を考えます

本号 P.32〜33のワークシートにお取り組みの上、
自校の先生方と一緒に（２人以上）ご参加ください

自校の教師同士の対話を通じて、
教育の「これから」を考える
オンライン・ワークショップ

2020年
9月18日（金）
オンラインで
開催！

PRESENTS

日時 2020 年９月18 日（金）15 時 00 分 〜 17 時 00 分

形式
オンライン（ライブ配信）
申し込みいただいた方に、詳しい参加方法をご案内します

参加申し込み
方法・締め切り

QRコードから登録してください
参加申し込みは 2020 年 9 月15 日（火）まで

参加費 無料

イベントのご案内

教育の「これから」を考える─「今」を見つめた未来の創り手たち─特集
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テ
ー
マ

自
校
の
教
育
の
「
こ
れ
か
ら
」を
考
え
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
私
た
ち
に
予
測
困
難
な
社
会
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
た
が
、

そ
う
し
た
中
、
自
身
の
持
つ
資
質
・
能
力
を
発
揮
し
、
成
長
し
た
生
徒
の
姿
を
、
多
く
の
教
師
が
目
の
あ
た
り
に
し
た
。

今
回
の
事
態
を
自
校
の
教
育
の
「
こ
れ
か
ら
」
に
つ
な
げ
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
本
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

『VIEW21』高校版
2020年８月号特集

NEXTを
語り合う
ワークシート

生徒の

教師の
自校の 社会の

本ワークシートを複写、またはダウンロードし、
各自が、「①自校で育成を目指す資質・能力」

を踏まえて「②臨時休業を始めとする想定外の事態の中での気づき」「③教育
活動の見直し」の欄に記入した上で集まる。それぞれの教師が見聞きした生徒
の様子と、それらに関係する教育活動についての考えを共有し、意見を交わす
ことを通じて、自校の教育の「これから」を参加者全員で見いだしていく。

ワークシートの使い方

でご覧ください。

自校で育成を
目指す資質・能力

臨時休業を始めとする
想定外の事態の中での気づき

※自校で育成を目指す資
質・能力を今後検討する
場合は、学年団や分掌な
どで重視している資質・
能力を記入

Ａ 生徒が発揮していた資質・能力と、そ
う思う背景となった生徒のエピソード

B  生徒が十分に発揮できなかった資質・
能力と、そう思う背景となった生徒のエ
ピソード

12
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教育活動の見直しには、育成を目指す資質・能力について、「現状では生徒にはまだ十分育ま
れていないものはどれか」という観点だけでなく、「既に生徒が発揮しているものはどれか」と
いった観点が必要です。しかし、私たち大人の生徒を見る目は、ともすると不足の部分ばかり

に向きがち。本誌P.8〜11では、臨時休業を経て生まれた、学びや学校に対する意識の変化を３人の高校生が語っていますが、
そのインタビュー記事を読んでから参加者に対話の場に参加してもらえると、「自校にもこんな意識の変化が見られた生徒が
いた」などと、生徒の見取りがより豊かになり、生徒の現状を広い視点で捉えた上での対話の実現が期待できます。

ファシリテーター役の
先生へ　　

このマークのある図版は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」

オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ご
案
内

教育活動の見直し

Ａ ❷ で挙げた資質・能力の育成のために、継続・発展させるべき教育活動
※継続させるべき理由や発展させるべき点も含めて記入　

B ❷ で挙げた資質・能力の育成のために、新たに始めるべき教育活動

B' 育成を目指す資質・能力の育成という観点からは、中止を含む抜本的な見直しが必要な教育活動
※根本的な見直しが必要な理由も含めて記入

3

本
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
活
用
し
た
自
校
の
教
師
同
士
に
よ
る
対
話
を
通
じ
て
、
教
育
の
「
こ
れ
か
ら
」
を

考
え
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
P.
　

31
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

教育の「これから」を考える─「今」を見つめた未来の創り手たち─特集
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育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
設
定

し
、
そ
の
育
成
の
た
め
の
「
授
業
改
善
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
０
」（
図
１
）
を
始

動
さ
せ
た
長
崎
県
立
佐
世
保
西
高
校
。
学

校
全
体
で
授
業
改
善
の
動
き
が
始
ま
っ
た

の
は
、
２
０
１
７
年
度
、
宅
島
健
司
校
長

が
同
校
に
赴
任
し
て
か
ら
だ
。

　
「
生
徒
の
主
体
性
を
育
む
た
め
、
そ
し

て
教
師
の
働
き
方
改
革
を
進
め
る
た
め
、

家
庭
学
習
や
課
題
・
補
習
を
重
視
し
た
指

導
ス
タ
イ
ル
か
ら
脱
却
し
、
授
業
改
善
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
教
師

か
ら
の
知
識
・
技
能
の
教
授
だ
け
で
な
く
、

生
徒
が
じ
っ
く
り
考
え
た
り
、
協
働
し
た

り
と
、
多
様
な
活
動
を
通
し
て
学
び
を
深

め
、
次
の
学
び
へ
の
意
欲
を
引
き
出
す
こ

と
が
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
に
は
求
め
ら
れ

る
と
、
職
員
会
議
な
ど
で
繰
り
返
し
話
を

し
て
理
解
を
求
め
ま
し
た
」

　

18
年
度
に
は
、
長
崎
県
が
実
施
す
る
、

資
質
・
能
力
の
育
成
の
た
め
の
指
導
改
善

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
指
定
校
と
な
り
、

授
業
改
善
の
取
り
組
み
は
一
気
に
広
ま
っ

た
と
、
舟
越
裕ひ

ろ
し

教
頭
は
振
り
返
る
。

　
「
教
科
主
任
を
中
心
に
構
成
し
た
授
業

改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
推
進
役
と

な
り
、
各
教
科
で
授
業
互
観
な
ど
を
進
め

た
こ
と
で
、『
目
標
設
定
→
活
動
→
振
り

返
り
』
と
い
う
授
業
ス
タ
イ
ル
が
一
般
化

さ
れ
ま
し
た
」

　

生
徒
同
士
の
対
話
や
協
働
的
な
問
題
解

決
の
場
面
が
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
る
な

ど
、
授
業
は
明
ら
か
に
変
わ
っ
て
い
っ
た

が
、
そ
れ
と
同
時
に
、「
何
の
た
め
の
授

業
改
善
な
の
か
を
、
も
っ
と
話
し
合
う
こ

と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た

声
が
、
教
師
た
ち
か
ら
上
が
っ
て
き
た
。

ち
ょ
う
ど
18
年
度
末
に
、
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
編

集
部
が
主
催
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
＊
１
）
に
参
加
し
、
学
校
教
育
目
標
の

明
確
化
の
重
要
性
を
痛
感
し
た
舟
越
教
頭

は
、
宅
島
校
長
に
「
授
業
を
通
じ
て
身
に

つ
け
る
力
」
を
学
校
全
体
で
話
し
合
い
、

設
定
し
て
い
く
こ
と
を
提
案
し
た
。

　
「
高
校
改
革
が
進
む
中
で
、
佐
世
保
西

高
校
は
ど
ん
な
学
校
で
あ
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
の
か
、
す
べ
て
の
教
師
が
そ
れ
を

生
徒
や
保
護
者
に
明
確
に
語
る
こ
と
が
で

き
て
初
め
て
、
目
指
す
べ
き
授
業
が
見
え

て
く
る
と
考
え
ま
し
た
。
宅
島
校
長
も
、

『
授
業
改
善
を
よ
り
本
質
的
な
も
の
と
す

る
た
め
に
も
、
未
来
を
見
通
し
た
学
校
像

の
言
語
化
が
必
要
だ
』
と
、
育
成
を
目
指

す
資
質
・
能
力
の
設
定
を
学
校
全
体
で
の

カリキュラム・
マネジメント
を通じて実現

学校教育
目標

授業・
指導改善

評価・検証
授業・
指導実践

カリキュラム・
指導計画

育成を目指す資質・能力の設定と
「対話」を軸に、

授業改善の方向性を見いだす
長崎県立佐世保西高校

◎校訓は「自主自律」 「積極敢為」「親和協調」。
単位制による多様な選択科目と習熟度別授業で
生徒の進路実現を支援する。より高いレベルの
授業を希望する生徒のために、1 年次より「ウィ
ングクラス」を編成。ハンドボール部、ソフトボー
ル部などの部活動も盛ん。
◎設立　1964（昭和 39）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約 240 人
◎2020 年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大は、京都大、広島大、九州大、
長崎大、北九州市立大などに 118 人が合格。私立大は、同志社大、近畿大、西
南学院大、福岡大などに延べ 214 人が合格。
◎URL　http://www.news.ed.jp/sasebonishi-h/

今回

今回

今回

新課程に向けて描く　「学校教育デザイン」

授
業
改
善
に
は

目
的
の
明
確
化
が
必
要

＊１　ワークショップの内容は、本誌２０１９年６月号・特集に掲載。
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取
り
組
み
と
す
る
こ
と
に
賛
同
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
」（
舟
越
教
頭
）

　

19
年
度
、
各
教
科
の
若
手
教
師
で
再
編

成
さ
れ
た
授
業
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
主
導
で
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能

力
の
全
教
師
で
の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
同

校
の
強
み
や
弱
み
を
洗
い
出
し
た
上
で
、

育
て
た
い
生
徒
像
と
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
、

そ
れ
ら
を
、
各
分
掌
の
副
主
任
を
中
心
と

し
た
若
手
検
討
チ
ー
ム
で
集
約
し
て
い
っ

た
。
進
路
指
導
部
か
ら
同
チ
ー
ム
に
参
加

し
た
進
路
指
導
主
事
の
小こ

佐さ

ざ々

慎
也
先
生

は
、
全
教
師
の
意
見
が
土
台
と
な
っ
た
こ

と
に
意
味
が
あ
っ
た
と
語
る
。

　
「
全
教
師
の
意
見
か
ら
共
通
点
を
見
い

だ
し
、
９
つ
の
資
質
・
能
力
に
集
約
し
ま

し
た
（
図
１
中
央
）。
漠
然
と
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
た
本
校
の
生
徒
に
必
要
な
資
質
・

能
力
で
し
た
が
、
ど
の
先
生
も
同
じ
よ
う

な
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
だ
と
分
か
り
、

全
教
師
が
納
得
す
る
教
育
目
標
と
し
て
言

語
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

生
徒
会
指
導
部
主
任
の
上
野
博ひ

ろ
し

先
生

は
、
対
話
を
通
し
て
教
師
が
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
を
感
じ
た

と
い
う
。

　
「
教
科
や
キ
ャ
リ

ア
を
超
え
た
対
話
の

中
で
、
先
生
方
の
い

ろ
い
ろ
な
考
え
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、

同
僚
と
も
っ
と
対
話

を
す
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
し
た
」

　

さ
ら
に
若
手
検
討

チ
ー
ム
は
、
学
校
と

し
て
９
つ
の
資
質
・

能
力
を
ど
の
よ
う
に

育
成
し
て
い
く
の
か

を
、
教
育
活
動
の
具

体
例
で
明
示
す
る
こ

と
に
し
た
。そ
こ
で
、

各
教
科
団
に
授
業
で
生
徒
に
ど
の
よ
う
な

活
動
に
取
り
組
ま
せ
る
の
か
を
検
討
し
て

も
ら
い
、
学
年
団
に
は
各
資
質
・
能
力
の

育
成
に
寄
与
す
る
と
思
わ
れ
る
行
事
を
考

え
て
も
ら
っ
た
。

　

大
き
な
目
標
を
、
言
わ
ば
絵
に
描
い
た

餅
に
終
わ
ら
せ
な
い
よ
う
、
日
々
の
教
育

活
動
と
ひ
も
づ
け
し
て
い
く
取
り
組
み
だ

が
、
そ
の
取
り
組
み
の
必
要
性
は
、
多
く

の
教
師
が
実
感
し
て
い
た
は
ず
だ
と
、
教

務
主
任
で
授
業
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
三
好
啓
介
先
生
は

語
る
。

　
「
19
年
度
は
県
の
研
究
指
定
は
終
了
し

て
い
ま
し
た
が
、
授
業
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
資
質
・
能
力
の
検
討
と
並
行
し
て

継
続
し
て
い
ま
し
た
。
18
年
度
は
教
科
団

主
体
の
活
動
で
し
た
が
、
19
年
度
は
担
当

教
科
を
超
え
た
グ
ル
ー
プ
で
前
年
度
よ
り

も
人
数
が
多
い
７
、８
人
の
構
成
に
変
更

教
頭舟越　

裕

ふ
な
こ
し
・
ひ
ろ
し

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。

校
長宅島

健
司

た
く
し
ま
・
け
ん
じ

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

4
年
目
。

＊学校資料をそのまま掲載。

授業改善プロジェクト2020図 1

進
路
指
導
主
事

小
佐
々
慎
也

こ
さ
ざ
・
し
ん
や

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年

目
。
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
。
数
学
科
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
部

松
本
優
梨

ま
つ
も
と
・
ゆ
り

教
職
歴
５
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年

目
。
家
庭
科
。

生
徒
会
指
導
部
主
任

上
野　
博

う
え
の
・
ひ
ろ
し

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
保
健
体
育
科
。

教
務
主
任

三
好
啓
介

み
よ
し
・
け
い
す
け

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

3
年
目
。
理
科
（
生
物
）。

３
学
年
主
任

峯　
悦
子

み
ね
・
え
つ
こ

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年

目
。
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
。
国
語
科
。

全
教
師
に
よ
る
対
話
を
経
て

資
質
・
能
力
を
設
定
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し
、
授
業
互
観
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
教
科
を
超
え
て
共
通
し
て
育
成

を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
明
確
化
で
き
て

い
な
い
状
態
で
は
、
授
業
互
観
の
後
の
教

師
同
士
の
振
り
返
り
が
活
発
に
な
ら
な

か
っ
た
の
で
す
。
教
科
を
超
え
て
授
業
改

善
に
取
り
組
む
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う

な
授
業
で
ど
ん
な
資
質
・
能
力
を
育
成
す

る
の
か
を
共
有
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
授
業
で
の
発
問

が
適
切
だ
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
も

で
き
な
い
と
思
い
ま
し
た
」

　

授
業
互
観
が
有
意
義
な
振
り
返
り
に
結

び
つ
か
ず
、
授
業
改
善
の
取
り
組
み
が
進

ま
な
か
っ
た
こ
と
は
、
19
年
度
末
の
生
徒

ア
ン
ケ
ー
ト
（
図
２
）
の
結
果
に
も
表
れ

て
い
た
。
学
校
教
育
目
標
と
し
て
掲
げ
た

９
つ
の
資
質
・
能
力
を
ど
の
よ
う
な
授
業

や
学
校
行
事
で
育
成
す
る
の
か
を
明
ら
か

に
し
て
、
そ
れ
を
全
教
師
で
共
有
す
る
こ

と
が
急
務
と
な
っ
て
い
た
。

　

資
質
・
能
力
の
育
成
の
た
め
の
授
業
・

学
校
行
事
の
改
善
の
具
体
的
な
視
点
は
、

20
年
３
月
、校
内
で
共
有
さ
れ
た（
図
３
）。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
各
教
師
の
授
業
改
善
が

大
き
く
後
押
し
さ
れ
た
と
、
３
学
年
主
任

の
峯み

ね

悦
子
先
生
（
＊
２
）
は
語
る
。

　
「
こ
れ
ま
で
、
生
徒
同
士
の
対
話
を
盛

り
込
ん
だ
授
業
の
実
践
を
校
内
に
共
有
し

て
も
、『
対
話
よ
り
も
知
識
を
注
入
す
る

方
が
大
切
で
は
な
い
か
』
と
い
っ
た
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
内
心
は
生
徒
主
体
の
活

動
を
通
し
た
学
び
の
大
切
さ
を
理
解
し
て

い
て
も
、ま
だ
確
信
が
持
て
な
い
先
生
が
、

そ
う
し
た
声
を
発
し
て
い
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
資
質
・
能
力
の
設
定
と

そ
れ
を
育
成
す
る
た
め
の
授
業
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
こ
と
で
、
自
信
を
持
っ
て
授

業
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」

　

20
年
度
は
、
同
校
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

＊学校資料をそのまま掲載。

育成を目指す資質・能力と、それにひもづく各教科・学校行事で展開する教育活動例図3

授業に関する生徒アンケート（1年生）図2

2019 2018

授業は、生徒が１人でじっくり考える時間があ
る。 67.0 80.3

授業は、生徒がグループやペアで話し合ったり、
教え合ったりする時間がある。 78.4 92.8

授業は、グループで問題解決をする時間がある。 55.4 80.7

授業は、１人が全体に向けて説明をしたり、プ
レゼンしたりする時間がある。 17.7 31.4

2018・19 年度に生徒に行ったアンケートの一部。19年度は前年
度に比べて、授業改善の動きが停滞していることが明らかになった。
＊学校資料を基に編集部で作成。

各質問項目の４・３の割合（％）
（４：強くそう思う、３：そう思う）

資
質
・
能
力
の
設
定
で

授
業
改
善
の
方
向
性
が
見
え
た

＊2　本誌 2019 年度4月号「実践　アクティブ・ラーニング」P.34-37 で峯先生の古文の授業実践を掲載。
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ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
た
臨
時
休
業

と
い
う
予
期
せ
ぬ
事
態
で
ス
タ
ー
ト
し
た

が
、
資
質
・
能
力
の
育
成
の
た
め
の
授
業
・

学
校
行
事
の
改
善
の
具
体
的
な
視
点
が
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
、
困
難
な
状
況
の

中
で
も
指
導
の
軸
が
自
分
に
生
ま
れ
た
と

峯
先
生
は
話
す
。

　
「
授
業
時
数
が
少
な
く
な
っ
た
の
で
、

国
語
で
は
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
予
習
を
生
徒
に
課
し
て
い
ま
す
。
そ
の

内
容
は
、
知
識
を
増
や
す
だ
け
の
も
の
で

は
な
く
、
教
師
の
手
助
け
が
な
く
て
も
論

理
的
思
考
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
工
夫

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
の
理
解
度
を

き
め
細
か
く
把
握
す
る
た
め
に
、
課
題
の

回
収
・
添
削
の
頻
度
も
高
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
も
、
国
語
科
内
で
論
理
的
思
考
力
の

育
成
を
重
視
し
よ
う
と
い
う
方
針
が
明
確

に
な
っ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
」

　

今
年
度
は
、
担
当
教
科
が
異
な
る
４
、

５
人
の
教
師
で
小
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、

授
業
改
善
の
方
針
を
検
討
し
て
い
る
。
前

年
度
よ
り
も
グ
ル
ー
プ
の
人
数
を
減
ら
し

た
の
は
、
授
業
互
観
後
の
振
り
返
り
な
ど

に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に

す
る
た
め
だ
。
今
後
、
グ
ル
ー
プ
内
で
各

自
の
課
題
を
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
ま
と
め

て
共
有
し
、
協
働
的
に
授
業
改
善
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
な
る
（
図
４
）。

　　

資
質
・
能
力
の
育
成
に
お
い
て
軸
と
な

る
教
育
活
動
が「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

だ
（
P.
　

35
図
１
右
）。
同
校
は
、「
ふ
る

さ
と
創
生
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
地
域
課
題

研
究
を
18
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
が
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
部
の
松
本
優ゆ

梨り

先
生
は
、

「
各
教
科
で
身
に
つ
け
た
資
質
・
能
力
を

発
揮
す
る
場
と
し
て
探
究
学
習
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
教
科
学
習
へ
の
主
体
性
が
高

ま
る
」
と
、探
究
学
習
の
重
要
性
を
語
る
。

　
「
臨
時
休
業
が
あ
っ
た
た
め
、
授
業
時

数
の
確
保
に
苦
心
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
探
究
学
習
で
の
生
徒
の
大
き
な
成

長
を
思
い
返
す
と
、
生
徒
の
学
び
を
豊
か

な
も
の
に
す
る
機
会
と
し
て
、
探
究
学
習

は
お
ろ
そ
か
に
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
」

　

20
年
度
の
授
業
改
善
の
成
果
は
、
各
教

師
が
年
度
末
の
管
理
職
と
の
面
談
で
、
さ

ら
に
そ
こ
で
の
気
づ
き
を
小
グ
ル
ー
プ
で

共
有
し
て
、
次
年
度
以
降
の
全
校
的
な
授

業
改
善
に
も
つ
な
げ
る
予
定
だ
。
管
理
職

が
発
信
し
た
授
業
改
善
の
願
い
を
、中
堅
・

若
手
が
主
体
と
な
っ
て
実
現
し
よ
う
と
し

て
い
る
佐
世
保
西
高
校
。
教
師
が
一
体
と

な
っ
た「
未
来
を
見
据
え
た
学
校
づ
く
り
」

は
今
後
も
続
い
て
い
く
。

＊学校資料をそのまま掲載。

授業改善に取り組む、教科の枠を超えた小グループ活動図４

　2020 年度、佐世保西高校では、担当教科が異なる 4、5人の教師で構成
される小グループをつくり、協働的に授業改善に取り組んでいる。まず、小
グループ内で、学校として育成を目指す資質・能力を念頭に置いた上で、各
自の授業における課題と目指す授業のあり方、グループ全員で取り組む共通
のテーマを、右のポートフォリオを使って共有する。すべての小グループに
おいて、週 1回、メンバー全員が授業のない共通の時間が設けられており、
その時間で授業改善について話し合いを行っている。

　下の写真は、7月に行われた国語、数学、英語、音楽の 4人の教師から成
る小グループ活動の様子。お互いの授業における課題を話し合う中で、「生
徒を信じて、自ら取り組ませてみる授業」が共通のテーマに決まり、「生徒
の話し合いや熟考の時間を確保するため、スライドなどを使うことによる板
書の時間の圧縮」が、目指す授業の実現のための具体的な課題として挙がっ
た。早速、必要なノウハウを学び合おうということになり、１週間後、音楽
の教師が講師になって、プレゼンテーションソフトを活用した教材づくりの
講習を行うことが決まった。

小グループのメンバー全
員が自分の授業における
課題を共有し、共通の目
標を設定する

授業互観における気づき
を共有

生徒の授業アンケートの
結果から分かったこと、
次年度の課題もグループ
で共有

育
成
し
た
資
質
・
能
力
を

探
究
学
習
で
発
揮

新課程に向けて描く　「学校教育デザイン」
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槌
本
先
生
の
授
業
を
初
め
て
見
学
し
た
誰
も
が
、
先

　

１
年
生
の
現
代
文
の
授
業
で
、
黒
川
治は
る

彦ひ
こ

先
生
が
実

践
す
る
の
は
、過
去
の
学
習
内
容
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
、

よ
り
深
く
、
多
角
的
に
読
み
解
い
て
い
く
学
習
だ
。
９

月
上
旬
に
行
わ
れ
た
こ
の
授
業
で
は
、
教
科
書
の
評
論

の
内
容
を
深
く
理
解
す
る
た
め
に
、
夏
季
休
業
中
に
課

し
た
評
論
の
読
解
問
題
が
、
思
考
を
活
性
化
す
る
ツ
ー

栃
木
県
立
宇
都
宮
高
校

◎
剛
毅
で
高
潔
な
人
物
の
育
成
を
目
指
す
「
瀧
の
原
主
義
」
に
基
づ
き
、

「
全
教
科
主
義
」「
学
業
プ
ラ
ス
ワ
ン
」
を
実
践
。
自
己
実
現
を
果
た
せ

る
高
い
知
力
・
豊
か
な
情
操
を
養
い
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
で
課
題

解
決
を
図
れ
る
資
質
を
備
え
た
人
材
を
育
成
す
る
。

◎
設
立　

１
８
７
９
（
明
治
12
）
年

◎
形
態　

全
日
制
・
通
信
制
／
普
通
科
／
男
子

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
２
８
０
人

◎
２
０
１
６
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、

東
北
大
、東
京
大
、東
京
工
業
大
、一
橋
大
な
ど
に
１
１
８
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
中
央
大
、
東
京
理
科
大
、
早
稲
田
大
な

ど
に
延
べ
２
６
３
人
が
合
格
。

◎U
R
L　

http://w
w
w
.tochigi-edu.ed.jp/utsunom

iya/nc2
/

栃木県立宇都宮高校
黒川治彦　くろかわ・はるひこ　

教職歴 19 年。
同校に赴任して 11年目。１学年担任。
アクティブ・ラーニングの実践は 20 年目になる。

過
去
の
学
習
内
容
と
行
き
来
す
る

活
発
な
議
論
の
中
で
、

深
い
読
解
を
実
現
す
る

現代文

実践

授業を進化！

思考を深化！

本誌2016年10月号掲載

人気記事を Playback

P.38 ～41は、本誌 2016年10月号
「授業を進化！　思考を深化！　実践
アクティブ・ラーニング」（Ｐ.26～29）
を再掲載しています。

段落ごとに生徒が交替しながら、本文全体を音読する。
全26段落を10 分程度で通読完了。「『筆者は何を主張し
たいのか』を説明してほしいのだけれど、考えを整理する
のに何分必要？」と黒川先生から尋ねられた生徒が「３分
ください」と返事。クラスの全員がまず自分で考えて、そ
れからペアで話し合った。

●
１
年
生
「
現
代
文
」
の
授
業
。
情
報
学
者
で
東
京
大
学
名
誉
教
授
の
西
垣
通

氏
の
「
ネ
ッ
ト
と
リ
ア
ル
の
あ
い
だ
」
を
、
こ
の
授
業
か
ら
全
4
時
間
で
読
み

解
い
て
い
く
。
１
回
目
の
今
回
の
授
業
は
、
本
文
全
体
を
通
し
て
読
み
、
筆
者

の
主
張
を
読
み
取
る
こ
と
を
目
指
す
。（
P.
　41
に
授
業
デ
ザ
イ
ン
を
掲
載
）

「
生
徒
の
議
論
」が
中
心
の
授
業
で

教
師
は
論
点
の
整
理
に
徹
す
る

黒
川
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

14: 15 本文を通読する
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ル
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

　

授
業
で
は
、
生
徒
が
段
落
ご
と
に
教
科
書
の
本
文
を

交
替
で
音
読
し
、全
体
を
通
読
。そ
の
後
、黒
川
先
生
は

生
徒
に
「
筆
者
の
主
張
は
？
」
と
問
い
か
け
た
。
指
名

さ
れ
た
生
徒
が
説
明
す
る
と
、ほ
か
の
生
徒
か
ら「
今

の
意
見
で
は
、
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
こ
と
を
な
ぞ
っ

た
だ
け
で
は
？
」「
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
は
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
け
れ
ど
、う
ま
く
つ
な
が
っ
て
い
な
い
」な

ど
の
指
摘
が
入
る
。そ
の
度
に
、黒
川
先
生
が「
み
ん
な

は
ど
う
思
う
？
」「
こ
の
言
葉
は
外
せ
な
い
よ
う
だ
ね
」

な
ど
と
、論
点
を
整
理
し
、発
表
者
と
聞
く
側
の
生
徒

を
橋
渡
し
し
な
が
ら
ク
ラ
ス
全
員
の
読
み
を
深
め
る
。

　

そ
う
し
て
、
筆
者
の
主
張
を
つ
か
む
た
め
の
正
確
に

理
解
す
る
べ
き
キ
ー
ワ
ー
ド
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
、

授
業
は
大
き
く
展
開
す
る
。
夏
季
休
業
中
の
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
だ
評
論
を
、
教
科
書
の
評
論
を
深
く
読
み

解
く
た
め
の
材
料
と
し
て
、
並
行
し
て
読
み
比
べ
て
い

く
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。「
こ
こ
ま
で
に
出
て
き
た
キ
ー

ワ
ー
ド
を
念
頭
に
、
夏
季
休
業
中
に
読
ん
だ
評
論
を
も

う
一
度
ざ
っ
と
確
認
し
て
み
よ
う
」
と
い
う
黒
川
先
生

の
言
葉
で
、
生
徒
た
ち
は
教
科
書
の
評
論
と
夏
季
休
業

中
に
取
り
組
ん
だ
評
論
を
読
み
比
べ
始
め
た
。

　
「
１
つ
の
物
事
を
考
え
る
時
に
、
あ
え
て
別
の
角
度

か
ら
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
、
本
校
で
は
す
べ

て
の
教
科
の
中
で
生
徒
に
訴
え
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら

生
徒
も
、
複
数
の
評
論
を
並
行
し
て
読
む
意
味
を
十
分

理
解
し
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
授
業
を
続
け
て
い
く
と
、

２
、３
年
生
に
な
っ
た
時
、『
今
日
の
授
業
に
関
連
し
て
、

自
分
が
前
に
読
ん
だ
本
の
中
に
こ
ん
な
こ
と
が
書
か
れ

て
あ
っ
た
』
な
ど
、
教
科
書
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、

生
徒
が
率
先
し
て
過
去
の
学
び
を
持
ち
出
し
、
自
由
に

議
論
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」

　

教
科
書
、
そ
し
て
夏
季
休
業
中
の
課
題
と
複
数
の
評

論
を
照
ら
し
合
わ
せ
た
生
徒
た
ち
が
、
グ
ル
ー
プ
で
の

議
論
を
経
て
、
さ
ら
に
ク
ラ
ス
全
体
で
の
討
議
を
続

け
た
。「
自
薦
で
も
他
薦
で
も
よ
い
の
で
、
ど
ん
ど
ん

意
見
を
出
し
て
い
こ
う
」
と
黒
川
先
生
が
呼
び
か
け
る

と
、
そ
れ
に
応
じ
た
生
徒
た
ち
が
「
ネ
ッ
ト
社
会
で
内

面
的
な
も
の
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
主

張
が
、
こ
の
２
つ
の
評
論
に
共
通
し
て
い
る
」「
こ
の

評
論
で
の
『
内
面
性
』
と
、こ
の
評
論
で
の
『
身
体
性
』

は
、
言
葉
の
印
象
は
違
う
け
れ
ど
、
実
は
同
じ
意
味
な

の
で
は
？
」「
こ
の
２
つ
の
評
論
で
は
、『
身
体
』
と
い

う
意
味
が
全
く
別
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
」
な
ど
と

意
見
を
出
し
合
う
。別
の
角
度
か
ら
の
読
み
に
よ
っ
て
、

理
解
が
一
気
に
深
ま
っ
て
い
く
。

　

授
業
の
佳
境
と
も
言
え
る
お
よ
そ
十
数
分
間
、
黒
川

先
生
は
、
生
徒
の
意
見
を
整
理
し
、
議
論
を
促
進
す
る

こ
と
に
徹
す
る
。
明
ら
か
に
文
を
読
み
間
違
え
た
意
見

が
出
た
時
も
、
即
座
に
否
定
せ
ず
、
た
だ
整
理
し
て
そ

の
意
見
を
全
員
に
提
示
す
る
。
す
る
と
、
ほ
か
の
生
徒

か
ら
「
そ
れ
は
違
う
の
で
は
？
」
と
指
摘
が
入
る
。

　
「
教
師
が
正
解
を
言
え
ば
、『
先
生
が
言
う
の
だ
か
ら

夏季休業中に課した評論の読解問題のプリントを生徒に返
却。「夏季休業中に読んだ評論で、教科書の評論と関係する
ものが思い浮かぶかな？」と問うと、約3分の１の生徒が挙
手したので、夏季休業中の課題を3分ほどで見直しさせた。
そして、教科書の評論と関連しそうな内容をグループで確認
しながら、筆者の主張を改めて検討した。

指名された生徒が前に出て、重要なキーワードを板書しなが
ら、筆者の主張を説明。聞く側の生徒は、説明の納得度を
拍手の大きさで評価する。黒川先生は、小さな拍手だった
生徒にその理由を聞くと、「自分が重要だと思った語句が盛
り込まれていない」などと理由を述べ、協働的な深掘りが
進んだ。

複
数
の
評
論
を
読
み
比
べ
、

語
り
合
い
の
中
で
さ
ら
に
理
解
を
深
め
る

14:35 14:30複数の評論を読み比べる 内容を発表する
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ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
に
迫
る
場
面
で
、
あ
る
生
徒
が
人
間

の
存
在
を
「
精
神
と
身
体
か
ら
成
る
」
と
説
明
し
た
。

そ
こ
で
黒
川
先
生
が
問
う
。「
そ
れ
は
自
分
1
人
で
つ

く
ら
れ
る
も
の
？
」。
生
徒
が
「
い
い
え
。
周
囲
に
影

響
さ
れ
な
が
ら
…
…
」
と
答
え
た
次
の
瞬
間
、
ほ
か
の

生
徒
た
ち
が
思
わ
ず
「
あ
あ
…
…
」
と
声
を
漏
ら
し
た
。

ま
さ
に
、
最
小
限
の
問
い
か
け
で
生
徒
の
思
考
が
活
性

化
し
た
の
だ
。

　

生
徒
主
体
の
議
論
を
授
業
の
中
心
と
す
る
た
め
に

間
違
い
な
い
』
と
生
徒
は
考
え
る
こ
と
を
止
め
て
し
ま

い
ま
す
。
し
か
し
、
生
徒
同
士
で
あ
れ
ば
、
本
当
に
正

し
い
か
ど
う
か
、
最
後
ま
で
気
が
抜
け
ま
せ
ん
。
生
徒

に
議
論
を
任
せ
る
か
ら
こ
そ
、学
び
が
深
ま
る
の
で
す
」

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
根
本
は
言
語
活
動
だ

が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
あ
り
き
で

は
な
い
と
黒
川
先
生
は
考
え
る
。

　
「
大
切
な
の
は
生
徒
が
能
動
的
に
、
深
く
考
え
る
こ

と
で
す
。
そ
れ
が
実
現
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
講
義
形

式
の
授
業
で
も
構
わ
な
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
生
徒
が

自
分
の
考
え
が
深
ま
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
絶
好
の
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
の
場
が
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
あ
る
こ
と

は
事
実
で
す
」

　

思
考
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
実

現
に
は
、
教
師
の
役
割
が
よ
り
一
層
重
要
に
な
る
。

　
「
分
か
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
教
師
の
思
い
が
強
す
ぎ

る
と
、
生
徒
が
理
解
し
て
い
る
こ
と
ま
で
説
明
し
て
し

ま
い
、
結
果
、
生
徒
の
授
業
に
対
す
る
熱
を
冷
ま
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。
生
徒
は
自
分
で
考
え
、自
分
で
語
り
、

そ
し
て
認
め
ら
れ
た
い
の
で
す
。
生
徒
の
考
え
を
引
き

出
す
た
め
、
教
師
の
問
い
は
最
小
限
に
と
ど
め
る
。
今

回
の
授
業
で
も
た
く
さ
ん
我
慢
し
ま
し
た
」

　

今
回
の
授
業
で
、
キ
ー
ワ
ー
ド
の
１
つ
で
あ
る
「
コ

黒川先生は、授業中に「学びの意味」をよく口にする。この日、
先生が語った「異なるものを関連させることで、多角的に
考え、深く理解できる」というメッセージに共感したある
生徒が、その言葉を自分のノートの裏に大きく書いていた。

15: 03 14:45まとめ 内容の整理

生
徒
が
自
分
で
気
づ
く
た
め
の

最
小
限
の
問
い
を
追
究

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮

黒川先生が「評論を読む意味は、そこで理解した視点や考
え方を、別の場面で使えるようになること」など、現代文
の学びの普遍的な意味を生徒に語る。残り1分程度で、生
徒が教科書と夏季休業中の課題を突き合わせながら、自主
的に今日の学びを確認し合った。

数人の生徒が、複数の評論を読み比べたことで分かったこ
とを踏まえて、教科書の評論の筆者の主張を発表。黒川先
生が「今の指摘はとても重要。では、夏季休業中の課題の
中に、別の視点でアプローチしている評論がなかったか
な？」と、さらにグループでの議論を促す。それらを踏ま
えて、最初に発表した生徒が再び内容を整理した。

間
違
っ
た
答
え
の
価
値
を

生
徒
に
理
解
さ
せ
る
授
業
力
が
求
め
ら
れ
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

40 August  2020
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も
、
入
学
後
1
か
月
く
ら
い
で
の
授
業
の
雰
囲
気
づ
く

り
が
重
要
だ
と
黒
川
先
生
は
説
明
す
る
。

　
「
本
校
の
生
徒
は
、
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
人
前
で
間
違
え
た
り
、
否
定
さ
れ
た
り
す
る
こ

と
を
恐
れ
ま
す
。
入
学
後
、
そ
う
し
た
心
持
ち
を
変
え

る
た
め
、私
は
、た
と
え
生
徒
が
間
違
っ
た
答
え
を
言
っ

て
も
、
そ
こ
に
学
び
の
価
値
が
あ
る
こ
と
を
丁
寧
に
説

明
し
な
が
ら
、生
徒
を
肯
定
す
る
こ
と
を
徹
底
し
ま
す
。

次
第
に
生
徒
た
ち
は
、
自
分
の
失
敗
が
周
囲
を
成
長
さ

せ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
雰
囲
気

が
で
き
上
が
れ
ば
、
自
分
の
意
見
に
対
し
て
ク
ラ
ス
の

仲
間
が
『
表
面
的
に
思
え
る
』
と
批
判
し
て
も
、
そ
れ

を
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
受
け
止
め
、
次
に
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
を
前
向
き
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」

　

入
学
し
て
半
年
。
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
に
、
ま

だ
積
極
的
に
参
加
で
き
な
い
生
徒
も
い
る
。
だ
が
、
そ

う
し
た
生
徒
に
対
し
て
も
、
黒
川
先
生
は
、「
根
拠
が

固
ま
っ
て
い
な
い
ま
ま
、
形
だ
け
語
り
合
っ
て
も
意
味

は
な
い
。
自
分
の
考
え
が
固
ま
る
ま
で
、
焦
ら
ず
に
熟

考
す
れ
ば
よ
い
」
と
言
う
。

　
「
正
解
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
古
典
に
比
べ
る
と
、

現
代
文
で
は
自
分
の
読
み
の
根
拠
が
浅
い
と
意
見
が
言

い
に
く
い
も
の
で
す
。
失
敗
と
成
功
を
繰
り
返
す
仲
間

の
姿
を
見
て
、
議
論
に
積
極
的
で
な
い
生
徒
に
も
少
し

ず
つ
自
信
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
で
す
し
、
机
間
巡
視

で
は
、
教
科
書
な
ど
へ
の
書
き
込
み
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

生
徒
の
理
解
を
支
え
、
価
値
あ
る
気
づ
き
を
拾
い
上
げ

て
い
き
た
い
で
す
」

学習内容

自校の生徒の特性を
踏まえた各学習内容に
おける主な目標

（身につけさせたい力・姿勢）

左記の力・
姿勢の「学
力の3要素」
への分類

左記の力・姿勢を育むための
指導内容

教師による発問・働きかけの
内容

教師が特に
観察・配慮
すべき点

本文を音読する 「言葉」に気をつけて、正確に読む。 •技能
【教師】声の大きさや速さに留意す
る。
【生徒】正確に音読する。

キーワード・キーセンテンス
に留意しながら、内容を正確
に捉えて読むよう働きかける。

声の大きさや本文
に向かう姿勢。

本文の内容を
考える

「言葉」を適切に理解し、文脈に
即して、筆者の主張の核を把握す
る。

•思考力
•判断力

【教師】まずは、自分でしっかりと考
えるよう伝える。
【生徒】線引きや図示など、自ら工
夫してまとめる。

生徒自身で時間を区切り、集
中して考えるよう働きかける。

本文のどの辺りに
気を配りながら考
えているかを、観
察する。

本文の内容を
発表し、評価を
受ける

「言葉」を適切に理解し、文脈を
押さえて筆者の主張を的確に把握
する姿勢を、生徒からの評価によ
り養う。

•思考力
•判断力
•表現力
•主体性

【教師】生徒による評価が適切にな
されるよう進行する。
【生徒】発表内容について確固たる
根拠に基づき、自分の考えで評価
を行う。

発表内容についてどのような
評価をし、その理由はどの
ような根拠からかを明示させ
る。また、根拠を持って評価
するよう促す。

発表者の態度や内
容について、間違っ
ている場合、頭ご
なしに否定せず、
なるべく生徒同士
の発言で解決する
よう仕向ける。

読み比べを行う
既読の文章（複数）に改めて触れ、
自らが蓄えた知識や教養と関連さ
せて、教科書本文を思考すること
の面白さを実感する。

•知識
•思考力
•多様性

【教師】夏季休業中の課題として既
に取り組んだプリントを返却し、個
人の記憶を呼び起こす契機とする。
【生徒】自分で考えた跡を振り返り、
教科書本文の内容と照らし合わせ
る。

筆者の述べている内容との関
連について、共通する点や異
なる点、発展している点など
について考えるよう働きかけ
る。

本文を考える上で
キーとなる多様な
ワードについて、
生徒から引き出
し、すべてを黒板
に書いておく。

読み比べた
内容について
グループで
話し合う

論理的に文章と文章とを関連づけ
説明し合うことで、教科書の本文
の読みを深める。

•知識
•思考力
•表現力
•多様性
•協働性

【教師】机間を巡視し、話し合いの
内容・進度について確認する。
【生徒】４人グループで内容につい
て話し合う。

筆者の述べている内容との関
連について、共通する点や異
なる点、発展している点など
について根拠を持って話すよ
う働きかける。

本文中に根拠を求
め、センテンスを
抜き出させるなど
して話し合わせる。

読み比べた
内容について
発表し、

評価を受ける

読み比べ、話し合ったことで、読
解上焦点をあてた視点（キーワード）
から、比較した文章と教科書本文
の内容を適切に関連づけて発表す
る。また、その発表に対し、自ら
の考えを持って適切に評価する。

•思考力
•表現力
•多様性
•協働性

【教師】司会に徹する。
【生徒】主体的に意見を述べる。

意見を整理しながら、内容が
誤っていても教員が答えを提
示することはせず、改めて生
徒同士で考えるよう働きかけ
る。

生徒の着眼点、そ
こから考えるべき
課題を見て取り、
クラスの全員が自
己の課題として考
えるような雰囲気
をつくる。

発表で問題と
なった点についてグ
ループで話し合う

話し合いを通して、深く内容を理
解する。

•思考力
•表現力
•多様性
•協働性

【教師】机間を巡視し、話し合いの
内容・進度について確認する。
【生徒】４人グループで内容につい
て話し合う。

文章内容に照らし、根拠を
持って話し合うよう働きかけ
る。

本文中に根拠を求
めて話し合えてい
るか気を配る。

話し合いを
踏まえ、改めて
考えを発表する

自らの思考の深まりとその過程に
ついて確認する。

•思考力
•表現力
•協働性

【教師】生徒の読み取った内容の変
化について整理する。
【生徒】発表内容の変化について過
程を明確にして発表する。

状況によっては、思考が変化
した過程についての説明を求
める。

生徒の発表に集中
し、その変化を適
切にピックアップ
する。

まとめる 思考を継続する。 •思考力
•表現力

【教師】生徒の変化を踏まえ、発問
をしながら本時の授業内容を整理
し、次時の内容につなげることで、
思考の継続を促す。
【生徒】発問に対する自らの考えを
述べる。

生徒の気づきを大切にするよ
うな発問を心がける。

生徒たちの現状を
踏まえ、長期的な
学習活動における
本時の位置づけに
ついても触れる。

＊黒川先生作成の授業デザインシートを編集部が一部改編

授業デザインシート

【教科・科目】国語・国語総合（現代文）	
【分野・単元】評論	
【テーマ・作品】「ネットとリアルのあいだ」（西垣通）	

【設定時数】4 時間中の１時間目	
【本時全体の目標】	筆者の意見を捉え、多角的に考察する

黒川先生の授業に、その後どのような変化が？
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本
誌
２
０
１
６
年
10
月
号
の
本
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
た

黒
川
治
彦
先
生
は
、現
在
、栃
木
県
立
宇
都
宮
女
子
高
校

に
勤
務
し
て
い
る
。思
考
力
な
ど
、
生
徒
へ
の
育
成
を
目

指
す
資
質・能
力
は
以
前
か
ら
変
わ
ら
な
い
が
、指
導
方
法

は
目
の
前
の
生
徒
や
学
校
の
状
況
に
応
じ
て
変
化
し
て
い

る
と
語
る
。

　

前
任
校
の
男
子
校
で
行
っ
て
い
た
、
教
科
書
と
副
教
材

に
載
っ
て
い
る
2
つ
の
評
論
を
読
み
比
べ
、
関
連
性
を
考

え
さ
せ
る
授
業
は
、
現
任
校
の
状
況
に
合
わ
せ
て
変
更
し

た
。
同
校
に
は
、
課
題
図
書
の
リ
ス
ト
が
あ
り
、
生
徒
は

各
自
、
そ
の
中
か
ら
年
間
15
冊
以
上
を
読
む
。
黒
川
先
生

は
、そ
の
活
動
を
生
か
し
た
次
の
よ
う
な
授
業
を
考
え
た
。

　

教
科
書
に
載
っ
て
い
る
太
宰
治
の
『
富
嶽
百
景
』
と
関

連
す
る
と
思
う
課
題
図
書
を
生
徒
自
身
に
選
ば
せ
、
そ
の

２
つ
の
作
品
に
は
ど
の
よ
う
な
関
連
性
が
あ
る
の
か
を
分

析
さ
せ
る
。
グ
ル
ー
プ
で
そ
の
結
果
を
持
ち
寄
り
、
特

定
の
テ
ー
マ
を
切
り
口
に
し
て
話
し
合
い
、『
富
嶽
百
景
』

の
読
解
を
深
め
る
。
最
後
に
、
話
し
合
っ
た
内
容
を
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
（
図
）
に
ま
と
め
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
す

る
と
い
っ
た
展
開
だ
。

　
「
選
ん
だ
作
品
が
異
な
る
こ
と
で
、『
そ
ん
な
ア
プ
ロ
ー

チ
が
あ
る
ん
だ
』『
そ
こ
ま
で
考
え
た
ん
だ
』
と
い
っ
た

気
づ
き
が
多
数
生
ま
れ
、
思
考
の
幅
が
広
が
り
ま
す
。
１

人
で
考
え
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
が
、
対
話
型
の

＊学校資料をそのまま掲載。

栃木県立宇都宮女子高校
◎「白百合よ、貴きをめざせ」のスローガンの下、
社会貢献できる人材の育成に努める。「一人一研
究」の伝統を受け継いだ「自由研究」、文部科
学省「スーパーサイエンスハイスクール」指定校
としての活動を継続した「探究活動」を実施。
◎設立　1875（明治８）年　◎形態　全日制／普通
科／女子校　◎生徒数　1学年約 280人　
◎2020年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、
東北大、筑波大、宇都宮大、東京大、一橋大、
京都大などに159人が合格。私立大は、慶應義
塾大、上智大、早稲田大などに延べ 669人が合格。
◎URL　http://www.tochigi-edu.ed.jp/utsunomiya
joshi/nc2/

栃木県立宇都宮女子高校

黒川治彦　くろかわ・はるひこ　

教職歴２３年。同校に赴任して２年目。国語科。

図 授業のワークシート

学
校
や
生
徒
の
状
況
に
合
わ
せ
て

柔
軟
に
授
業
の
手
法
を
見
直
し
、

対
話
を
通
じ
て
創
造
性
を
育
む

現代文

実践

既
存
の
取
り
組
み
を
生
か
し
、

思
考
の
幅
を
広
げ
る
授
業
を
展
開

前
回
の
取
材
後
か
ら
の
授
業
の
変
化

追跡！　授業のその後

2016年10月号に登場
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学
習
で
は
、
他
者
の
視
点
を
知
る
重
要
性
や
読
書
の
大
切

さ
を
実
感
し
、
主
体
的
な
学
び
に
つ
な
が
る
効
果
が
あ
る

と
考
え
ま
し
た
」

　

課
題
図
書
の
内
容
を
メ
ン
バ
ー
全
員
が
知
っ
て
い
る
と

は
限
ら
ず
、
前
提
知
識
が
異
な
る
た
め
、
話
し
合
い
が
浅

く
な
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
話
し
合
い
を
通
じ

て
他
者
が
読
ん
だ
課
題
図
書
の
内
容
を
知
る
こ
と
は
、
読

書
の
幅
が
広
が
る
機
会
に
な
る
と
、黒
川
先
生
は
考
え
た
。

　
「
自
分
が
選
ん
だ
課
題
図
書
の
内
容
を
ほ
か
の
メ
ン

バ
ー
が
知
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
点
に
も
配
慮

し
て
、
自
分
の
考
え
を
伝
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
、
生
徒

に
見
ら
れ
た
点
が
よ
か
っ
た
で
す
」

　

黒
川
先
生
は
、生
徒
の
特
性
に
応
じ
て
対
話
の
手
法
も

工
夫
し
て
い
る
。女
子
校
で
あ
る
同
校
に
赴
任
し
た
当
初
、

ク
ラ
ス
全
員
の
前
で
１
人
ず
つ
発
表
す
る
場
を
設
け
た

が
、発
表
に
抵
抗
感
を
示
す
生
徒
が
多
く
、う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
。そ
こ
で
、「
ペ
ア
ワ
ー
ク
→
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

→
ク
ラ
ス
全
員
の
前
で
発
表
」
と
段
階
を
踏
む
こ
と
で
、

発
表
へ
の
心
理
的
な
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
る
よ
う
に
し
た
。

　

初
任
校
で
は
、
生
徒
同
士
の
対
話
を
成
立
さ
せ
る
た
め

に
は
、
あ
る
程
度
の
知
識
を
事
前
に
生
徒
に
与
え
る
必
要

が
あ
り
、
最
初
に
講
義
形
式
の
授
業
も
行
っ
た
。
前
任
校

と
現
任
校
の
授
業
は
、
生
徒
が
十
分
な
基
礎
知
識
を
身
に

つ
け
て
い
る
た
め
、
１
時
間
の
う
ち
の
多
く
が
生
徒
同
士

の
対
話
で
占
め
ら
れ
る
。

　
「
前
任
校
と
現
任
校
で
は
、
教
師
が
説
明
し
過
ぎ
る
と
、

生
徒
の
学
習
意
欲
や
考
え
る
力
を
削
い
で
し
ま
う
場
合
が

あ
る
と
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
生
徒
が
自
分
の
考
え

を
持
つ
よ
う
な
予
習
を
課
し
、
授
業
で
は
対
話
に
よ
っ
て

考
え
や
疑
問
を
出
し
合
い
、
他
者
か
ら
学
び
、
次
の
学
習

に
つ
な
が
る
よ
う
な
指
導
を
重
視
し
て
い
ま
す
」

　

現
任
校
で
は
、女
子
校
な
ら
で
は
の
特
性
に
合
わ
せ
て
、

１
年
次
の
最
初
の
段
階
で
「
間
違
え
て
も
よ
い
ん
だ
」
と

何
度
も
伝
え
、
ま
ず
は
安
全
・
安
心
な
場
づ
く
り
を
心
が

け
た
。
前
任
校
よ
り
も
、
ペ
ア
ワ
ー
ク
の
回
数
を
増
や
し

た
の
も
、
そ
う
し
た
背
景
が
あ
る
。

　
「
私
が
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
生
徒
と
一
緒
に
授
業

を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
目
の
前
の
生
徒
が
変
わ
れ
ば
、
授

業
の
方
法
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
変
わ
り
ま
す
」

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
た
臨
時
休

業
中
、
黒
川
先
生
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
し
た
。
古

文
で
は
、
話
す
時
に
強
調
や
間
の
取
り
方
を
工
夫
し
、
調

べ
考
え
る
こ
と
を
大
切
に
し
た
授
業
を
心
が
け
た
と
こ

ろ
、
生
徒
の
理
解
度
に
手
応
え
が
あ
っ
た
。
一
方
、
現
代

文
で
は
、
生
徒
同
士
の
対
話
を
通
じ
た
読
解
を
行
お
う
と

し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
生
徒
が

発
言
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
つ
か
み
に
く
い
な
ど
の
問
題
点
が

見
え
て
き
た
の
で
、
実
施
し
な
か
っ
た
。

　
「
今
回
の
事
態
で
、
状
況
に
応
じ
て
指
導
の
形
を
変
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
例

え
ば
、
対
話
に
は
、
自
問
自
答
の
よ
う
な
自
己
と
の
対
話
、

講
義
で
の
教
師
と
の
対
話
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
や
、
感
染
予
防
を
し
な
が
ら
の
授
業
で
、
い
か
に

対
話
を
取
り
入
れ
て
い
く
か
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
」

　

実
社
会
で
は
、
チ
ー
ム
で
１
つ
の
物
事
を
多
角
的
に
考

え
た
り
、
自
身
の
考
え
を
表
現
し
た
り
す
る
力
が
欠
か
せ

な
い
。
黒
川
先
生
は
、
そ
う
し
た
力
を
育
め
る
よ
う
な
授

業
を
、
今
後
も
追
究
し
て
い
き
た
い
と
語
る
。

　
「
課
題
図
書
を
利
用
し
た
授
業
は
、
一
見
関
係
が
な
さ

そ
う
な
も
の
の
間
に
関
連
性
を
見
い
だ
し
、
視
野
を
広
げ

る
活
動
で
し
た
。
新
し
い
も
の
は
、
異
な
る
も
の
同
士
を

か
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
生
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
探

究
を
通
じ
て
、
創
造
性
を
育
む
よ
う
な
国
語
の
授
業
を
実

践
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

生
徒
と
一
緒
に
授
業
を
つ
く
る
こ
と
を

大
切
に
し
、
指
導
の
手
法
を
柔
軟
に
変
更

授
業
の
変
化
の
背
景

国
語
の
授
業
で
の
探
究
を
通
し
て
、

新
し
い
も
の
を
創
造
す
る
力
を
育
み
た
い

今
後
の
展
望

宇都宮大学共同教育学部２年　

登
と

城
じょう

直
なおのり

紀さん（栃木県立宇都宮高校卒業）
　対話を中心とした黒川先生の授業スタ
イルには初めは戸惑いましたが、１か月

も経つとすっかり慣れました。授業では、思考の型
を学ぶとともに、自分では思いもしなかった考えを
クラスメートから聞くことなどを通じて、他者との
対話から自分の思考を深める手法を学びました。そ
うした経験があったからこそ、例えば、言葉に詰まっ
た時に別の視点からアプローチすることもできるよ
うになりました。大学は理系分野に進学しましたが、
思考の型は文理関係なく必要なことだと感じていま
す。将来は数学の教師を目指していますが、私も生
涯、この思考の型を活用しつつ、考えを整理できる
手法を生徒に伝えられる教師になりたいです。

黒川先生の授業を受けて
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２
０
２
０
年
２
月
、
７
つ
の
科
を
擁
す
る
実
業
高
校

で
あ
る
愛
知
県
・
名
古
屋
市
立
工
芸
高
校
は
、「
高
校

生
の
た
め
の
学
び
の
基
礎
診
断
」（
以
下
、
学
び
の
基
礎

診
断
）
の
結
果
を
振
り
返
る
会
と
し
て
、
１
・
２
年
生

合
同
の
「
マ
ナ
フ
ェ
ス
」
を
実
施
し
た
。
１
・
２
年
生

全
員
が
、「
学
び
の
基
礎
診
断
」
の
帳
票
の
見
方
と
そ

れ
を
自
分
の
学
習
改
善
に
活
用
す
る
方
法
を
学
ん
だ
上

で
、
学
科
・
学
年
が
混
合
の
グ
ル
ー
プ
で
問
題
解
決
型

学
習
な
ど
の
３
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
だ
。「
マ

ナ
フ
ェ
ス
」
の
企
画
・
運
営
を
主
導
し
た
建
築
シ
ス
テ

ム
科
主
任
の
深
見
信あ

き
の
り規

先
生
は
、
こ
う
説
明
す
る
。

　「『
マ
ナ
フ
ェ
ス
』
は
、『
学
び
の
基
礎
診
断
』
の

「創意・責任・勤勉」を信条とし、
「知・心・技」それぞれの探究を
通して、自分の道を考え、選択
し、歩んでいく生徒の育成を目指
す。2万人以上の卒業生が、デザ
イナーやエンジニアなどとして、
社会の第一線で活躍。

設立	 1917（大正 6）年

形態	 全日制／電子機械科・情報科・建築システム科・都市システム
科・インテリア科・デザイン科・グラフィックアーツ科／共学

生徒数	 １学年約 280人

2020年度進路実績（現役のみ）　国公立大は、長岡造形大、金沢
芸術大、愛知教育大に3人が合格。私立大は、愛知工業大、名城大
などに延べ59人が合格。短大、専門学校進学70人。就職133人。

住所	 〒461-0027　愛知県名古屋市東区芳野二丁目 7-51

電話	 052-931-7541

Web site	 https://www.nagoya-c.ed.jp/school/kogei-th/

No.268

P R O F I L E

「
学
び
の
基
礎
診
断
」
の
振
り
返
り
と

学
び
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い

学
科
・
学
年
混
合
で
行
う

振
り
返
り
会
で
、生
徒
に

学
び
の
意
義
を
浸
透
さ
せ
る

愛
知
県
・
名
古
屋
市
立
工
芸
高
校

「
高
校
生
の
た
め
の
学
び
の
基
礎
診
断
」

変革のステップ

• 年度当初に実施した「高校生のための学びの基礎
診断」の結果返却時に、生徒の学習意欲を喚起す
るフィードバックを行うことができなかった

背景と課題

実践内容

• 生徒にＰＤＣＡサイクルの概念が浸透しつつある

•「高校生のための学びの基礎診断」の実施前後の
教育活動を整理することで、日々の授業に対する
生徒の意識を高めることを目指す

成果と展望

•有志の教師のチームで「振り返り会」を企画
２回目の「高校生のための学びの基礎診断」に向
けて、有志の教師が集まり、返却方法を検討。自
校にとっての実施の意義を「生徒が学習のＰＤＣ
Ａサイクルを回せるようになること」と整理し、
かつ、楽しみながら「学び」の大切さを実感でき
るようにと、結果を振り返る会として「マナフェ
ス」を企画。「高校生のための学びの基礎診断」
の意義を伝え、学科・学年が混在したグループで
のワークショップを実施
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振
り
返
り
を
通
じ
て
、
生
徒
に
学
習
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
と
、
こ
れ
か
ら
の

社
会
で
求
め
ら
れ
る
思
考
力
や
協
働
性
な
ど
の
重
要

性
を
、
生
徒
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
企
画
し

ま
し
た
。
活
動
内
容
を
検
討
し
て
い
く
う
ち
に
、
生

徒
が
楽
し
み
な
が
ら
学
び
の
大
切
さ
を
感
じ
ら
れ
る

機
会
に
し
よ
う
と
、
３
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
入

れ
ま
し
た
。『
フ
ェ
ス
』
と
銘
打
っ
た
の
も
、
生
徒

自
身
が
イ
ベ
ン
ト
を
つ
く
り
上
げ
る
楽
し
さ
を
味
わ

っ
て
も
ら
う
た
め
で
し
た
」

　

そ
も
そ
も
、「
マ
ナ
フ
ェ
ス
」
を
企
画
し
た
背
景
に
は
、

19
年
５
月
、「
学
び
の
基
礎
診
断
」
の
振
り
返
り
の
た

め
に
行
っ
た
全
校
集
会
に
つ
い
て
の
反
省
が
あ
っ
た
。

　

同
校
は
、「
学
び
の
基
礎
診
断
」
と
し
て
「
基
礎
力
診

断
テ
ス
ト
」（
＊
１
）
を
実
施
し
て
い
る
。
19
年
度
の
１

回
目
の
結
果
が
返
却
さ
れ
た
５
月
、
全
校
集
会
を
行
い
、

「
学
び
の
基
礎
診
断
」の
意
義
、Ｇ
Ｔ
Ｚ（
＊
２
）の
見
方
、

弱
点
克
服
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
生
徒
に
伝
え

た
。し
か
し
、生
徒
は
、返
却
さ
れ
た
結
果
に
関
心
を
抱

い
た
様
子
は
な
く
、
そ
の
後
の
学
習
で
も
ほ
と
ん
ど
変

化
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
す
る
と
、
教
師
か
ら
は
、「
何

か
工
夫
を
し
な
け
れ
ば
、
生
徒
は
『
学
び
の
基
礎
診
断
』

の
結
果
を
生
か
し
て
自
分
の
学
習
を
変
え
よ
う
と
は
し

な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
た
。

　

２
回
目
の
「
学
び
の
基
礎
診
断
」
は
、
20
年
１
月
に

実
施
の
予
定
だ
っ
た
。
教
頭
、
教
務
主
任
、
進
路
指
導

主
事
、
各
教
科
・
学
科
の
代
表
か
ら
成
る
委
員
会
「
チ

ー
ム
学
び
」
か
ら
、「
生
徒
に
有
意
義
な
振
り
返
り
を

さ
せ
る
た
め
の
機
会
に
で
き
な
い
か
」
と
い
っ
た
提
案

が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
委
員
の
１
人
で
あ
る

深
見
先
生
が
中
心
と
な
っ
て
、「
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
」

の
内
容
を
よ
く
知
る
進
路
指
導
部
員
ら
５
人
の
教
師
で

有
志
チ
ー
ム
を
結
成
。
同
チ
ー
ム
が
、
２
回
目
の
振
り

返
り
会
の
企
画
・
運
営
を
主
導
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
「
義
務
教
育
段
階
の
内
容
を
含
む
『
基
礎
力
診
断

テ
ス
ト
』
で
測
定
し
て
い
る
教
科
の
知
識
も
、
思
考

力
や
表
現
力
な
ど
も
、
進
学
・
就
職
に
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
必
要
と
な
る
力
で
す
。
そ
の
こ

と
を
ど
う
す
れ
ば
生
徒
に
実
感
を
伴
っ
て
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
に
重
点
を
置
い
て
、
振
り
返
り
会

の
企
画
を
検
討
し
ま
し
た
」（
深
見
先
生
）

　

振
り
返
り
会
の
時
間
は
、
１
回
目
の
１
時
限
50
分
間

よ
り
も
格
段
に
長
い
、
午
前
の
４
時
限
分
と
し
た
。
当

時
、
進
路
指
導
部
に
所
属
し
て
い
た
村
山
晴
奈
先
生
は
、

検
討
を
始
め
た
頃
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　
「
振
り
返
り
が
効
果
的
に
で
き
な
け
れ
ば
、『
学
び

の
基
礎
診
断
』
の
意
義
が
半
減
し
て
し
ま
い
ま
す
。

生
徒
が
最
後
ま
で
集
中
し
て
取
り
組
み
、
や
っ
て
よ

か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
場
を
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば

つ
く
れ
る
か
、
メ
ン
バ
ー
で
議
論
を
重
ね
ま
し
た
」

　

企
画
は
、
自
校
の
生
徒
が
「
学
び
の
基
礎
診
断
」
を

受
け
る
目
的
を
整
理
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
。

　

そ
も
そ
も
、「
学
び
の
基
礎
診
断
」
の
ね
ら
い
は
、
基

礎
学
力
の
確
実
な
習
得
と
そ
れ
に
よ
る
生
徒
の
学
習
意

欲
の
喚
起
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
結
果
の
詳
細
な
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
を
基
に
、
学
校
は
教
育
活
動
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
を
構
築
す
る
が
、
生
徒
に
も
細
か
な
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
基
に
、
生
徒
自

身
が
学
習
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
せ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
理
想
で
あ
り
、「
学
び
の
基
礎
診
断
」
実
施
の

意
義
の
１
つ
で
あ
る
と
整
理
し
た
と
、
有
志
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ
ー
で
進
路
指
導
部
の
北
村
友ゆ

か香
先
生
は
話
す
。

生
徒
の
行
動
に
結
び
つ
い
て
い
る
か

教
師
の
疑
問
か
ら
取
り
組
み
を
見
直
す

授
業
で
回
す
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を

汎
用
的
な
考
え
方
と
し
て
意
識
さ
せ
る

校
長水

野
俊
治
　
み
ず
の
・
と
し
は
る

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。「
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
し
や
す
く
な
る
環
境
を
つ
く
る
」

広
報
企
画
部
主
任

村
山
晴
奈
　
む
ら
や
ま
・
は
る
な

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
13
年
目
。「
生
徒

の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
続
け
た
い
」

進
路
指
導
部

北
村
友
香
　
き
た
む
ら
・
ゆ
か

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
14
年
目
。「
自
律

し
た
人
材
の
育
成
を
目
指
す
」

進
路
指
導
部

池
田
征
史
　
い
け
だ
・
ま
さ
ふ
み

教
職
歴
11
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。「
生
徒

に
理
不
尽
を
与
え
な
い
」

＊１　ベネッセのアセスメント「進路マップ」の１つで、義務教育範囲も含めた基礎学力を測るマーク式テスト。　＊２　ベネッセのアセスメントにおける共通の学力評価
指標、「学習到達ゾーン」のこと。「S1」～「D3」までの 15段階で評価される。基礎力診断テストでは、そのうち「A2」～「D3」で評価される。

建
築
シ
ス
テ
ム
科
主
任
・
工
務
部

深
見
信
規
　
ふ
か
み
・
あ
き
の
り

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
18
年
目
。「
諦
め

た
ら
終
わ
り
。
前
進
あ
る
の
み
」
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　「
生
徒
は
、
毎
日
の
授
業
で
学
習
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
回
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
工
業
の
授
業

で
は
、
自
分
が
作
っ
た
シ
ス
テ
ム
が
作
動
し
な
け
れ

ば
、
そ
の
原
因
を
検
証
し
、
改
善
点
を
見
つ
け
出
し

て
、
次
の
計
画
を
立
て
ま
す
。
既
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
を
回
す
経
験
を
し
て
い
る
の
に
、
生
徒
は
工
業

の
授
業
内
の
こ
と
と
し
か
認
識
し
て
い
ま
せ
ん
。
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
が
、
ほ
か
の
場
面
で
も
生
か
せ
る

汎
用
的
な
考
え
方
で
あ
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
と
と

も
に
、
そ
れ
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
す
べ
て
の
授
業
の

大
切
さ
に
気
づ
か
せ
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　

加
え
て
、
学
科
単
位
で
実
施
さ
れ
る
学
校
行
事
が

多
い
中
、「
マ
ナ
フ
ェ
ス
」
は
、
７
科
合
同
で
実
施
し
、

科
横
断
で
の
生
徒
の
交
流
を
促
す
問
題
解
決
型
学
習
に

取
り
組
む
活
動
を
設
け
る
こ
と
に
し
た
。
同
校
で
は
、

１
年
次
の「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」に
お
い
て
、７
科
混

合
の
グ
ル
ー
プ
で
問
題
解
決
に
取
り
組
む「
ミ
ッ
ク
ス
・

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
」を
行
っ
て
い
る
。そ
れ
は
、
普
段
は
交

流
の
少
な
い
他
科
の
生
徒
を
知
る
こ
と
で
、
自
分
の
強

み
や
弱
み
、
所
属
す
る
科
の
特
性
を
改
め
て
認
識
す
る

機
会
と
な
っ
て
い
た
。「
マ
ナ
フ
ェ
ス
」
で
は
、
科
に
加

え
て
、
学
年
も
混
在
さ
せ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
取
り

入
れ
た
。
生
徒
に
協
働
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
味
わ
わ

せ
る
と
と
も
に
、
校
内
で
さ
ら
な
る
科
の
連
携
を
推
進

す
る
契
機
に
し
た
か
っ
た
と
、
有
志
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ

ー
で
あ
る
進
路
指
導
部
の
池
田
征ま

さ
ふ
み史
先
生
は
語
る
。

　「
社
会
で
は
、
様
々
な
立
場
の
人
と
協
働
し
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
多
様
な
学
科
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
強
み
を
持

つ
本
校
の
特
色
を
生
か
す
機
会
を
今
後
も
設
け
た
い

と
考
え
ま
し
た
。『
マ
ナ
フ
ェ
ス
』
で
の
生
徒
の
楽

し
そ
う
な
姿
を
き
っ
か
け
に
、
７
つ
の
科
の
横
の
つ

な
が
り
が
強
ま
る
こ
と
を
期
待
し
ま
し
た
」

　

そ
う
し
て
迎
え
た
「
マ
ナ
フ
ェ
ス
」
は
、
１
・
２
年

生
が
体
育
館
に
集
ま
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
（
図
）。
第

１
部
で
は
、
ま
ず
石
原
正
道
前
校
長
か
ら
、
Ａ
Ｉ
時
代

に
お
い
て
も
必
要
と
さ
れ
る
課
題
発
見
・
解
決
能
力
や

思
考
力
、
表
現
力
、
協
働
性
の
重
要
性
が
語
ら
れ
た
。

　

次
に
、
20
年
１
月
に
実
施
し
た
２
回
目
の
「
学
び
の

基
礎
診
断
」
の
結
果
を
返
却
し
、
帳
票
の
見
方
や
弱
点

克
服
の
方
策
を
伝
え
た
。
帳
票
に
示
さ
れ
た
指
標
（
Ｇ

Ｔ
Ｚ
）
の
解
説
に
と
ど
ま
ら
ず
、
同
校
の
希
望
進
路
の

傾
向
を
踏
ま
え
て
、
社
会
で
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力

と
は
何
か
、
そ
れ
は
「
学
び
の
基
礎
診
断
」
の
結
果
の

ど
の
よ
う
な
点
に
表
れ
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を

説
明
す
る
と
、
生
徒
は
、
1
回
目
と
は
異
な
り
、
皆
、

食
い
入
る
よ
う
に
帳
票
を
見
て
い
た
（
写
真
）。

　

第
２
部
で
は
、
生
徒
は
所
定
の
教
室
に
移
動
し
、
グ

ル
ー
プ
で
３
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
だ
。

　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
１
は
、
自
己
紹
介
を
兼
ね
た
ア
イ
ス
ブ

レ
ー
ク
だ
。
メ
ン
バ
ー
が
初
対
面
ば
か
り
の
グ
ル
ー
プ

も
多
い
こ
と
か
ら
、緊
張
を
ほ
ぐ
す
た
め
、学
科
・
学
年
・

名
前
を
述
べ
た
後
、「
好
き
な
食
べ
物
」
な
ど
、
10
項
目

か
ら
各
自
１
つ
を
選
ん
で
そ
の
答
え
を
伝
え
合
っ
た
。

　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
２
で
は
、
ま
ず
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健

機
関
）
が
実
施
し
た
「H

O
PE SO

A
P

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
つ
い
て
学
ん
だ
。同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、途
上
国
の
感

染
症
対
策
と
し
て
子
ど
も
に
石
け
ん
を
配
布
す
る
取
り

組
み
で
、
石
け
ん
の
中
に
お
も
ち
ゃ
を
仕
込
ん
だ
と
こ

ろ
、
お
も
ち
ゃ
ほ
し
さ
に
石
け
ん
で
手
を
洗
う
よ
う
に

写真　「学びの基礎診断」の1回目の結果返却時にはあ
まり関心を示さなかった生徒たちだが、「マナフェス」で
返却した２回目の結果には、大きな関心を寄せていた。
生徒同士で、改善点を話し合う声なども聞こえた。

「マナフェス」のプログラム図
社
会
で
求
め
ら
れ
る
力
と
関
連
づ
け
て

「
学
び
の
基
礎
診
断
」の
結
果
を
語
る

オープニング　AI 時代においても必要とされる
資質・能力について、校長からの講話。

「学びの基礎診断」結果返却

ワークショップ
•ミッション１　「好きな食べ物」「今、熱中して
いること」など10 項目から１つ選び、その答え
を学年・名前とともに伝え合う形で自己紹介を
する。
•ミッション２　途上国の感染症を防ぐために、
子どもたちが手を洗いたくなる工夫を考える。
•ミッション３　思考力が求められる問題に取
り組む。
＊学校資料を基に編集部で作成。
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な
り
、
感
染
症
発
症
率
が
約
７
割
減
っ
た
成
果
も
出
て

い
る
。
そ
れ
を
題
材
に
、
自
分
た
ち
な
ら
さ
ら
に
ど
ん

な
工
夫
を
施
す
か
、
ア
イ
デ
ア
を
出
す
の
が
ミ
ッ
シ
ョ

ン
だ
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
イ
デ
ア
で
世
界
を
変
え

ら
れ
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
の
と
同
時
に
、
生
徒
同
士

で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
１
つ
の
案
に
ま
と
め
る
活

動
を
通
し
て
、
協
働
性
を
養
う
こ
と
も
ね
ら
い
と
し
た
。

　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
３
で
は
、「
学
び
の
基
礎
診
断
」の
記
述

式
問
題
の
振
り
返
り
教
材
を
用
い
て
、
思
考
力
が
求

め
ら
れ
る
問
題
に
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
ま
せ
た
。グ
ル

ー
プ
で
の
話
し
合
い
を
通
じ
て
、１
つ
の
答
え
を
導
く

こ
と
を
経
験
さ
せ
る
の
が
ね
ら
い
だ
っ
た
。

　

３
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
終
わ
る
と
、
マ
ナ
ビ
ジ
ョ
ン

の
使
い
方
を
学
ぶ
講
座
と
ゲ
ス
ト
の
講
演
を
行
い
、
初

め
て
の
「
マ
ナ
フ
ェ
ス
」
は
幕
を
閉
じ
た
。

　
「
マ
ナ
フ
ェ
ス
」
の
実
施
に
際
し
て
、
有
志
チ
ー
ム

が
気
を
配
っ
た
の
は
、
教
師
の
負
担
を
で
き
る
だ
け
抑

え
る
こ
と
だ
。
第
２
部
で
は
、
生
徒
を
21
の
教
室
に
分

け
、
各
教
室
に
教
師
を
１
人
ず
つ
配
置
す
る
こ
と
に
し

た
が
、
担
当
教
師
は
、
校
内
放
送
か
ら
流
れ
る
指
示
に

沿
っ
て
プ
リ
ン
ト
を
配
布
し
、
生
徒
の
活
動
の
様
子
を

見
守
る
役
割
に
と
ど
め
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
教
師
か
ら
は
、「
そ
れ
で
は
生
徒
か
ら

質
問
が
あ
っ
た
場
合
に
対
応
で
き
な
い
の
で
、
イ
ベ
ン

ト
の
詳
細
を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら

れ
た
。
そ
こ
で
、
急
き
ょ
、
取
り
組
み
の
ね
ら
い
と
段

の
企
画
が
実
現
で
き
た
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
「
マ
ナ
フ
ェ
ス
」
の
成
果
は
、
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
に
表
れ
て
い
る
。
第
１
・
２
部
の
内
容
に
つ
い

て
、約
７
割
の
生
徒
が「
内
容
に
満
足
」と
回
答
を
し
た
。

さ
ら
に
、
自
由
記
述
欄
に
は
、「
講
話
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
の
大
切
さ
が
分
か
っ
た
」「『
学
び
の
基
礎
診
断
』

を
す
る
意
味
が
理
解
で
き
た
」
と
い
っ
た
回
答
が
書
か

れ
て
い
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
思
考
力
が
求
め
ら
れ

る
振
り
返
り
教
材
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
も
、「
学
び

の
基
礎
診
断
」
が
社
会
で
必
要
な
思
考
力
を
身
に
つ
け

る
た
め
の
機
会
で
あ
る
こ
と
を
、
多
く
の
生
徒
が
理
解

し
た
の
だ
。

　

今
後
の
課
題
は
、「
学
び
の
基
礎
診
断
」
を
日
々
の

教
科
指
導
や
、
生
徒
の
学
習
行
動
の
さ
ら
な
る
改
善

に
つ
な
げ
る
こ
と
だ
。

　「『
マ
ナ
フ
ェ
ス
』
で
は
、『
学
び
の
基
礎
診
断
』

の
意
義
が
、
生
徒
に
浸
透
し
た
手
応
え
が
あ
り
ま
し

た
が
、
成
果
と
呼
べ
る
も
の
が
表
れ
る
の
は
こ
れ
か

ら
で
し
ょ
う
。
単
体
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
盛
り
上
が

る
の
で
は
な
く
、
日
々
の
学
習
の
中
で
も
、
問
題
解

決
能
力
や
思
考
力
、
協
働
性
の
重
要
性
を
生
徒
が
認

識
で
き
る
よ
う
に
、
教
育
活
動
全
体
の
流
れ
を
整
理

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

『
学
び
の
基
礎
診
断
』
を
位
置
づ
け
、
学
び
の
意
欲

を
喚
起
し
、
学
力
向
上
に
結
び
つ
く
工
夫
を
し
て
い

き
ま
す
」（
深
見
先
生
）

取
り
を
、
担
当
教
師
と
共
有
す
る
説
明
会
を
行
っ
た
。

　「
教
師
の
負
担
を
増
や
さ
な
い
こ
と
ば
か
り
に
気

を
取
ら
れ
、
情
報
共
有
が
お
ざ
な
り
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
運
営
者
側
は
、
実
施
者
に
十
分
な
情
報
を
提

供
す
る
こ
と
が
責
務
で
あ
る
と
痛
感
し
ま
し
た
。
ま

た
、
た
と
え
賛
否
両
論
が
あ
る
取
り
組
み
で
も
、
引

き
受
け
る
以
上
は
全
力
を
尽
く
し
た
い
と
い
う
教
師

の
思
い
を
、
改
め
て
感
じ
た
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

企
画
段
階
か
ら
周
り
に
も
っ
と
相
談
を
し
て
も
よ
か

っ
た
の
だ
と
、メ
ン
バ
ー
で
大
い
に
反
省
し
ま
し
た
」

（
池
田
先
生
）

　

説
明
会
に
参
加
し
た
教
師
か
ら
の
提
言
を
受
け
て
、

企
画
の
一
部
の
変
更
も
行
っ
た
。
当
初
、
グ
ル
ー
プ
内

の
席
は
生
徒
同
士
で
決
め
さ
せ
る
予
定
だ
っ
た
。
し
か

し
、「
予
定
の
時
間
で
は
短
く
て
、
席
順
を
決
め
ら
れ

な
い
グ
ル
ー
プ
が
出
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
う
し
た
ら
、

そ
の
後
の
進
行
に
遅
れ
が
生
じ
る
」
と
い
っ
た
ア
ド
バ

イ
ス
を
得
て
、
席
順
を
事
前
に
決
め
て
お
く
こ
と
に
し

た
。
情
報
共
有
に
よ
っ
て
、
教
師
の
不
安
が
和
ら
い
だ

だ
け
で
な
く
、
取
り
組
み
の
精
度
を
よ
り
高
め
る
こ
と

に
も
な
っ
た
の
だ
。
当
時
、
教
頭
と
し
て
取
り
組
み
を

見
つ
め
て
き
た
水
野
俊と

し

治は
る

校
長
は
指
摘
す
る
。

　「
3
年
前
に
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
本
校
は
、
90
周

年
の
際
に
『
次
の
１
０
０
周
年
に
ち
な
ん
で
、
先
生

た
ち
で
１
０
０
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提
案
し
て
実
現

し
て
い
こ
う
』
と
様
々
な
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

時
に
は
、
職
員
た
ち
が
年
代
別
に
分
か
れ
て
議
論
を
深

め
る
な
ど
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
改
革
に
取
り
組
む
土
壌

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
回
の
よ
う
な
学
校
を
挙
げ
て

愛知県・名古屋市立工芸高校

情
報
共
有
を
す
る
こ
と
で

周
囲
の
教
師
か
ら
の
助
言
も

約
７
割
の
生
徒
が
イ
ベ
ン
ト
に
満
足

課
題
は
日
々
の
学
習
に
つ
な
げ
る
こ
と
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改良会議実施校

福岡県・私立福岡女学院中学校・高校
◎キリスト教精神に基づき、1 世紀以上にわた
り自立・自律した生徒を育てる女子教育を実践。
2018 年度より「21 世紀型能力」を養成する「凛
として 花一輪 プロジェクト」を開始。伝統的
に芸術教育（美術・音楽）にも力を注ぐ。
◎設立　1885（明治 18）年
◎形態　全日制／普通科・音楽科／女子校
◎生徒数　１学年：中学校約 120 人、高校
約 220 人
◎2020年度入試合格実績（現浪計）　国公
立大は、九州大、佐賀大、愛知県立芸術大、
島根県立大、北九州市立大などに 11 人が合
格。私立大は、慶應義塾大、国際基督教大、
上智大、早稲田大、福岡女学院看護大、福岡
女学院大などに延べ 110 人が合格。
◎URL　https://www1.fukujo.ac.jp/js/

グループごとに関心のある SDGs（＊１）
の目標について、考えを自由に出し合
う「発散」、それらをまとめて整理した
り、新たな考えを生み出したりする「収
束」を促して課題設定を行う。「WHAT」

「WHEN, WHERE, WHO」「WHY」「HOW」
の順に、4観点で発散と収束を繰り返し、
探究テーマを絞り込んでいく。

生徒に配布する記入例

改良！指
導ツール

宗教部

清水久美子
しみず・くみこ

教職 歴 17 年。同校に赴任し
て 10 年目。「はないち委員会」
所属。

進路指導部

山田貴翔
やまだ・きしょう

教職歴６年。同校に赴任して
５年目。「はないち委員会」所
属。

進路指導部副主任

柿原寿人
かきはら・ひさと

教職歴 23 年。同校に赴任し
て４年目。「はないち委員会」
リーダー。

福岡県・私立
福岡女学院中学校・高校

Before

生徒に探究学習を「自分事」として捉えさせ、一人ひとり
が本気で思考して意見を出し合い、深めていく活動を生み
出したい。

「発散」の話し合いでは、反対意見を含めて多様な考えを
出させて、「収束」を充実させたい。

課題

1

2

課題設定では、「プロジェクト作成のための発散と収束のフ
レームワーク」という思考ツールを活用して、グループで探

究テーマを練り上げる。個々の思考を深めるとともに、話し合いを活性化
させて協働学習のよさを引き出すことがねらい。

ねらい

校内の教師同士による対話を通して、自校の指導ツールの改良を図る本コーナー。
今号は、福岡県・私立福岡女学院中学校・高校が、「総合的な探究の時間」の
課題設定で活用しているワークシートについて検討した。

＊ 1　Sustainable Development Goals の略。2015 年に国連が掲げた持続可能な開発目標のこと。「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」など、17 の目標と 169 のターゲッ
トから成る。
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振り返りを最初に確認させるこ
とで、どのように活動すればよ
いかが明確になりますね。思考
の整理のためのシンキングツー
ルを本校オリジナルのワーク

ブックで解説し、今回のワークシートと併せ
て活用することで、チームでの発散・収束が
しやすくなり、生徒はチームの価値を実感し
ながら課題設定に取り組めると思います。

個人の考えを深め、他者の意見
を認識し合うツールに改良され
たことで、本校のプロジェクト
の基盤となる考え方「大切なひ
とり」を、より実感させること

ができそうです。視野を広げ、他者を認め合
う協働学習の面白さを引き出していきたいと
思います。

個人の考えを深める欄を設けた
ことで、話し合いにおける自分
の立場を明確にさせることがで
きそうです。また、他者の考え
を書く欄を設けたので、どの生

徒も他者と意見を共有することができるとと
もに、自分自身の意見をメタな視点で見るこ
とにもつながるのではないかと思います。

どのような対話を
通じて改良できたのかは、
次ページで！！

プロジェクト作成のための発散と収束のフレームワーク
(WHAT→WHEN/WHERE/WHO→WHY→ HOW)

WHAT
SDGs のゴールやターゲットに関連する解決したい問題を課題として設定する。

発
散

個
人
（
土
台
）

①自分の興味・関心の土台を確認／ハンドブックを読んで気になったこと、また、
ＳＤＧｓと自分の経験や興味・関心などが結びつきそうだと感じたことを自由に書
こう

②上記を参考にして、ＳＤＧｓのゴールやターゲットで興味・関心のあるものを、と
にかくたくさん書こう

他
者
（
変
化
）

③ほかの人の考えで面白いと思ったことを書こう　　 ←なぜ面白
いと思った
のかを書こ
う

収
束

④話し合いの中で重要だと思ったキーワードを書こう

⑤ＳＤＧｓの中で取り組んでみたい目標を決めよう

活動の振り返り
≪自分自身の姿勢≫
◎自由に発想して発言できた

１・２・３・４・５
◎ＳＤＧｓの目標を自分の興味や経験と結び
つけられた

１・２・３・４・５

≪他者へのかかわり方≫
◎時には反対の意見を述べるなど、率直な意
見交換ができた

１・２・３・４・５
◎他者の意見を参考にして自分の考えを更新
できた

１・２・３・４・５

ＳＤＧｓの目標を自分の興味・関心や身近なこと
と結びつけて考えさせ、「自分事」として捉えや
すくするとともに、話し合いの土台をつくる。

ほかの生徒の考えの中で面白いと
思ったことと、その理由を書かせて、
自分の思考の変化に気づかせる。

自己評価欄には、他の生徒に遠慮し過ぎず、
自由に発想して率直に考えを表明できたか
など、話し合いに大切な観点を盛り込む。

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロー
ドできます。「HOME→教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。

課題設定ワークシート２年生

After

事前に自分の興味・関心や考えを深める個人ワークの時
間を設定し、話し合いの「土台」を固められるようにする。

他者の考えを聞いて自分の考えを見つめ直す「変化」のス
テップを踏んでから、「収束」に向かえるようにする。

自分自身の姿勢や他者へのかかわり方を振り返る自己評
価欄を追加し、話し合いで大切なことを意識できるように
する。

1

2

3

改良ポイント
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荻
原　

探
究
学
習
で
は
、
生
徒
に
課
題
を
設
定
さ
せ
る
こ
と

に
難
し
さ
を
感
じ
る
先
生
が
多
い
と
聞
き
ま
す
。
こ
の
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
で
は
、
ど
の
よ
う
な
課
題
設
定
を
理
想
と
考
え
て

作
成
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

柿
原　

他
者
と
考
え
を
交
わ
し
合
い
な
が
ら
個
人
で
は
到
達

で
き
な
い
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
の
が
、
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
探
究

学
習
の
よ
さ
で
す
。
課
題
設
定
に
お
い
て
も
、
ま
ず
は
皆
が

頭
に
浮
か
ん
だ
こ
と
を
存
分
に
出
し
合
い
、
続
い
て
議
論
を

交
わ
し
て
探
究
テ
ー
マ
を
練
り
上
げ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
体

験
さ
せ
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

山
田　

メ
ン
バ
ー
が
お
互
い
の
興
味
・
関
心
が
異
な
る
こ
と

を
知
る
こ
と
で
、
広
い
視
野
で
探
究
学
習
が
始
め
ら
れ
る
と

期
待
し
ま
し
た
が
、
興
味
・
関
心
の
共
有
が
活
発
化
し
な

い
グ
ル
ー
プ
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
要
因
の
１
つ
は
、
探

究
学
習
の
テ
ー
マ
を
「
自
分
事
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
に
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
周
り
に
遠
慮
し
て
率
直
に

考
え
を
述
べ
ら
れ
な
い
か
ら
、
声
が
大
き
な
生
徒
の
考
え
が

通
っ
て
し
ま
い
、
ま
す
ま
す
自
分
事
で
は
な
く
な
る
…
…
。

清
水　

そ
う
し
た
反
省
も
あ
り
、
今
年
度
は
ま
ず
、
興
味
・

関
心
の
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
と
、
そ
れ
を
選
ん
だ
理
由
を

書
か
せ
て
か
ら
、グ
ル
ー
プ
分
け
を
行
い
ま
し
た
。
す
る
と
、

「
こ
ん
な
こ
と
が
書
け
る
の
か
」
と
驚
か
さ
れ
た
ほ
ど
、
深

い
考
え
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
そ
う
し
た
考
え
を
相

手
に
伝
え
た
く
な
る
仕
組
み
の
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

荻
原　

い
き
な
り
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
提
示
し
、「
さ
あ
、
話

し
合
お
う
」
と
促
し
て
も
、
当
事
者
意
識
を
持
つ
の
は
難
し

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
自
分
の
考
え
を
整
理
し
て

話
し
合
い
の
土
台
を
固
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
生
徒

は
ど
う
変
化
し
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

柿
原　

個
人
ワ
ー
ク
の
時
間
を
あ
ま
り
設
け
な
か
っ
た
の

は
、
個
人
で
考
え
る
過
程
で
視
野
が
狭
ま
り
、
グ
ル
ー
プ
活

動
の
必
要
性
を
感
じ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
心
配

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
個
人
が
深
い
考
え
を
持
た

な
け
れ
ば
グ
ル
ー
プ
の
考
え
は
深
ま
り
づ
ら
い
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
考
え
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
、
面
白
い
議
論
を
生
み

出
さ
せ
た
い
で
す
。
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
し
っ
か
り
と

行
っ
た
り
、
思
考
の
深
め
方
を
丁
寧
に
示
し
た
ワ
ー
ク
ブ
ッ

ク
を
参
照
さ
せ
た
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
田　

個
人
ワ
ー
ク
で
話
し
合
い
の
土
台
を
固
め
る
こ
と

で
、
自
分
事
と
し
て
探
究
テ
ー
マ
を
捉
え
や
す
く
な
り
そ
う

改良会議
先生方の

対話のダイジェスト

実 録

福岡県・私立福岡女学院中学校・高校◎2年生　課題設定ワークシート
改良！指

導ツール

個
々
の
内
面
を
じ
っ
く
り
深
め
て
か
ら

率
直
な
意
見
交
換
で
意
欲
を
高
め
合
い
、

協
働
学
習
の
よ
さ
を
引
き
出
す

探
究
学
習
を
「
自
分
事
」
と
し
て
捉
え
さ
せ
る

Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
編
集
部

高
大
領
域
担
当

荻
原
香
織

お
ぎ
は
ら
・
か
お
り

今
回
、
対
話
の
場
を
持
っ
た
こ
と
で
、
先
生
方
の

課
題
意
識
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

改
良
へ
の
糸
口
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
会
議
の
序

盤
は
、
探
究
学
習
の
苦
労
や
難
し
さ
が
語
ら
れ
ま

し
た
が
、
先
生
方
が
意
見
を
交
わ
し
合
う
中
で
、

「
こ
う
す
れ
ば
で
き
そ
う
だ
」「
あ
れ
も
試
し
て
み

た
い
」
と
い
っ
た
前
向
き
な
言
葉
へ
と
変
化
し
て

い
っ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

改
良
会
議
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
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で
す
。
さ
ら
に
「
〇
〇
さ
ん
と
違
い
、
私
は
こ
う
考
え
る
」

な
ど
と
、
率
直
な
考
え
を
述
べ
や
す
く
す
る
仕
か
け
が
あ
る

と
よ
さ
そ
う
で
す
。
例
え
ば
、
異
な
る
考
え
を
述
べ
る
ご
と

に
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
る
仕
組
み
に
す
る
、
な
ど
で
す
。

清
水　

面
と
向
か
っ
て
意
見
を
言
う
の
が
難
し
い
の
な
ら
、

共
感
し
た
点
を
伝
え
る
の
は
黄
色
、
異
な
る
考
え
を
伝
え
る

の
は
水
色
な
ど
と
、
違
う
色
の
付
箋
紙
に
書
か
せ
て
ポ
イ
ン

ト
を
与
え
る
な
ど
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
も
よ
い
で
す
ね
。

柿
原　
「
異
な
る
考
え
も
大
切
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
自
分
と
は
異
な
る
意
見

を
記
入
す
る
欄
を
設
け
て
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
他
者
と
ど
う
か
か
わ
っ
た
の
か
な
ど
を
自
己
評
価
す
る

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
載
せ
る
の
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

荻
原　

改
良
の
方
向
性
が
か
な
り
見
え
て
き
ま
し
た
。
最
後

に
、
今
後
、
探
究
学
習
を
ど
う
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
か
、

目
標
と
意
気
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
田　

先
ほ
ど
か
ら
探
究
学
習
は
自
分
事
と
し
て
捉
え
ら
れ

る
か
が
重
要
だ
と
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
教
師
も
同

じ
で
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
を
探
究
す
る
姿
勢
を
教
師
自
身

が
楽
し
む
こ
と
で
、生
徒
が
存
分
に
楽
し
め
る
、ド
ラ
マ
チ
ッ

ク
な
探
究
学
習
を
生
み
出
し
た
い
で
す
。

清
水　

本
気
で
興
味
を
持
て
る
ゴ
ー
ル
に
向
か
う
中
で
、
普

段
の
授
業
で
の
学
び
が
実
は
社
会
課
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

こ
と
に
役
立
つ
と
気
づ
い
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

生
徒
が
内
に
秘
め
た
可
能
性
を
発
揮
し
て
、
私
た
ち
を
驚
か

せ
て
く
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

柿
原　

教
師
も
生
徒
も
「
同
調
圧
力
を
ぶ
っ
飛
ば
す
！
」
と

い
っ
た
気
持
ち
で
自
由
に
意
見
を
交
わ
し
合
っ
て
、
新
し
い

学
び
を
つ
く
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
前
年
度
の
活
動

を
振
り
返
っ
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
繰
り
返
し
、
一
歩
ず

つ
進
ん
で
い
く
の
み
で
す
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
の
は
多
様
な
人
々
と
の
対
話
だ
と
実
感
し

ま
し
た
。Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ（
＊
２
）な
時
代
、教
師
の
得
る
べ
き
ス
キ
ル
が
、テ
ィ
ー

チ
ン
グ
か
ら
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
良
会
議
を
通
し
て
、
自
分
の
意
見
を
言
語
化
し
、
他
者
と

対
話
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
生
徒
が
豊
か
な

発
想
を
表
現
で
き
る
方
法
を
、
今
後
も
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

普
段
は
校
務
に
追
わ
れ
、
前
向
き
な
議
論
を
す
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど

な
い
の
で
、
新
鮮
な
気
持
ち
で
し
た
。
自
分
で
も
言
い
表
せ
な
か
っ

た
「
何
か
」
が
少
し
見
え
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

指導ツールを募集しています！
　「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」
では、取材にご協力いただける先生及び取材で
検討させていただく「指導ツール」を募集して
います。「自校で長年使っているツールを見直
したい」「ツールのより効果的な活用法を検討
したい」といった、課題意識をお持ちの学校の
ご応募をお待ちしております。

〈個人情報の取り扱いについて〉をご確認いただき、
必要事項❶～❹をご入力の上、指導ツールを添付
して下記のe-mailアドレスにご送信ください。
※送信前にいま一度、生徒情報が削除されているかご確認を
お願いいたします

❶学校名・お名前　　
❷分掌・ご教職歴　
❸ツールの内容（目的・活用時期・活用方法）
❹ツールに対する課題意識、改善要望

view21_since-1975@mail.benesse.co.jp

改良したいのに、どうすべきか分からない……
〈個人情報の取り扱いについて〉　この「改
良！　指導ツール　ビフォーアフター」の
ツール募集でご提供いただく個人情報は、今
後の企画を検討する目的で利用いたします。
お客様の意思によりご提供いただけない部
分がある場合、手続き・サービス等に支障が
生じることがあります。また、商品発送等
で個人情報の取り扱いを業務委託しますが、
厳重に委託先を管理・指導します。個人情
報に関するお問い合わせは、個人情報お問
い合わせ窓口（0120-924721、通話料無料、
年末年始を除く、9時～21時）にて承ります。
（株）ベネッセコーポレーション　ＣＰＯ（個
人情報保護最高責任者）
上記をご承諾くださる方はご送信ください。

改良会議を振り返って 同
調
圧
力
を
払
拭
し
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
学
び
を
生
み
出
す

＊2　Volatility（変動性）、Uncertainty（不確実性）、Complexity（複雑性）、Ambiguity（曖昧性）の頭文字から取った言葉。
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２
０
１
６
年
１
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
第
５
期
科
学
技
術
基
本
計
画
」
の

中
で
、
目
指
す
べ
き
新
た
な
社
会
の
姿

と
し
て
提
唱
さ
れ
た
「
超
ス
マ
ー
ト
社

会
＝Society 5.0

」
は
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ

ｏ
Ｔ
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
新
た
な
技
術

を
産
業
や
社
会
生
活
に
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、
新
た
な
価
値
が
生
み
出
さ
れ
る

社
会
と
言
わ
れ
て
い
る
。Society 5.0

の
先
行
的
な
社
会
実
装
の
場
で
あ
り
、

新
た
な
技
術
を
利
用
し
て
、
都
市
が
抱

え
る
問
題
の
解
決
を
目
指
し
て
い
る
の

が
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
だ
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
を
、「
都
市
の
抱
え
る
諸
課
題
に

対
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
新
技
術
を
活
用

し
つ
つ
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
計
画
、
整

備
、
管
理
・
運
営
等
）
が
行
わ
れ
、
全

体
最
適
化
が
図
ら
れ
る
持
続
可
能
な
都

市
ま
た
は
地
区
」
と
定
義
し
、
交
通
や

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
５
つ
の
観
点
か

ら
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
が
目
指
す
ま
ち

の
姿
を
示
し
た
（
図
１
）。
千
葉
県
柏

市
に
あ
る
「
柏
の
葉
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」

の
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
る
永
野
収
氏

は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
日
本
で
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、

新
技
術
を
駆
使
し
て
、
都
市
が

抱
え
る
問
題
の
解
決
を
目
指
す

＊１　Internet of Things の略。スマートフォンやパソコンだけでなく、様々な物に通信機能を持たせ、インターネットに接続したり、相互に通信したりして、自動制御や情
報収集などを行うこと。

柏
の
葉

ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

デ
ィ
レ
ク
タ
ー

永
野
　

収
　

な
が
の
・
し
ゅ
う

柏
市
都
市
部
北
部
整
備
課
職
員
。

２
０
１
８
年
か
ら
現
職
。

トレンド・ワード

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

社
会
の
変
革
を
促
す
よ
う
な
新
し
い
技
術
や
価
値
観
の
登
場
は
、
生
徒
の
進
路
選
択
に
も
影
響
を
与
え
る
。
そ
う

し
た
社
会
の「
ト
レ
ン
ド
」を
、「
暮
ら
す
」「
学
ぶ
」「
働
く
」の
観
点
か
ら
解
説
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。
初
回
は
、「
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
」
を
取
り
上
げ
る
。
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
＊
１
）
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
が
、
全
国

で
構
想
・
構
築
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
１
つ
、
千
葉
県
柏
市
「
柏
の
葉
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
の
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
と
な
る
「
柏
の
葉
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、Ｕ
Ｄ
Ｃ
Ｋ
）」
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
永
野
収

し
ゅ
う

氏
に
、

同
市
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
例
に
話
を
聞
い
た
。

安
心
・
安
全
、快
適
に
暮
ら
せ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
を
、

最
先
端
の
技
術
を
利
用
し
て
実
現
す
る

サマリー

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

スマートシティが目指すまちの姿図１

交通 • 公共交通を中心に、あらゆる市民が快適に移動可能な街
自然との共生 • 水や緑と調和した都市空間
省エネルギー • パッシブ・アクティブ両面から建物・街区レベルにおける

省エネを実現
 • 太陽光、風力などの再生可能エネルギーの活用
安心・安全 •災害に強い街づくり・地域コミュニティーの育成
 • 都市開発において、非常用発電、備蓄倉庫、避難場所

等を確保
資源循環 • 雨水等の貯留・活用
 • 排水処理による中水を植栽散水等に利用

＊国土交通省「スマートシティの実現に向けて（中間とりまとめ）」を基に編集部で作成。

解
説
者

世の中　　　　　解説
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特
定
の
分
野
に
新
技
術
を
利
用
す
る
と

こ
ろ
か
ら
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
取
り
組

み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
総
務

省
や
経
済
産
業
省
な
ど
が
、
デ
ー
タ
の

利
活
用
や
自
動
運
転
と
い
っ
た
新
技
術

を
活
用
す
る
事
業
を
実
施
し
、
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
の
取
り
組
み
は
複
数
の
分
野

を
横
断
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
柏

の
葉
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
で
は
、
20
年
３

月
、
既
存
の
取
り
組
み
を
検
証
・
総
括

し
、
目
指
す
ま
ち
の
姿
を
新
た
に
４
つ

の
観
点
で
示
し
ま
し
た
（
図
２
）」

　

国
土
交
通
省
が
19
年
度
に
始
め
た

「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
モ
デ
ル
事
業
」
で

は
、
15
事
業
が
先
駆
的
な
取
り
組
み
を

推
進
す
る
先
行
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
選
定
さ
れ
た
。
そ
の
内
訳
は
、
北
海

道
札
幌
市
や
東
京
都
江
東
区
豊
洲
エ
リ

ア
な
ど
の
大
都
市
か
ら
、
秋
田
県
仙
北

市
や
広
島
県
三
次
市
川
西
地
区
と
い
っ

た
地
方
部
ま
で
様
々
だ
。
さ
ら
に
、
重

点
事
業
化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
23
事

業
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
パ
ー
ト

ナ
ー
は
71
団
体
が
選
定
さ
れ
、
各
地
で

社
会
実
装
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
取
り
組
み
は
、

自
治
体
・
大
学
・
企
業
・
住
民
ら
の
共

同
組
織
を
立
ち
上
げ
て
推
進
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い
。
例
え
ば
、
永
野
氏
が
所
属

す
る
Ｕ
Ｄ
Ｃ
Ｋ
は
、
柏
の
葉
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
の
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
自
治

体
・
大
学
・
企
業
の
代
表
者
か
ら
成
る

機
関
で
、
ま
ち
の
将
来
構
想
の
計
画
・

推
進
を
担
う
（
図
３
）。

　
「
柏
の
葉
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
は
、
05

年
に
開
業
し
た
鉄
道
の
沿
線
の
ま
ち
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
ち
に
は

元
々
、
東
京
大
学
と
千
葉
大
学
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
自
治
体
と
大
学
、
都
市

開
発
を
進
め
る
企
業
が
連
携
し
、
そ
こ

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
も
参
画
し
て
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
」

　

数
多
く
の
ビ
ル
が
建
ち
並
び
、
人
口

１
万
人
超
と
な
っ
た
今
も
、
柏
の
葉
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
は
、
ま
ち
全
体
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
運
用
や
バ
ス
の
自
動
運
転
な
ど
、

住
民
の
意
見
も
反
映
し
な
が
ら
常
に
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
る
。

　
「
住
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
意

識
は
総
じ
て
高
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

活
動
も
盛
ん
で
す
。
Ｕ
Ｄ
Ｃ
Ｋ
が
月
１

回
開
く
、
ま
ち
の
交
流
会
（
Ｋ
サ
ロ
ン
）

で
は
、
毎
回
ま
ち
に
関
す
る
テ
ー
マ
を

決
め
て
対
話
を
し
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ

に
よ
っ
て
は
、
大
人
だ
け
で
な
く
、
大

学
生
や
高
校
生
も
参
加
し
て
い
ま
す
」

地
域
住
民
も
参
画
し
、

公
民
学
連
携
で
ま
ち
を
つ
く
る

●
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、「
暮
ら
す
」

「
学
ぶ
」「
働
く
」
の
３
つ
の
切
り

口
で
、
具
体
的
な
取
り
組
み
と
、

そ
れ
ら
を
通
じ
て
目
指
す
ま
ち
の

姿
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

学
大学・専門家

先端的知見・
創造的志向

持ち寄り・共同運営

民
市民・企業

公
行政

企業等の財源や推進力の
最大活用

学識や専門家の内部化

センターの外部化によるフラットな連携、
地域に根差した総合的なまちづくり

活力、
推進力、
技術

公共公益的視点、
公共財源、
公共施策

UDCK
（柏の葉アーバン
デザインセンター）

柏の葉スマートシティの4つの方向性と取り組み図２

柏の葉スマートシティのまちづくりの体制図３

＊柏の葉アーバンデザインセンターの説明資料を基に編集部で作成。

方向性 具体的な取り組み

モビリティー
駅を中心とする地
域内移動の利便性
向上

•自動運転バスの導入
•駅周辺交通の可視化・モニタリングツール
の構築

エネルギー

脱炭素社会に向け
た環境にやさしい
暮らしの実現

•ＡＥＭＳのクラウド化と需要予測の精度向上
•太陽光発電設備の保守管理ＩｏＴプラット
フォームの導入

•省ＣＯ２推進体制の構築

パブリック
スペース

人を呼び込み、暮
らしを支える豊かな
都市空間の形成

•ＡＩカメラ・センサー設置等を通じた多様な
サービスの展開

•センシングとＡＩ解析による予防保全型維
持管理

ウェルネス

あらゆる世代が、将
来にわたり、健康
で生き生き暮らすこ
とのできるまち

•柏の葉パスポート（仮称）を基盤とした個
人向けサービス展開

•新たなサービス・データプラットフォームの
基礎となる健康データ管理

•ＩｏＴ技術の導入による患者へのサービス向
上、院内の業務効率向上

＊柏の葉スマートシティコンソーシアム「柏の葉スマートシティ実行計画」を基に編集部で作
成。
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Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
新
技
術
は
、

暮
ら
し
の
問
題
を
ど
う
解
決
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
。

　
「
人
口
が
増
え
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
を
抑
え
る
、
建
物
が
建
ち
並
ん
で
も

緑
を
維
持
す
る
、
人
通
り
が
多
く
な
っ

て
も
安
全
を
守
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、

ま
ち
が
発
展
し
な
が
ら
将
来
的
に
も
持

続
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
新
技
術
が
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
」

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
柏
の
葉

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
で
は
、
大
規
模
施
設

や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
に
蓄
電
池
や
太
陽

光
発
電
を
備
え
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
消

費
の
多
い
施
設
と
消
費
の
少
な
い
施
設

の
間
で
電
気
を
融
通
し
合
う
よ
う
に
し

て
い
る
。
そ
う
し
た
仕
組
み
は
、
区
画

や
建
物
を
超
え
て
ま
ち
全
体
で
電
力
を

管
理
・
運
用
し
、
そ
れ
ら
の
電
力
を
可

視
化
す
る
「
エ
リ
ア
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）」

と
呼
ば
れ
る
。

　
「
今
後
は
、
例
え
ば
天
気
の
よ
い
日

は
屋
外
に
出
る
こ
と
を
促
す
な
ど
、
行

動
変
容
へ
の
働
き
か
け
を
自
動
的
に
行

う
こ
と
も
目
指
し
て
い
ま
す
」

　

自
動
車
の
交
通
量
を
抑
え
つ
つ
、
人

の
流
れ
を
活
発
化
さ
せ
る
た
め
、
公
共

交
通
機
関
の
利
便
性
を
高
め
る
こ
と
に

お
い
て
も
、
新
技
術
へ
の
期
待
は
大
き

い
。
そ
の
代
表
と
も
言
え
る
の
が
、
自

動
運
転
バ
ス
だ
。
柏
の
葉
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
で
は
、
公
道
で
自
動
運
転
バ
ス
を

営
業
運
行
さ
せ
る
実
証
実
験
を
実
施
し

て
い
る
（
写
真
１
）。

　
「
自
動
運
転
バ
ス
の
実
用
化
に
は
、

法
制
度
の
整
備
も
必
要
で
す
。
課
題
解

決
に
向
け
て
、
国
と
も
連
携
し
、
全
国

の
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
開
発
に
も
活
用

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

Ａ
Ｉ
を
搭
載
し
た
カ
メ
ラ
・
セ
ン

サ
ー
の
設
置
も
、
柏
の
葉
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
の
ま
ち
全
体
で
進
め
ら
れ
て
い

る
。
通
行
人
の
性
別
・
年
齢
層
・
属
性

な
ど
を
Ａ
Ｉ
が
判
断
し
、
交
通
量
や
自

然
環
境
の
計
測
デ
ー
タ
も
併
せ
て
分
析

す
る
こ
と
で
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
す
（
図
４
）。

　
「
カ
メ
ラ
の
設
置
は
防
犯
に
も
つ
な

が
り
、
子
ど
も
の
通
学
時
の
見
守
り
も

可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
通
行
中
に

倒
れ
た
人
を
検
知
し
、
周
囲
に
知
ら
せ

る
シ
ス
テ
ム
も
検
討
中
で
す
」

　

ほ
か
に
も
、
ま
ち
全
体
で
デ
ー
タ
を

共
有
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
の
利
便
性

を
図
る
取
り
組
み
も
あ
る
。
柏
の
葉
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
で
は
、
医
療
機
関
で
の

人
の
流
れ
を
検
知
し
、
患
者
の
待
ち
時

間
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
健
康
診
断
の
結
果
や
通
院

履
歴
な
ど
の
デ
ー
タ
を
一
元
管
理
し
、

健
康
支
援
に
役
立
て
る
シ
ス
テ
ム
の
構

築
も
検
討
し
て
い
る
。

　
「
健
康
状
態
を
分
析
し
て
助
言
し
た

り
、
病
気
が
重
症
化
す
る
前
に
通
院
を

促
し
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
超

高
齢
社
会
に
お
い
て
、
健
康
維
持
は
重

要
課
題
で
す
。
個
人
情
報
保
護
に
配
慮

し
な
が
ら
シ
ス
テ
ム
の
実
現
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
」

写真１　自動運転バスの車両。2019年 11月から、柏
の葉キャンパス駅と東京大学柏キャンパス間の、住宅
街や公道が含まれる約2.6㎞のルートでの走行実験を
実施中。

AIカメラ・センサー設置による安心・安全なまちづくり図４

建
物
間
で
電
力
を
融
通
し
合
い
、

ま
ち
全
体
で
省
エ
ネ
を
実
現

人
の
流
れ
を
検
知
す
る
Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ

で
安
心
・
安
全
な
ま
ち
に

安心・安全
ＡＩカメラを用いた安心・
安全なまちづくりにつな
がる情報発信。

•防犯・異常行動検知
サービス

•見守りサービス

都市空間運営
人の動きや滞留状況、環
境情報の分析による快適
な都市空間運営。

•デジタルツインとデジタ
ルマーケティング

•センシングデータ活用

ＡＩカメラ・
センサー
などの整備

暮
ら
す

生
活
の
質
を
高
め
る
利
便
性
や
快
適
さ
を
追
究

＊柏の葉スマートシティコンソーシアム「柏の葉スマートシティ実行計画」を基に編集部で作成。
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ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
研
究
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
。
例
え

ば
柏
の
葉
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
で
は
、
大

学
院
生
が
都
市
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
学

び
、
柏
の
葉
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
題
材

に
し
た
新
た
な
都
市
デ
ザ
イ
ン
を
提
案

す
る
講
座
を
毎
年
開
講
し
て
い
る
（
写

真
２
）。
参
加
者
の
提
案
を
基
に
、
市

民
が
気
軽
に
集
ま
る
こ
と
が
で
き
る
空

間
が
設
け
ら
れ
た
実
績
も
あ
る
。

　

ま
ち
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る
と

い
う
意
識
が
高
い
の
も
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
重
視
さ
れ
て
い
る
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
の
特
徴
だ
ろ
う
。
柏
の
葉
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
で
は
、
小
学
生
が
仮
想

商
店
街
で
職
業
体
験
を
す
る
イ
ベ
ン
ト

を
毎
年
開
催
（
写
真
３
）。
高
校
生
と

大
学
生
を
中
心
と
し
た
運
営
メ
ン
バ
ー

が
企
画
・
運
営
を
担
い
、
多
世
代
が
交

流
し
、
学
ぶ
場
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
子
ど
も
や
学
生
向
け
に
社
会
に
参

画
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る

の
は
、
自
分
た
ち
で
ま
ち
を
つ
く
る
体

験
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
で

す
」

　

ま
ち
に
あ
る
大
学
や
研
究
所
、
企
業

か
ら
講
師
を
招
き
、
子
ど
も
向
け
の
科

学
講
座
や
体
験
学
習
も
行
っ
て
い
る
。

　

新
技
術
に
よ
っ
て
都
市
の
利
便
性
や

快
適
性
が
高
ま
れ
ば
、
人
々
の
働
き
方

も
変
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
例

え
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ

て
公
共
空
間
が
快
適
に
な
っ
た
り
、
安

全
で
高
速
な
公
共
Ｗ
ｉ
─

Ｆ
ｉ
が
設
置
さ

れ
た
り
す
れ
ば
、
カ
フ
ェ
や
公
園
の
ベ

ン
チ
で
も
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
「
場
所
を
選
ば
ず
に
快
適
に
働
け
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
人
の
回
遊
性
が
高
ま

り
、
人
々
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、
そ

こ
か
ら
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
進
む
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
」

　

柏
の
葉
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
で
は
、
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
（
＊
２
）
や
デ

ジ
タ
ル
工
房
な
ど
を
備
え
た
「
Ｋ
Ｏ
Ｉ

Ｌ
」、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
利
用
し
た
事
業
を
支

援
す
る
「
柏
の
葉
Ｉ
ｏ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
共

創
ラ
ボ
」
を
設
置
。
自
治
体
、
企
業
、

大
学
、
地
域
住
民
ら
が
出
会
い
、
協
働

す
る
た
め
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。

　
「
新
し
い
技
術
や
シ
ス
テ
ム
は
、
需

要
と
供
給
の
相
互
関
係
が
あ
っ
て
こ
そ

生
み
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に

一
歩
先
の
ア
イ
デ
ア
が
加
わ
っ
て
、
よ

り
よ
い
も
の
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
て

い
ま
す
。
専
門
家
だ
け
で
は
な
く
、
公

民
学
の
多
様
な
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て

知
見
と
知
恵
を
出
し
合
う
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
そ
れ
を
実
現
で
き
る
場
が
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
に
は
あ
る
と
思
い
ま
す
」

　

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
は
、
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
、
様
々
な
実
験
を
行
い
、

試
行
錯
誤
を
積
み
重
ね
て
い
る
。

　
「
住
民
は
協
力
的
で
、
試
験
的
な
取

り
組
み
が
し
や
す
い
環
境
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
信
頼
関
係
が
重
要
で
、
住
民
に

成
果
を
き
ち
ん
と
還
元
で
き
る
よ
う
に

計
画
を
立
て
、
実
験
、
検
証
、
分
析
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

写真３　2007年から毎年開催されている「ピノ
キオプロジェクト」。以前の参加者が高校生や大
学生に成長し、企画・運営側の中心として参画す
るようになった。

写真２　「都市環境デザインスタジオ」は、東京
大学・千葉大学・東京理科大学・筑波大学の大学
院生が参加する演習プログラム。柏の葉スマート
シティを題材とした新たなアイデアを、年度末の
公開講評会で提案する。

　
「
学
校
を
超
え
た
学
び
の
場
を
提
供

し
、
今
こ
の
ま
ち
で
行
わ
れ
て
い
る
研

究
内
容
を
、
子
ど
も
に
分
か
り
や
す
く

伝
え
る
こ
と
で
、
最
先
端
の
研
究
や
ま

ち
づ
く
り
へ
の
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」

＊２　共同で作業する（Co-Working）場所（Space）のこと。

学
ぶ

ま
ち
の
リ
ソ
ー
ス
を
生
か
し
た
学
び
の
機
会
を
提
供

働
く

利
便
性
と
人
と
の
出
会
い
が
、働
き
方
を
変
え
て
い
く

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

世の中　　　　　解説
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人
の
意
思
決
定
が
性
別
に
よ
っ
て
制
限

さ
れ
る
社
会
は
、自
由
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

目
標
５
で
は
、
そ
う
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不

平
等
の
根
絶
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
取
り
組
み
の
柱
と
な
る
の
は
、
女
性
の

地
位
向
上
と
環
境
改
善
で
す
。国
連
で
は
、

特
に
女
性
に
対
す
る
身
体
的
・
性
的
暴
力

や
児
童
婚
の
禁
止
・
根
絶
、
女
性
の
経
済

的
・
労
働
的
地
位
の
向
上
な
ど
に
力
を
入

　
海
洋
汚
染
を
引
き
起
こ
す
要
因
の
中
で

も
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
で
す
。
世
界
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
年
間
生
産
量
は
増
加
し
て
お
り
、

2
0
1
5
年
に
ド
イ
ツ
・
エ
ル
マ
ウ
で
開

催
さ
れ
た
G
7
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
海
洋

ご
み
が
世
界
的
な
課
題
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
同
年
、
ア
メ
リ
カ
の
研
究

者
に
よ
り
、
世
界
で
年
間
約
8
0
0
万

れ
て
い
ま
す
。
女
性
議
員
の
割
合
や
労
働

参
加
率
、
家
事
や
育
児
と
い
っ
た
無
給
労

働
に
従
事
す
る
割
合
な
ど
の
指
標
を
見
る

と
、
世
界
的
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
に
は
改

善
が
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一
方

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
対
策
と
し
て
外
出
が
制
限
さ
れ
、
家
族

が
一
緒
に
い
る
時
間
が
増
え
た
こ
と
、
自

粛
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
た
こ
と
の

影
響
で
、
女
性
や
子
ど
も
へ
の
暴
力
が
急

増
し
た
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
は
、
女
性
に
限
っ

た
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。男
性
も
ま
た
、

ト
ン
以
上
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
陸
域
か
ら

海
域
に
流
出
し
て
い
る
と
推
計
さ
れ
、
50

年
に
は
海
洋
中
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
量
が
魚

の
量
を
超
え
る
と
い
う
、
衝
撃
的
な
予
測

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
19
年
に
行
わ

れ
た
G
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
追
加

的
な
海
へ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
流
入

を
、
50
年
ま
で
に
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目

指
す
と
し
た
「
大
阪
ブ
ル
ー
・
オ
ー
シ
ャ

ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
欧
米
を
中
心
に
、
世
界
各
国
で
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
に
向
け
た
様
々
な
取

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
よ
る

海
洋
汚
染
が
、
世
界
的
な
課
題

世
界
の
状
況

S D G s の
視 点 で 見 る

大学の学び

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
や
研
究
の
視
点
で
、
大
学
の
学
び
を
紹
介
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。

今
号
で
は
、
男
女
平
等
の
実
現
を
目
指
す
目
標
の
５
と
、
海
の
豊
か
さ
を
守
る
目
標
の
14
に
関
す
る
大
学
の
学
び
を
取
り
上
げ
る
。

ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
つ
い
て
、
世
界
と
日
本
の
状
況
を
解
説
し
た
後
、
目
標
５
は 

仁
愛
大
学
、
目
標
14
は
東
京
理
科
大
学
の
学
び
を
紹
介
す
る
。

目
標
14

持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
に
海
洋
・
海
洋
資
源

を
保
全
し
、
持
続
可
能
な
形
で
利
用
す
る

目
標
５

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
達
成
し 

、

す
べ
て
の
女
性
及
び
女
児
の
能
力
強
化
を
行
う

世
界
的
に
改
善
が
進
ん
で
い
る
が
、

感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
る
後
退
も

世
界
の
状
況

解　説

解　説
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「
男
性
ら
し
さ
」
を
求
め
ら
れ
る
が
故
に
、

生
き
方
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。さ
ら
に
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
の
セ
ク
シ
ャ

ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
人
々
の
権
利
保

障
も
、私
は
大
き
な
課
題
だ
と
考
え
ま
す
。

す
な
わ
ち
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
の
解
決
は
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
縛
ら
れ
て
生
き
て
い
る
あ

ら
ゆ
る
人
々
に
、
自
由
で
平
等
な
生
き
方

を
提
示
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

　

日
本
に
お
い
て
目
標
５
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
中
で
も
最
も
課
題
の
あ
る
目
標
の
１

つ
で
す
。
国
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
本
部
が
策

定
し
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

２
０
２
０
」で
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
は
、
３

本
柱
の
１
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

り
組
み
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
海
洋
へ
の
流
出

量
に
関
し
て
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
統
計

が
現
状
で
は
存
在
せ
ず
、
実
態
把
握
が
急

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
マ
イ
ク
ロ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
（
＊
１
）
は
、
魚
介
類
の
体

内
だ
け
で
な
く
、
人
の
排
泄
物
か
ら
も
見

つ
か
っ
て
お
り
、
生
態
系
へ
の
深
刻
な
影

響
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
10
か
国

以
上
の
研
究
者
が
集
ま
り
、
19
年
に
よ
う

や
く
、
海
洋
に
お
け
る
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
調
査
方
法
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

海
洋
汚
染
を
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、

陸
域
か
ら
海
域
へ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

の
流
出
量
を
抑
え
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
ま

す
。
目
標
達
成
に
向
け
て
、
各
国
の
河
川

で
の
流
出
を
調
査
す
る
方
法
を
制
定
す
る

こ
と
が
、
次
の
課
題
だ
と
私
は
考
え
て
い

ま
す
。

　

た
だ
現
状
で
は
、
２
０
２
０
年
ま
で

に
、「
指
導
的
地
位
」
に
お
け
る
女
性
の

割
合
を
30
％
に
す
る
と
し
た
男
女
共
同
参

画
政
策
の
目
標
の
達
成
に
は
ほ
ど
遠
い
な

ど
、
政
治
分
野
で
の
女
性
参
画
は
、
国
際

的
に
見
て
も
非
常
に
遅
れ
て
い
る
と
言
え

ま
す
。

　

ま
た
、
諸
外
国
と
比
較
す
る
と
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
に
関
す
る
問
題
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
最
近
で
は
、
医
学
部
入
試
に
お
け

る
女
性
差
別
問
題
が
大
き
く
報
じ
ら
れ
ま

し
た
。
背
景
に
は
歴
史
的
・
文
化
的
な
要

因
も
あ
り
ま
す
が
、
政
治
家
や
管
理
職
と

い
っ
た
意
思
決
定
者
に
女
性
が
少
な
い
状

況
が
、
一
層
解
決
し
づ
ら
く
し
て
い
る
と

い
う
の
が
現
状
で
す
。　
　

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
問
題
は
、
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
ー
の
人
々
が
声
を
上
げ
る
だ
け

で
は
解
決
し
ま
せ
ん
。
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー

と
し
て
生
き
る
こ
と
は
、一
種
の
「
特
権
」

で
あ
る
と
い
う
認
識
を
す
べ
て
の
人
が
持

ち
、
自
主
的
な
取
り
組
み
に
委
ね
る
の
で

は
な
く
、
社
会
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
連
の
報
告
書
（
＊
２
）
に
よ
る
と
、

日
本
は
、
１
人
あ
た
り
の
使
い
捨
て
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
排
出
量
が
年
間
32
キ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
世
界
で
２
番
目
に
多
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
政
府

は
、
30
年
ま
で
に
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
25
％
削
減
す
る
と
い
う
目
標
を
掲

げ
、
20
年
か
ら
レ
ジ
袋
有
料
化
の
実
施
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
行
政
や
企
業

が
先
導
し
て
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
取
り
組

み
を
行
う
の
と
同
時
に
、
我
々
研
究
者
が

各
地
域
の
状
況
を
把
握
し
、
ご
み
対
策
の

立
案
に
役
立
つ
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
消
費
者
が
、

環
境
へ
の
影
響
を
理
解
・
意
識
し
た
消
費

行
動
を
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

海
洋
汚
染
に
興
味
を
持
っ
た
ら
、
ま
ず

は
自
分
の
行
動
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。
問

題
意
識
を
持
ち
行
動
す
る
こ
と
が
、
問
題

解
決
策
を
考
え
る
上
で
役
立
ち
ま
す
。

＊1　プラスチックごみが紫外線や波などの作用で劣化し、５mm 以下になったもの。　＊2　UNEP( 国連環境計画）“SINGLE-USE PLASTICS”(2018)

問
題
解
決
に
は
企
業
だ
け
で
な
く
、

個
人
の
取
り
組
み
も
必
要

日
本
の
状
況

仁
愛
大
学
　
人
間
学
部

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科
　
准
教
授

織
田
暁
子

お
だ
・
あ
き
こ

東
京
理
科
大
学

理
工
学
部

土
木
工
学
科
　
教
授

二
瓶
泰
雄

に
へ
い
・
や
す
お

専
門
分
野
は
、
社
会
学
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
。
京
都
大

学
文
学
部
卒
業
後
、
同
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
指
導
認
定
退
学
。
日
本
学
術
振
興

会
特
別
研
究
員
を
務
め
た
後
、
２
０
１
６
年
か
ら

仁
愛
大
学
講
師
を
経
て
、
現
職
。

専
門
分
野
は
、
流
体
力
学
、
水
理
学
。
１
９
９
２

年
東
京
工
業
大
学
工
学
部
土
木
工
学
科
卒
業
。
94

年
同
大
学
院
理
工
学
研
究
科
土
木
工
学
専
攻
博
士

課
程
中
退
。
東
京
理
科
大
学
理
工
学
部
土
木
工
学

科
講
師
、
同
助
教
授
を
経
て
15
年
か
ら
現
職
。

解説者

解説者

Ｐ．
　

58
〜
59
で
、
目
標
５
の
達
成
に
向

け
た
［
仁
愛
大
学
］
の
学
び
を
紹
介

し
ま
す
。

Ｐ．
　

60
〜
61
で
、
目
標
14
の
達
成
に
向

け
た
［
東
京
理
科
大
学
］
の
学
び
を

紹
介
し
ま
す
。

女
性
の
地
位
向
上
を
図
る
た
め

一
層
の
努
力
が
求
め
ら
れ
る

日
本
の
状
況
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仁
愛
大
学
人
間
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
は
、国
際
化
が
進
む
社
会
で
、

地
域
や
産
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　

１
年
次
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

理
論
や
実
践
、
社
会
学
や
英
語
な
ど
を
広

く
学
び
、
２
年
次
か
ら
「
企
画
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」「
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

「
情
報
社
会
」
の
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て

専
門
性
を
高
め
る
。
同
学
科
の
企
画
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
４
年
の
髙
倉
美み

知ち

瑠る

さ
ん
は
、入
学
動
機
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
好
き
な
英
語
の
学
習
を
通
じ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
な
が

ら
、
幅
広
く
学
ぶ
中
で
自
分
が
興
味
を
持

て
る
分
野
を
見
つ
け
た
い
と
考
え
、
本
学

科
を
志
望
し
ま
し
た
」

　

同
学
科
で
は
、
学
生
が
学
び
の
位
置
づ

け
を
捉
え
や
す
く
す
る
た
め
、
２
０
１
８

年
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
型
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
開
発
～
地
域
連
携
教
育
の
実
践

と
体
系
化
～
」
と
し
て
、学
科
内
の
学
び
を

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
枠
組
み
で
横
断
的
に
整
理
。

目
標
達
成
に
向
け
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

を
持
ち
な
が
ら
、
ロ
ー
カ
ル
な
課
題
を
考

え
、
行
動
で
き
る
当
事
者
意
識
を
育
む
た

め
、
地
域
連
携
教
育
を
重
視
し
て
い
る
。

　

同
学
科
情
報
社
会
コ
ー
ス
３
年
の
長
谷

川
舞ま

い

実み

さ
ん
は
、
高
校
時
代
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
、
そ
の
楽
し
さ
や
意
義
を
実
感
。「
次

は
自
分
で
企
画
し
、
主
催
者
側
と
し
て
運

営
し
た
い
」
と
考
え
て
、
地
域
社
会
と
の

協
働
が
活
発
な
同
学
科
に
入
学
し
た
。

　

２
年
次
の「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
演
習
」

で
は
、
同
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
福

井
県
越
前
市
武た

け

生ふ

地
域
の
特
産
物
の
魅
力

を
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
武
フ
ェ
ス
」
を
、

地
域
活
性
化
団
体
と
と
も
に
企
画
・
運
営

し
た
（
写
真
１
）。

　
「
地
域
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
社
会
の
よ

さ
を
再
発
見
す
る
機
会
に
な
り
、
特
に
地

域
の
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、『
こ
の
地
域

で
暮
ら
し
て
い
き
た
い
』
と
い
っ
た
思
い

に
つ
な
が
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
私

は
主
催
者
の
一
員
と
し
て
、
不
測
の
事
態

に
冷
静
に
対
処
す
る
力
が
身
に
つ
い
た
と

思
い
ま
す
」（
長
谷
川
さ
ん
）

　

髙
倉
さ
ん
も
、
２
・
３
年
次
の
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
デ
ザ
イ
ン
基
礎
／
演
習
」
の

授
業
で
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
か
ら
運
営
ま

写真 1　長谷川さんの所属するグ
ループが企画・運営を担当した「武
フェス」では、越前和紙で作った
ランタンを会場に設置して、特産
品をアピール。来場者数は予想を
大きく上回り、盛況だった。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
枠
組
み
で
、

学
科
の
学
び
を
横
断
的
に
整
理

学
内
や
地
域
で
問
題
解
決
を
重
ね

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
当
事
者
と
し
て
向
き
合
う

人
間
学
部　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科　

情
報
社
会
コ
ー

ス
３
年

長
谷
川
舞
実

は
せ
が
わ
・
ま
い
み

福
井
県
立
福
井
商
業
高
校
卒
業
。

人
間
学
部　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科　

企
画
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
コ
ー
ス
４
年

髙
倉
美
知
瑠

た
か
く
ら
・
み
ち
る

福
井
県
立
福
井
商
業
高
校
卒
業
。

私
た
ち
が
紹
介
し
ま
す

大学の学び

この学びに
関する

SDGsの
目標

地
域
社
会
で
問
題
解
決
の
経
験
を
積
ん
だ
後
、

身
近
に
あ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
の
解
決
に
挑
む

仁
愛
大
学　

人
間
学
部　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科　

織
田
ゼ
ミ

この学びに関する
他の SDGsの目標
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を
持
ち
、
織
田
ゼ
ミ
に
入
っ
た
。
現
在
は
、

「
現
代
の
若
者
の
恋
愛
事
情
」
を
テ
ー
マ
に

卒
業
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
以
前
に
比
べ
、
大
学
で
学
ぶ
女
性
が

増
え（
目
標
４
）、
出
産
後
も
正
社
員
と
し

て
働
き
続
け
る
女
性
が
増
加
す
る
な
ど

（
目
標
８
）、
性
別
に
よ
る
役
割
や
分
業
の

意
識
が
変
化
し
、そ
れ
ら
の
目
標
は
改
善

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
若
者

の
恋
愛
観
や
結
婚
観
が
ど
の
よ
う
に
変
化

し
て
き
た
の
か
に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。

１
９
８
０
年
代
～
90
年
代
に
行
わ
れ
た
恋

愛
観
や
結
婚
観
の
調
査
結
果
を
文
献
か
ら

調
べ
、
私
が
こ
れ
か
ら
行
う
学
生
を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
比
較
し
、
考

察
を
深
め
て
い
き
ま
す
（
写
真
２
）」

　

長
谷
川
さ
ん
が
織
田
ゼ
ミ
に
入
っ
た

き
っ
か
け
は
、
学
校
祭
で
同
ゼ
ミ
が
性
の

多
様
性
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
授
業
で
L
G
B
T

に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
を
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
て
多
く
の
人
に
伝
え
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問

題
を
深
め
た
い
と
考
え
た
か
ら
だ
。
現
在

の
研
究
テ
ー
マ
は
、
テ
レ
ビ
番
組
を
見
て

覚
え
た
違
和
感
か
ら
設
定
し
た
と
い
う
。

　
「
化
粧
を
し
た
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
映

像
を
見
た
一
般
の
人
々
か
ら
、『
ア
ス
リ
ー

ト
の
爽
や
か
さ
が
な
く
な
っ
た
』『
化
粧

を
す
る
暇
が
あ
る
な
ら
競
技
に
集
中
す
べ

き
』
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
こ
と
さ
ら
に

『
美
人
ア
ス
リ
ー
ト
』
が
も
て
は
や
さ
れ

る
風
潮
も
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
状
況
は
、

ス
ポ
ー
ツ
に
は
「
男
ら
し
さ
」
の
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
、「
女
ら
し
さ
」
は
求
め
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
や
ス
ポ
ー
ツ
が
男
性
中
心

の
世
界
で
あ
る
こ
と
に
要
因
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等（
目

標
５
）を
掘
り
下
げ
て
研
究
し
て
い
ま
す
」

　

長
谷
川
さ
ん
は
、「
こ
の
研
究
が
、
性

別
を
問
わ
ず
に
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と

を
少
し
で
も
後
押
し
で
き
る
よ
う
な
内
容

（
目
標
10
）に
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
」

と
意
気
込
む
。
髙
倉
さ
ん
は
、
卒
業
後
は

民
間
企
業
へ
の
就
職
が
決
ま
っ
て
い
る
。

　
「
仕
事
で
は
、
大
学
で
身
に
つ
け
た
企

画
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
発
揮

し
た
い
で
す
。
ま
た
、
自
分
ら
し
く
生
き

る
こ
と
を
追
い
求
め
る
と
と
も
に
、
周
囲

の
人
が
悩
ん
で
い
る
時
に
相
談
に
乗
れ
る

よ
う
な
人
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

で
を
実
践
し
た
。

　
「
地
域
を
活
性
化
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
・
運
営
な
ど
を
通
し
て
、
自
分
は
周
囲

の
意
見
を
ま
と
め
る
の
が
得
意
な
こ
と
に

気
づ
き
、
他
の
授
業
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
も
、
ま
と
め
役
を
意
識
し
て
務
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」

　

そ
の
よ
う
に
、
学
内
や
地
域
な
ど
の
場

で
問
題
を
発
見
し
、そ
の
解
決
策
を
考
え
、

実
行
す
る
こ
と
を
繰
り
返
す
。
そ
う
し
た

経
験
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
当
事
者
と
し
て
向

き
合
う
姿
勢
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

３
年
次
か
ら
は
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
実
践

的
に
学
び
（
＊
）、
４
年
次
は
卒
業
研
究

に
取
り
組
む
。

　

織
田
暁
子
准
教
授
の
ゼ
ミ
で
は
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の「
目
標
５　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を

実
現
し
よ
う
」
を
始
め
、
男
女
平
等
や
性

の
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
構
築
に

資
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　

髙
倉
さ
ん
は
、１
年
次
に
履
修
し
た
「
共

生
社
会
論
」
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
社
会
階
層

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の

人
々
が
直
面
す
る
問
題
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

そ
れ
を
機
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
に
関
心

　

人
は
、自
分
の
知
る
世
界
を
「
あ
た
り
前
」

と
考
え
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
が
偏
っ
た
思
い

込
み
で
あ
る
こ
と
は
、少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
分
か
り
や
す
い
例
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で

す
。「
男
性
ら
し
さ
」「
女
性
ら
し
さ
」
に
と

ら
わ
れ
る
と
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
た
り
、
社

会
的
な
不
平
等
を
も
た
ら
し
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

私
の
ゼ
ミ
で
は
、
身
近
に
あ
る
「
あ
た
り

前
」
を
社
会
学
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら

分
析
し
、
ほ
か
の
人
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

行
動
し
て
い
る
の
か
、
自
分
が
当
然
と
思
う

の
は
な
ぜ
な
の
か
な
ど
を
探
っ
て
い
き
ま

す
。

　

身
近
な
問
題
を
扱
う
か
ら
こ
そ
、
客
観
的

な
根
拠
に
基
づ
い
て
論
じ
る
こ
と
を
大
切
に

す
る
よ
う
学
生
に
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
文
献
の
講
読
を
通
し
て
社
会
学
の
知
識

や
統
計
の
読
み
方
、
論
文
の
書
き
方
な
ど
を

習
得
し
、
さ
ら
に
は
統
計
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
な
ど
の
計
量
的
な
手
法
を
用
い
て
社
会
を

分
析
す
る
ス
キ
ル
な
ど
を
身
に
つ
け
ま
す
。

　

そ
う
し
て
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
考
え
、

行
動
す
る
経
験
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
よ
う
な
グ

ロ
ー
バ
ル
な
課
題
に
取
り
組
む
力
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊　ゼミは、コースに関係なく選択することが可能。

人
間
学
部

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

准
教
授

織
田
暁
子

お
だ
・
あ
き
こ

写真 2　髙倉さんの卒業研究で
は、学生を対象に、恋愛や結婚
などへの価値観を調査予定。

身
近
な
気
づ
き
を

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
分
析

身
近
な「
あ
た
り
前
」を
疑
う
こ
と
が
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
る

学
び
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
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東
京
理
科
大
学
理
工
学
部
土
木
工
学
科

で
は
、
社
会
基
盤
整
備
を
担
う
人
材
の
育

成
を
目
指
し
て
い
る
。同
学
科
を
卒
業
し
、

現
在
、
理
工
学
研
究
科
土
木
工
学
専
攻
修

士
２
年
の
小
林
俊
介
さ
ん
は
、
入
学
の
動

機
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
私
は
物
理
が
好
き
で
、
大
学
で
は
物

理
を
応
用
し
て
社
会
貢
献
が
で
き
る
よ

う
な
研
究
を
し
た
い
と
考
え
て
い
た
と
こ

ろ
、物
理
関
係
の
技
術
者
で
あ
る
父
か
ら
、

土
木
工
学
科
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
調
べ

て
み
る
と
、工
学
は
土
木
構
造
物
の
計
画
・

設
計
だ
け
で
な
く
、
環
境
問
題
な
ど
の
社

会
課
題
に
も
役
立
つ
学
科
だ
と
知
り
、
本

学
科
を
志
望
し
ま
し
た
」

　

１
年
次
は
、
土
木
工
学
を
学
ぶ
た
め
の

基
礎
力
養
成
を
目
的
に
、
数
学
、
物
理
学
、

生
物
、
化
学
な
ど
を
履
修
。
２
年
次
は
、

土
質
力
学
や
水
理
学
、
図
学
、
構
造
力
学

実
験
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
実
験
な
ど
を

履
修
し
、
３
年
次
に
は
、
構
造
工
学
や
地

盤
工
学
・
水
理
学
な
ど
の
専
門
科
目
を
選

択
し
て
学
ぶ
。

　

小
林
さ
ん
は
、
３
年
次
に
二に

瓶へ
い

泰や
す

雄お

教

授
の
「
環
境
水
理
学
」
の
授
業
を
受
け
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
４
年
次
か
ら
水
理

研
究
室
に
入
っ
た
。

　
「『
環
境
水
理
学
』
の
授
業
で
は
、
本
学

の
野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
（
千
葉
県
）
に
あ
る

湿
地
の
水
質
や
生
物
を
調
査
し
ま
し
た
。

私
の
趣
味
は
野
鳥
観
察
の
た
め
、
屋
外
で

生
物
を
観
察
す
る
こ
と
が
好
き
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
現
地
観
察
か
ら
考
察
す
る
研

究
手
法
が
自
分
に
は
合
っ
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。
そ
う
し
た
現
地
観
察
や
観
測
を

行
い
な
が
ら
、
環
境
保
全
に
か
か
わ
る
研

究
室
に
入
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
」

　

水
理
研
究
室
で
は
、豪
雨
な
ど
の
防
災
・

減
災
、
大
気
環
境
、
水
環
境
に
か
か
わ
る

研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　

小
林
さ
ん
が
学
部
４
年
次
か
ら
取
り
組

む
の
が
、
河
川
に
お
け
る
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
（
以
下
、
M
P
＊
１
）
ご
み

に
よ
る
汚
染
状
況
の
調
査
だ
。
M
P
は

小
さ
く
軽
い
た
め
に
遠
方
に
運
ば
れ
や
す

く
、有
害
な
化
学
物
質
を
吸
着
す
る
た
め
、

生
態
系
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。　
　
　

　

同
研
究
室
で
は
、
M
P
の
発
生
源
で
あ

る
陸
域
や
河
川
か
ら
海
洋
へ
の
流
出
量
を

調
査
す
る
こ
と
が
「
目
標
14
　
海
の
豊
か

さ
を
守
ろ
う
」
だ
け
で
な
く
、
河
川
を
含

む
陸
の
豊
か
さ
も
守
る
（
目
標
15
）
こ
と

に
も
貢
献
す
る
と
考
え
て
お
り
、
小
林
さ

ん
は
、
河
川
に
お
け
る
M
P
ご
み
の
測

定
方
法
の
開
発
を
進
め
て
い
る
。

　
「
測
定
器
を
河
川
の
水
の
表
面
だ
け
で

な
く
、
一
定
の
水
深
に
設
置
し
て
、
河
川

の
鉛
直
（
＊
２
）
方
向
に
お
け
る
M
P

の
分
布
を
調
査
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
川
の
流
れ
が
速
い
た
め
、
測
定

器
の
設
置
で
試
行
錯
誤
し
ま
し
た
（
写

真
）。
デ
ー
タ
収
集
に
も
苦
労
し
ま
し
た

が
、
私
の
好
き
な
海
鳥
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

＊１ プラスチックごみが紫外線や波などの作用で劣化し、５mm 以下になったもの。　＊２　水平面に対して垂直であること。

幅
広
く
土
木
工
学
を
学
び
、

社
会
問
題
の
解
決
に
役
立
て
る

河
川
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に

よ
る
汚
染
状
況
を
調
査

大学の学び

この学びに
関する

SDGsの
目標

私
た
ち
が
紹
介
し
ま
す

河
川
か
ら
海
洋
へ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
流
出
量
の

測
定
手
法
を
開
発
し
、
豊
か
な
海
を
取
り
戻
す

東
京
理
科
大
学　
理
工
学
部　
土
木
工
学
科　

水
理
研
究
室

理
工
学
部　

土
木
工
学
科　

４
年太

田 

洸

お
お
た
・
ひ
ろ

茨
城
県
・
私
立
水
城
高
校
卒
業
。

同
大
学
院
に
進
学
予
定
。

理
工
学
研
究
科　

土
木
工
学
専

攻  

修
士
２
年

小
林
俊
介

こ
ば
や
し
・
し
ゅ
ん
す
け

東
京
都
・
私
立
世
田
谷
学
園
中

学
校
・
高
校
卒
業
。

この学びに関する
他のSDGsの目標
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グ
手
法
」
だ
（
図
）。
そ
の
手
法
で
は
、

M
P
よ
り
大
き
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
検

出
を
目
的
に
し
て
お
り
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

で
河
川
の
水
面
を
撮
影
し
、
そ
の
映
像
を

解
析
し
て
、
ご
み
量
を
測
定
す
る
。
撮
影

は
市
販
の
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
で
き
る
た

め
、
安
価
で
導
入
で
き
る
と
い
う
利
点
が

あ
り
、
発
展
途
上
国
の
技
術
支
援
へ
の
適

用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
「
現
状
で
は
、
色
か
ら
ご
み
を
検
出
す

る
た
め
、
雨
の
波
紋
や
虫
な
ど
も
、
ご

み
と
判
定
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
画
像
解
析
に
A
I
や
深
層
学
習（
＊

３
）
の
技
術
を
用
い
て
、
精
度
を
高
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
太
田
さ
ん
）

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
の
影
響
で
、同
研
究
室
で
は
週
１
回
、

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル
を
用
い
て
ゼ
ミ

発
表
を
行
い
、
研
究
を
深
め
て
い
る
。

　
「
画
像
解
析
に
ど
の
よ
う
に
A
I
を
取

り
入
れ
た
ら
よ
い
か
、
A
I
に
詳
し
い
教

授
に
話
を
聞
い
た
り
、
Ａ
Ｉ
を
用
い
て
大

気
の
研
究
を
し
て
い
る
先
輩
の
発
表
を
参

考
に
し
た
り
し
て
、
勉
強
し
て
い
ま
す
」

（
太
田
さ
ん
）

　

現
在
、
小
林
さ
ん
は
、
鉛
直
方
向
だ
け

で
な
く
、
横
断
方
向
に
お
け
る
分
布
も
調

査
し
、
最
終
的
に
は
全
国
の
河
川
か
ら
海

洋
へ
の
M
P
流
出
量
を
推
定
し
よ
う
と

試
み
て
い
る
。

　

太
田
さ
ん
も
小
林
さ
ん
と
用
い
る
手
法

は
別
だ
が
、同
様
の
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

　
「
将
来
的
に
は
、
各
地
域
の
海
洋
へ
の

ご
み
の
流
出
量
を
測
定
し
て
マ
ッ
プ
化

し
、
そ
れ
を
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
作
る
責

任
・
使
う
責
任
（
目
標
12
）
に
つ
い
て
皆

が
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
え
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
」（
太
田
さ
ん
）

　

太
田
さ
ん
は
大
学
院
に
進
学
予
定
で
、

小
林
さ
ん
は
大
学
院
卒
業
後
、
上
下
水
道

の
建
設
や
水
環
境
の
整
備
な
ど
を
行
う
水

分
野
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
就
職

予
定
だ
。

　

を
誤
飲
し
て
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
調
査
の
必
要
性
を
強

く
感
じ
、
前
向
き
に
取
り
組
め
ま
し
た
」

　

同
学
科
４
年
の
太
田
洸ひ

ろ

さ
ん
は
、
二
瓶

教
授
の
「
現
代
に
お
け
る
土
木
技
術
の
役

割
と
展
望
」
の
授
業
で
聞
い
た
小
林
さ
ん

の
研
究
に
興
味
を
持
ち
、
水
理
研
究
室
に

入
る
こ
と
を
決
め
た
。

　
「
S
D
G
s
の
中
で
も
、
特
に
海
洋
ご

み
に
関
す
る
目
標
に
関
心
が
あ
り
ま
し

た
。
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
研
究
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
た
時
に
、
小
林
さ
ん

の
研
究
を
知
り
、
自
分
も
挑
戦
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
」

　

太
田
さ
ん
の
研
究
テ
ー
マ
は
、「
画
像

解
析
に
よ
る
ご
み
輸
送
量
モ
ニ
タ
リ
ン

写真　橋の上から重しをつけた観測機材を
川底に下ろし、河川におけるマイクロプラ
スチック調査と水質調査を行っている様子。

　

水
理
学
と
は
、
水
の
流
れ
を
力
学
的
に
解

析
す
る
学
問
で
、
私
の
研
究
室
で
は
、
水
に

か
か
わ
る
防
災
・
減
災
や
水
環
境
の
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
研
究
で
も
重
視
し
て

い
る
の
は
、
現
地
観
測
を
行
い
、
ど
の
よ
う

な
問
題
が
起
き
て
い
る
の
か
を
肌
で
感
じ
取

る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
河
川
の
汚
染
状
況

の
調
査
で
は
、
日
本
全
国
の
70
河
川
を
対
象

に
し
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
地
道
な
作
業
が
多
い
で
す
が
、

学
生
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
た
め

に
、
問
題
の
背
景
に
あ
る
社
会
問
題
を
伝
え

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、私
の
「
環
境
水
理
学
」

と
い
う
授
業
で
は
、
海
洋
汚
染
の
問
題
を
身

近
に
考
え
さ
せ
た
い
と
い
う
ね
ら
い
か
ら
、

学
生
に
、
自
分
が
１
日
に
ど
の
く
ら
い
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
使
っ
て
い
る
か
を
調
べ
さ
せ
、

そ
の
結
果
を
発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
分
の
研
究
が
ど
う
社
会
で
役
立

つ
の
か
、
研
究
の
意
義
に
つ
い
て
も
理
解
さ

せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
河
川
に

お
け
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
の
状
況
を
調
べ

る
研
究
者
は
少
な
い
た
め
、
私
た
ち
が
開
発

し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
が
、
世
界
で
の
計

測
基
準
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
伝
え
る
こ

と
で
、
使
命
感
を
高
め
て
い
ま
す
。　

理
工
学
部

土
木
工
学
科
　
教
授

二
瓶
泰
雄

に
へ
い
・
や
す
お

現
地
に
赴
い
て
問
題
を
把
握
し
、

そ
の
解
決
に
工
学
を
役
立
て
る

＊３　ディープラーニングとも言われ、人間の脳で起きる情報処理方式をモデルにコンピューターに学習させる機械学習の手法の１つ。

画像解析によるごみ輸送量モニタリング手法図

画像の色差から、ごみを人工系・自
然系に判別。誤認識もあるため、AI 
を用いて精度を高める予定。

A 

I
を
用
い
て
河
川
の
ご
み
を

検
出
す
る
シ
ス
テ
ム
開
発
に
挑
む

学
び
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
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新型コロナウイルスの感染拡大による臨時休業を経て、
全国各地の学校が自校の生徒に必要な新しい日常とはどのようなものか、模索している。

「若手教師・教育創造MTG」に集まった若手教師は今、「with/after コロナ」の学校をどう見据えて、
どのようなことに関心を持っているのだろうか。オンラインで行われた２回目のミーティングについてリポートする。

若手教師・教育創造MTGミーティング

第２回オンラインミーティング・リポート

日々の気づきや悩みを共有し、
自校の課題に向き合う活力を得る

　

６
月
に
開
催
さ
れ
た
２
回
目
の
オ
ン
ラ

イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、メ
ン
バ
ー
が「
最

近
の
興
味
・
関
心
や
気
が
か
り
な
こ
と
」

を
語
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
全
員

が
、
授
業
実
践
、
探
究
学
習
、
進
路
指
導

の
３
テ
ー
マ
の
中
か
ら
好
き
な
テ
ー
マ
を

１
つ
選
ん
で
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
同
じ

テ
ー
マ
を
選
ん
だ
メ
ン
バ
ー
に
向
け
て
、

最
近
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
気
づ
い
た

こ
と
、
意
見
を
聞
き
た
い
こ
と
を
１
人
ず

つ
話
し
、グ
ル
ー
プ
内
で
対
話
を
行
っ
た
。

　
「
授
業
実
践
」
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
て
他
校
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が
り
な

が
ら
、
異
な
る
学
校
の
生
徒
が
同
時
刻
に

同
じ
授
業
を
受
け
る
実
践
な
ど
が
紹
介
さ

れ
た
。
活
動
の
中
で
見
ら
れ
た
生
徒
の
主

体
性
・
協
働
性
の
評
価
の
仕
組
み
な
ど
が
、

さ
ら
に
議
論
を
重
ね
る
価
値
の
あ
る
話
題

と
し
て
共
有
さ
れ
た
。「
探
究
学
習
」で
は
、

「w
ith/after

コ
ロ
ナ
の
探
究
学
習
の
あ

り
方
」「
探
究
学
習
を
軸
に
し
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
話
題
と
す
る

メ
ン
バ
ー
が
多
く
、
ま
た
、「
進
路
指
導
」

で
は
、
調
査
書
の
様
式
が
変
わ
り
、「
指

導
上
参
考
と
な
る
諸
事
項
」
の
欄
が
拡
充

さ
れ
る
中
で
の
調
査
書
作
成
の
あ
り
方

や
、
１
・
２
年
次
の
進
路
意
識
の
醸
成
に

つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
後
半
で

若手教師が語った

最近の興味・関心

ＮＥＸＴリーダーが
オンライン＆オフラインで
集まり、語り合う

若
手
教
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の

興
味
・
関
心
、
悩
み
を
語
る

教科学習で習得した知識と体験を構造化させる口
頭試験を実施したい。非認知スキルを評価するルー
ブリックの設定など、試行錯誤の真っ最中！

地域と連携した探究学習が、臨時休業で止
まってしまった。外部連携を今後どのように
進めていくか模索中。

総合型選抜、学校推薦型選抜に向けて、生
徒の成長を的確に可視化する調査書のあり
方について考えているところ。

臨時休業明けの教科学習の進度などについ
て、学年間での目線合わせが不十分なのが
気がかり……。

探究のテーマを自分事として捉えさせるための指導
のアイデアを、本ミーティングで知り合った先生か
らいただいた。早速試し、うまくいっている！

担当教科を問わず、全教師を巻き込んだ小
論文指導体制を今年度こそ構築したい。より
よい組織づくりの視座がほしい。
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は
、「
私
の
教
育
活
動　

喜
怒
哀
楽
ス
ピ
ー

チ
」
と
題
し
て
、
２
人
の
メ
ン
バ
ー
が
、

「
今
後
の
学
校
の
『
授
業
』
が
担
う
役
割

と
は
？
」「『
未
来
が
分
か
ら
な
い
』
と
本

気
で
悩
む
生
徒
に
で
き
る
こ
と
は
？
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
自
分
の
考
え
や
感
じ
て

い
る
課
題
を
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
発
表
し

た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ほ
か
の
メ
ン
バ
ー

か
ら
は
自
身
の
体
験
を
踏
ま
え
た
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
が
送
ら
れ
た
（
左
囲
み
参
照
）。

　

今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

は
、
一
人
ひ
と
り
が
持
っ
て
い
る
関
心
事

や
感
じ
て
い
る
課
題
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て

た
対
話
に
多
く
の
時
間
が
割
か
れ
た
。

　

メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、「
み
ん
な
の
悩
み

が
ど
れ
も
身
近
な
も
の
で
、
ど
の
先
生

も
毎
日
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
過
ご
し
て
い

る
の
だ
と
分
か
っ
た
。
臨
時
休
業
が
終
わ

り
、
非
日
常
か
ら
少
し
ず
つ
日
常
に
戻
る

中
で
、
毎
日
の
業
務
を
こ
な
す
の
に
精

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た

中
で
も
教
育
へ
の
探
究
心
を
忘
れ
ず
に
い

た
い
」「
全
国
の
先
生
方
と
共
通
の
課
題

を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
だ
け
で
な

く
、
自
分
の
中
で
さ
ら
に
新
た
な
課
題
が

見
え
て
き
た
よ
う
に
感
じ
る
。
課
題
が
課

題
を
呼
ぶ
…
…
そ
ん
な
体
験
が
で
き
た
」

と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

次
代
を
リ
ー
ド
す
る
役
割
が
期
待
さ
れ

る
メ
ン
バ
ー
同
士
で
対
話
す
る
中
、
多

様
な
視
点
を
学
ぶ
こ
と
で
「
も
っ
と
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
」
と
い
っ
た
気
持
ち

を
各
メ
ン
バ
ー
が
持
つ
こ
と
が
で
き
た
今

回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
熱
い

志
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
た
か
ら
こ

そ
、
お
互
い
を
励
ま
し
合
い
、
新
た
な
視

座
を
提
供
す
る
関
係
が
生
ま
れ
て
い
る
。

で
は
、
そ
の
場
で
の
気
づ
き
や
学
び
を
、

自
校
や
地
域
に
ど
の
よ
う
に
還
元
し
、「
創

造
の
ア
ク
シ
ョ
ン
」を
生
ん
で
い
く
の
か
。

今
後
の
動
き
を
期
待
し
た
い
。

対
話
を
通
し
て

探
究
心
、
向
上
心
が
高
ま
る

私の教育活動　喜 怒 哀 楽
〜２人の若手教師の発表内容〜

テーマ１●授業改善

テーマ２●進路指導

今後の学校の「授業」が担う役割とは？
岩手県立遠

とお

野
の

高校　佐藤紘
こう

大
だい

先生

「未来が分からない」と
本気で悩む生徒にできることは？

三重県立神
かん

戸
べ

高校　森田歩美先生

Society 5.0 によって教育の個別最適化が進
み、他者と協働して最適解や納得解を導いた
り、新しい価値を創出したりする力の育成が
ますます重要になる。そうした、「よく生きる」
力を育むための授業デザインとはどのような
ものか、先生方と一緒に探究していきたい。

面談などで「やりたいことが分からない」「何
でもいい」といった言葉を生徒から聞くこと
が少なくない。生徒が幸せな人生を歩んでい
くために、教師としてどのような声かけをす
ればよいのか、みんなで考えたい。

佐藤先生の発表に対する意見・感想
◎地域の人たちや企業で働く社会人の話は生徒
に刺激を与え、新しい気づきを生む機会として今
後ますます重要だと思う。学校という枠、教科と
いう枠を飛び越える場面をたくさんつくりたい！

◎教科学習も、社会の様々な事象と関連づけて
展開できる。本校では、家庭科が SDGs（＊）の
17 のゴールとひもづけながら授業を行っている
が、そうしたことを他教科でも積極的に進めたい。

森田先生の発表に対する意見・感想
◎先のことよりも半年後、１年後をイメージさせ
ながら指導するようにしている。近い未来に向け
て、今、何をすべきかを具体化させてはどうか。

◎何を目指すのか、進路目標を決めることも大事
だけれど、目標に向かって進む過程で身につく力
こそが大切だと伝えることも重要だと思う。

佐藤先生
の
思い

森田先生
の
思い

＊　Sustainable Development Goals の略。2015 年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」など、17 の目標と 169 のターゲッ
トから成る。
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中
村
先
生　
２
０
１
４
年
度
に
私
が
赴
任

し
た
当
時
の
秋
田
南
高
校
は
、
県
内
有
数

の
進
学
実
績
を
着
実
に
積
み
重
ね
て
は
い

た
も
の
の
、
特
徴
的
な
教
育
や
盛
り
上
が

る
行
事
な
ど
が
見
あ
た
ら
な
い
、「
普
通

の
進
学
校
」
で
し
た
。
当
時
は
中
高
一
貫

教
育
校
化
に
向
け
、
中
等
部
の
設
置
準
備

を
行
っ
て
い
る
最
中
で
し
た
。
そ
こ
で
、

本
校
の
基
本
理
念
「
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
」
を
明
確
化
し
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
へ

の
申
請
も
行
い
ま
し
た
。
育
成
を
目
指

す
資
質
・
能
力
と
し
て
、「
５
つ
の
能
力
、

３
つ
の
資
質
」
を
設
定
し
、
主
に
探
究
活

動
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
資
質
・
能
力
を
育

成
す
る
構
想
を
打
ち
立
て
た
の
で
す
（
P.
　

66
・
67
図
２
）。

実践事例
「
対
話
」
を
重
視
し
た
校
内
外
の
活
動
を
通
じ
て

主
体
性
が
養
わ
れ
、
生
徒
が
率
先
し
て
進
路
選
択
を
行
う
よ
う
に

A1

　

新
学
習
指
導
要
領
は
、
予
測
困
難
な
社

会
を
生
き
る
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力

の
育
成
を
目
的
と
し
、「
何
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
か
」
を
重
視
し
た
学
力
観
を
よ

り
明
確
化
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
探

究
系
の
教
科
・
科
目
が
創
設
さ
れ
る
。
生

徒
が
自
ら
の
興
味
・
関
心
を
軸
に
課
題
を

発
見
し
、
解
決
を
目
指
す
中
で
身
に
つ
け

た
資
質
・
能
力
を
教
師
が
多
面
的
に
把
握

し
、
生
徒
の
次
の
学
び
に
つ
な
げ
る
形
成

的
評
価
が
重
要
に
な
る
。大
学
入
試
で
も
、

学
部
の
学
び
へ
の
接
続
を
意
識
し
た
選
抜

を
行
う
傾
向
が
強
ま
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

文
部
科
学
省
か
ら
の
新
学
習
指
導
要
領

に
対
応
し
た
入
試
（
新
課
程
入
試
）
に
つ

い
て
の
詳
細
な
発
表
は
、
２
０
２
１
年
の

夏
頃
に
な
る
予
定
で
、
現
状
で
は
不
明
な

点
も
多
い
が
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能

力
に
基
づ
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
す
る

た
め
に
は
、
今
か
ら
新
課
程
入
試
に
向
け

た
進
路
指
導
の
あ
り
方
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
。

　

今
回
は
、
探
究
活
動
を
通
じ
て
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
進
路
実
現
を
目
指
す
、
秋
田

県
立
秋
田
南
高
校
の
実
践
を
紹
介
す
る
。

テーマ

新課程入試につながる進路指導とは
─生徒一人ひとりが学びや経験を意味づけ、進路・キャリアにつなぐ─

「
大
学
の
学
び
へ
の
接
続
」
を
目
指
し
た

探
究
活
動
と
進
路
指
導

秋
田
県
立
秋
田
南
高
校

探
究
活
動
は
、
生
徒
の
進
路
選
択
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
？

秋
田
県
立
秋
田
南
高
校
は
、２
０
１
５
年
度
に
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ

Ｇ
Ｈ
）
の
指
定
を
受
け
、育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
と
し
て
「
５
つ
の
能
力
、３
つ
の
資
質
」

（
P.
　

66
・
67
図
２
）
を
設
定
し
、
探
究
活
動
を
通
じ
た
育
成
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
５
年
間
で

深
化
し
た
探
究
活
動
で
は
、
生
徒
の
中
に
、
課
題
を
見
つ
け
、
主
体
的
に
取
り
組
む
態
度

が
醸
成
さ
れ
て
い
る
。
自
ら
探
究
に
臨
む
姿
勢
が
、
生
徒
の
進
路
選
択
と
教
師
の
進
路
指

導
を
ど
う
変
え
て
き
た
の
か
、
話
を
聞
い
た
。

Q1

新
課
程
入
試
に
つ
な
ぐ

進
路
指
導
と
は

は
じ
め
に

新学習指導要領の実施に向けた準備が本格化する中、学校現場は様々な課題に直

面することが予測される。本コーナーでは、実践事例や有識者インタビューなど

を通じて、現場の疑問や課題を解決し、自校の実践につなげる情報を提供する。
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關せ
き

先
生　
探
究
活
動
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
期
間
中

と
期
間
終
了
後
の
現
在
で
は
、
探
究
テ
ー

マ
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
若
干
の
違
い
は
あ

り
ま
す
が
、
資
質
・
能
力
の
育
成
に
お
い

て
重
視
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
共
通
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
対
話
す
る
機
会
を
意

図
的
に
多
く
設
定
す
る
こ
と
、
憧
れ
ら
れ

る
先
輩
を
育
て
る
こ
と
、
そ
し
て
地
域
連

携
の
推
進
で
す
。（
図
１
）

中
村
先
生　
探
究
活
動
を
通
じ
て
、
協
働

作
業
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
得
意
な

生
徒
が
増
え
る
な
ど
、
育
成
を
目
指
し
て

い
た
資
質
・
能
力
が
想
像
以
上
に
伸
び
ま

し
た
。
そ
し
て
、
通
常
の
授
業
で
は
見
過

ご
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
生
徒
の
長
所
に
、

私
た
ち
教
師
が
気
づ
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、生
徒
に
「
南
高
の
探
究
活
動
」

の
歴
史
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
す
る
意
識

が
芽
生
え
、「
後
輩
の
た
め
に
何
か
で
き

な
い
か
」
と
訪
れ
る
卒
業
生
が
増
え
て
い

ま
す
。卒
業
生
と
の
連
絡
が
密
に
な
れ
ば
、

教
師
も
生
徒
も
、
進
学
後
の
学
び
に
つ
い

て
知
る
機
会
が
増
え
ま
す
。
志
望
大
学
と

の
接
続
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
進
路
指

導
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

佐
藤
先
生　
探
究
活
動
の
実
施
前
・
後
の

学
年
で
は
、
進
路
に
対
す
る
生
徒
の
意
識

が
全
く
違
い
ま
す
。
探
究
活
動
を
経
験
す

る
と
、
課
題
を
見
つ
け
、
そ
れ
に
主
体
的

に
取
り
組
む
態
度
が
醸
成
さ
れ
ま
す
。
生

徒
は
進
路
の
検
討
時
も
、
そ
う
し
た
態
度

を
自
然
と
表
出
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
自
分
は
何
に
興
味
・
関
心
が
あ
り
、

社
会
の
中
で
ど
ん
な
役
割
を
担
い
た
い
の

か
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
大
学
で
ど

ん
な
こ
と
を
学
ぶ
の
か
。
自
主
的
な
進
路

「
探
究
」
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

渡わ
た
な
べ部

先
生　
２
年
前
に
赴
任
し
て
き
て
、

本
校
の
生
徒
を
見
て
最
初
に
感
じ
た
の

は
、
話
し
合
い
が
で
き
る
、
自
分
の
意
見

が
よ
く
言
え
る
と
い
う
こ
と
。
探
究
活
動

の
中
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
り
、

自
身
の
考
え
を
発
信
し
た
り
す
る
う
ち

に
、
思
考
力
や
主
体
性
が
鍛
え
ら
れ
、
回

り
回
っ
て
進
路
選
択
に
役
立
っ
て
い
る
よ

う
に
思
え
ま
す
。

探
究
活
動
部
主
任

關
　

友
明
　

せ
き
・
と
も
あ
き

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
地
歴
公
民
科
。

進
路
指
導
部
・
学
術
探
究
コ
ー
ス
主
担
当

中
村
東
　

な
か
む
ら
・
あ
ず
ま

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
数
学
科
。

進
路
指
導
主
事

渡
部
恵
子
　

わ
た
な
べ
・
け
い
こ

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。
国
語
科
。

進
路
指
導
部

佐
藤
啓
介
　

さ
と
う
・
け
い
す
け

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

８
年
目
。
理
科
。

秋
田
県
立
秋
田
南
高
校

◎
校
訓
は
「
獨
立
自
尊
」。「
郷
土
や
国
家
を
支
え

る
高
い
志
と
国
際
的
な
視
野
を
備
え
た
グ
ロ
ー
バ

ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、「
基

本
的
知
識
・
技
能
・
習
慣
」「
探
究
力
」「
協
働
力
」

の
育
成
を
重
視
し
た
教
育
活
動
を
展
開
す
る
。

◎
設
立　

１
９
６
２
（
昭
和
37
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
２
4
０
人

◎
２
０
２
０
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、東
北
大
、秋
田
大
、千
葉
大
、一
橋
大
、

国
際
教
養
大
な
ど
に
１
３
７
人
が
合
格
。
私
立
大

は
、
慶
應
義
塾
大
、
立
教
大
、
早
稲
田
大
、
同
志

社
大
な
ど
に
延
べ
１
８
５
人
が
合
格
。

◎U
RL

　

https://akitam
inam

i-h.wixsite.com
/akitam

inam
i

１年次では２月末に、２年次では10月末に成果発表会を開催し、
下級生や保護者、大学教員や連携機関の人などに対して、研究成
果を発表する。

秋田南高校における資質・能力の育成を
目的とした探究活動のポイント

図１

❶　対話する機会を多く設定する
生徒同士が対話する場面をつくることで、他者の意見に耳を傾
ける「聴く力」を養う。お互いの発言を受け止められる関係が
活発な議論を生み、生徒が主体的に探究活動に向かうようにな
る。生徒と教師との対話の場面も多く取り入れており、教師は
教えすぎず、できる限り生徒に語らせながら、「何が原因なのだ
ろう？」「そのメリットは何だろう？」などと問いかける。そう
した対話を続けることで、生徒は根拠を持って、論理的な主張
をするようになる。

❷　憧れられる先輩を育てる
探究活動で自分がどのように成長していくのかを、同じ高校の先
輩の姿を通して具体的にイメージさせることで、生徒一人ひとり
の活動のゴールを明確化する。平素から、課外活動や外部大会の
実績を、動画や写真で校内外に発信しているが、探究活動におい
てもそれは同様だ。公共ホールのステージに立ち、英語で堂々と
スピーチする先輩の姿を見ることで、後輩の生徒は、探究活動を
通して「何ができるようになるか」を理解し、「自分はどのよう
になりたいか」を考える。異学年交流の場面も多く設けられてい
るため、先輩に対する憧れが学びのモチベーションにつながると
ともに、身につけるべき力を実感することができる。

❸　地域連携を推進する
探究活動の中で、地域の社会人との対話など、学校外の活動を
重視する。大学の学びの先の仕事や社会人としてのキャリア形
成など、自分のあり方・生き方を考えるようになる。
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佐
藤
先
生　
探
究
活
動
を
始
め
て
か
ら
、

進
路
面
談
で
は
よ
り
発
展
的
な
指
導
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
生
徒
の
自
主

的
な
検
討
に
よ
っ
て
、「
何
と
な
く
工
学

部
」
で
は
な
く
、「
こ
う
い
う
こ
と
を
学

び
た
い
か
ら
工
学
部
に
行
き
た
い
」
な
ど

と
、
面
談
の
段
階
で
志
望
内
容
が
あ
る
程

度
固
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
そ

の
分
野
に
強
い
の
は
○
○
大
学
だ
か
ら
、

そ
こ
の
研
究
室
を
調
べ
て
み
て
は
」
と

い
っ
た
具
体
的
な
指
導
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
生
徒
は
１
年
次
か
ら
進
路

に
つ
い
て
考
え
始
め
る
の
で
、
指
導
の
時

期
も
早
期
化
で
き
ま
す
。
以
前
は
３
年
次

に
行
っ
て
い
た
第
１
志
望
大
学
の
絞
り
込

み
を
、
現
在
は
２
年
次
の
夏
季
休
業
か
ら

後
期
に
か
け
て
行
っ
て
い
ま
す
。

中
村
先
生　
本
校
で
は
２
年
次
の
12
月
、

２
月
の
模
擬
試
験
の
成
績
を
返
却
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、
ど
の
生
徒
を
、
ど
の
大
学

の
ど
の
入
試
に
向
か
わ
せ
る
の
か
を
検
討

す
る
「
進
路
検
討
会
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。
以
前
は
主
に
教
科
学
力
を
基
に
検
討

し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
例
え
ば
発

信
が
得
意
な
生
徒
は
東
北
大
学
の
Ａ
Ｏ
入

試
、
自
分
な
り
の
意
見
を
持
つ
生
徒
は
国

際
教
養
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
セ
ミ
ナ
ー

入
試
な
ど
と
、
生
徒
の
資
質
・
能
力
と
各

大
学
が
求
め
る
人
物
像
を
考
慮
し
た
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
。
探
究
活
動
に
は
学
年

の
全
教
師
が
か
か
わ
っ
て
い
る
た
め
、
各

教
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
生
徒
の
印

象
を
述
べ
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
多
様
な
側
面
が
浮
か
び
上
が

り
、
検
討
の
精
度
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
高
一
貫
教
育
校
化

に
伴
い
、
中
学
生
の
給
食
の
た
め
に
、
昼

休
み
の
時
間
が
55
分
間
に
延
長
さ
れ
た
の

で
す
が
、そ
の
う
ち
15
分
間
の
「
昼
自
学
」

の
時
間
を
利
用
し
た
面
談
が
日
常
化
し
て

２
年
次
の
終
わ
り
に
行
う
「
進
路
検
討
会
」。
教
科
学
力
だ
け
で
は

な
い
生
徒
の
多
面
性
か
ら
、
可
能
性
を
見
つ
け
る

A2

資質・能力の育成に特化した探究活動での学びや経験が進路につながる

探
究
活
動
に
よ
っ
て
深
化
し
た
進
路
指
導
は
、

新
課
程
で
重
視
さ
れ
る
「
大
学
の
学
び
へ
の
接
続
」

に
ど
う
つ
な
が
る
の
か
？

Q2

高３

生徒一人ひとりが学びや経験を意味づけ、
進路・キャリアにつなぐ

５つの能力

３つの資質

総合探究コース
•文理 5クラスが対象。
•将来学びたい学問分野がテーマの個人研究。
•共通の学問分野を学ぶ生徒が一緒に活動し、協働で探
究を深める。
•研究レポートの作成。

探究力
主体的に課題を
発見・探究・解決
する力

基本的知識・
技能・習慣

探究・協働に必要
な（かつその過程
で養われる）力

協働力
対話を通して良好
な人間関係を構築
し、仲間とともに
探究・創造する力

課題設定能力

課題探究能力

論理的思考力

プレゼンテーション能力

実践力 研究成果の発信と提言
社会への還元・実践

考えや思いを伝える力
英語での発表と交流

情報の分析と仮説の検証
根拠を明確にして考察する

情報の選択と収集
コミュニケーションと協働

課題意識をもつ
グローバルな視点の獲得

地域での探究や学術探究
自分の興味・関心に基づいた
課題解決 結果的　　　に効果

生徒と日常的な面談指導（「昼自学」の時間を利用しての面談 /Classi での生徒の投稿をフォロー）

オープンキャンパス　

第１志望大学の絞り込み
活動例）第１志望宣言

12月/２月	 ４月	 １月
進路検討会	 進路検討会	 出願検討会

２年次以降は、研究室１～２室に絞って訪問。志望理由をある程度固めて、具
体的な質問ができる状態にする。
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『ハイスクールオンライン』トップページ＞入試改革／新課程からアクセス

い
ま
す
。C

lassi

（
＊
１
）
の
学
習
時
間

で
の
コ
メ
ン
ト
で
、
生
徒
の
訴
え
に
す
ぐ

に
対
応
し
て
面
談
で
き
る
体
制
に
も
な
っ

て
お
り
、
生
徒
の
把
握
を
大
事
に
し
て
い

ま
す
。

渡
部
先
生
　
資
質
・
能
力
重
視
の
大
学
入

学
者
選
抜
が
増
え
て
き
た
現
在
は
、
探
究

活
動
で
の
経
験
が
入
試
に
直
接
役
立
つ
例

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
数
日

に
わ
た
る
講
義
を
受
け
、
レ
ポ
ー
ト
、
面

接
な
ど
で
合
否
を
決
め
る
国
際
教
養
大
学

の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
セ
ミ
ナ
ー
入
試
に
、
探

究
活
動
を
通
じ
て
考
察
力
や
発
信
力
に
自

信
を
持
っ
た
生
徒
が
積
極
的
に
挑
戦
し
、

20
年
度
入
試
で
は
合
格
者
22
人
の
う
ち
、

本
校
の
生
徒
が
６
人
を
占
め
ま
し
た
。

關
先
生
　
こ
れ
ま
で
本
校
が
積
み
上
げ
て

き
た
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
明

確
化
、社
会
に
開
か
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、

各
教
科
・
科
目
で
の
資
質
・
能
力
の
育
成
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
を
多
面
的
に
評
価
す
る

取
り
組
み
は
、
今
後
の
新
課
程
入
試
に
つ

な
が
る
も
の
で
あ
り
、
多
様
な
選
抜
方
法

に
も
対
応
で
き
る
力
を
育
む
も
の
と
感
じ

て
い
ま
す
。

中
村
先
生
　
新
課
程
入
試
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
、
高
校
で
の
学
び
を
、
大
学
入
学

後
の
学
び
へ
と
つ
な
ぐ
こ
と
が
重
視
さ
れ

る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
探
究
活
動
な
ど

で
、「
唯
一
の
正
解
」
が
な
い
問
い
を
自

ら
立
て
、
納
得
解
や
最
適
解
を
導
く
経

験
を
通
じ
て
、
資
質
・
能
力
を
育
む
こ
と

で
、
高
校
の
学
び
を
大
学
の
学
び
へ
と
接

続
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
明
確
な

志
望
理
由
を
見
つ
け
、
入
学
後
の
学
び
の

イ
メ
ー
ジ
を
描
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
新

課
程
入
試
に
対
応
で
き
る
力
が
お
の
ず
と

身
に
つ
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
入
試
ご
と

に
求
め
ら
れ
る
能
力
が
多
様
化
す
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
準
備
時
間
を
長
く
取
れ
る

点
で
、志
望
大
学
決
定
時
期
の
早
期
化
も
、

よ
り
大
き
な
意
味
を
持
つ
で
し
ょ
う
。

＊学校資料を基に編集部で作成。

資質・能力の育成に特化した探究活動での学びや経験が進路につながる図 2

よ
り
詳
し
い
内
容
は
、

『
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
オ
ン
ラ
イ
ン
』
で
お
届
け
し
ま
す
！

探
究
活
動

進
路
指
導

高１ 高２

国際探究
•ＳＤＧｓをテーマとしたグループ研究。
•探究活動のサイクルを通して、探究のスキルを習得。

学術探究コース
•高い進路目標を持った生徒が対
象（1クラス選抜）。
•グローバルな社会課題や幅広い
自然科学がテーマのグループ研究。
•大学との連携指導。
•フィールドワークツアーの実施。
•英語発表と研究論文の執筆。

１年次の後期から、志望大学別に生徒をグループ分けし
た指導が行われる。１年次の年度末に、１年間の総まと
め＋次年度に自分の志望をどう実現するのかを、スケッチ
ブックを使ってプレゼンし合う「スケッチブックプレゼン」
を実施。また、２年次末に第１志望校を最終的に確定さ
せ、志望理由を書かせる「第１志望宣言」を実施。

対話を通した、主体性、論理的思考力、
コミュニケーション力の育成
安心・安全の場づくり 地域での探究や学術探究

自分の興味・関心に基づいた
課題解決 結果的　　　に効果結果的に効果

生徒と日常的な面談指導（「昼自学」の時間を利用しての面談 /Classi での生徒の投稿をフォロー）

オープンキャンパス	　１年次は、大学の学びについて幅
広く探究し、自分の興味・関心のアンテナを広げる。

オープンキャンパス　

志望大学別のグルーピングで指導（志望理由など）
活動例）スケッチブックプレゼン

新
課
程
入
試
に
つ
な
が
る
進
路
指
導
を
考
え
る

•

秋
田
県
立
秋
田
南
高
校
の
指
導
事
例
　•

先
行
し
て
変
化
す
る
高
校
入
試
問
題

•

総
合
型
・
学
校
推
薦
型
選
抜
の
多
様
な
選
抜
例
か
ら
の
考
察

新
課
程
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
の
検
討
状
況
調
査
結
果
・
提
案

有
識
者
に
よ
る
新
課
程
の
動
画
解
説
も
満
載

＊
１
　
株
式
会
社
ベ
ネ
ッ
セ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社
の
合
弁
会
社
で
あ
るClassi

株
式
会
社
が
提
供
す
る
、
学
校
教
育
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
総
合
的
に
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
。
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Reader ’s  VIEW　

臨時休業体験者の視点から気づきを得た
　６月号の特集で、臨時休業中の他校の状況を知るこ

とができ、安心した。また、震災による臨時休業を経験

した教師が語った生徒の様子には、はっとさせられた。

本校の生徒も気持ちを前向きに切り替えているように見

えるが、それは諦観に近い心境なのかもしれない。私も、

「焦ることはない」と、生徒に声をかけ続けていきたい。

千葉県・私立成田高校 佐藤杏奈

オンライン授業の効果検証が必要
　６月号の特集で紹介された２校の実践は、今後の授

業のあり方を考える上で参考になった。本校でも、対面

授業とオンライン授業の併用を検討中で、オンライン授

業では、事前の動画視聴を前提とした授業の効果を検

証する予定だ。　 東京都立南多摩中等教育学校　徳武英
ひで

人
と

ピンチをチャンスに変える発想を
　突然臨時休業となり、特に３年生の進路実現に向け

た支援や学力保障をどのように進めるかという大きな課

題を突きつけられた。そうした中、６月号の特集を読み、

こうした状況だからこそできることがあり、工夫次第で

生徒を伸ばせることを、改めて確認できた。大切なのは、

ピンチをチャンスに変える、逆転の発想だ。特集で紹介

された実践を参考に、本校でもできることを考えていき

たい。 　　　　　　　　　 　　　 兵庫県　匿名希望

生徒の言葉から、表現活動の重要性を再認識
　６月号の表紙の絵を描いた高校生が、「自分の思いを

他者に伝えたいという人間としての根源的な衝動が、

表現活動の源」と発言していたことが頼もしい。AI が

いかに進化しても、学校は表現活動の重要性を再確認

して、教育に一層取り入れるべきだと改めて思った。

東京都・私立東京農業大学第三高校　小堀健一

校種や規模が異なっても、深い学びはできる
　６月号の「実践　アクティブ・ラーニング」で紹介された

福岡県立ありあけ新
しんせい

世高校の前川修一先生が実践する

「ファンダメンタル・クエスチョン」は、奥深い問いであり、

私もぜひ実践したい。また、校種や学校規模が異なって

も、生徒に深い学びを経験させることはでき、教科の学

びと社会で生きるための力の育成が並行していることが、

アクティブ・ラーニングの魅力だという前川先生の言葉

に、勇気づけられた。徳島県立総合教育センター　牧野浩
ひろあき

章

生徒と教師がともに学ぶ姿勢で
　本校では、探究学習を充実させるため、どのようなステ

ップで進めるべきかが課題だ。そうした中、６月号の「指

導変革の軌跡」を読み、「分からないなら、生徒と一緒

に学ぼう」という教師の姿勢が大切だという点に深く共感

した。新たなものを一緒につくるワクワク感を、生徒と

教師がともに分かち合うことが、これからの教育活動に

は必要なのかもしれない。静岡県立静岡東高校　神谷隼
とし

基
き

2020 年6月号へのご意見

次号は 10月15日発行（予定）
『VIEW21』高校版は年６回の発行です

高校版 2020 　 月号10

先生方からの
ご意見を
紹介します

『VIEW21』高校版は 2020 年４月号から電子ブッ
クでご覧いただけるようになりました。ベネッセ
教育総合研究所のウェブサイトでご確認ください。
HOME →教育情報→高校向け→情報誌最新号

『VIEW21』高校版が
電子ブックに
なりました！

　オンライン取材と対面取材を併用する形での新しい仕事のスタイルを始め
て４か月ほどが経ちました。東日本大震災や各地の豪雨災害、今回の新型コ
ロナウイルスの感染拡大の影響……と「予測困難な社会」という言葉を身に
染みて感じています。高校生の時は決まったレールから外れるのが嫌だった
私ですが、そのような事態にも驚かずに、前向きに捉えている自分に気がつ
きました。きっと、一つひとつの困難な場面に向き合う素敵な大人と、同級生、
後輩に出会ってきたからなのだと思います。今号の特集では、３人の高校生
に臨時休業中の気づきを語っていただきました（写真は自修館中等教育学校
の２人です）。改めて自分が何を大切にしているのか、取材を通して、人生の
後輩から１人の人間として教えてもらった気がしています。（荻原）

VIEW21　最新号 検索
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学の研究職に進んだ私が本校の教壇に立つこ

とを決めたのは、母校で得た素晴らしい出

会いや気づきを後輩たちにも経験してもらいたいと

思ったからです。卒業生の１人としてではなく、生

徒の自己実現を支援する教師として、多感な10代

の若者たちに向き合うことになるとは、母校から声

をかけてもらうまでは全く想像していませんでした。

でも、これはきっと素晴らしい縁なのだと素直に思

えましたし、自分の気持ちが固まると、生徒に会う

のがとても楽しみになりました。

　いよいよ教師としての日々が始まろうとする頃、

高校時代に私に理科を教えてくださった恩師から贈

られた言葉が、「自分が受けたい授業を生徒
にもしてあげなさい」でした。
　新約聖書の中に、「人にしてもらいたいと思うこ

とを、人にもしなさい」という聖句があります。こ

の言葉は、中学校・高校時代に私が最も身近に感じ、

大切にしてきた教えの1つでした。教師になろうと

する私への恩師のひと言は、母校での素晴らしい日々

を思い出させるとともに、「この教えを実践すれば、

教師としての自分も楽しいし､ 生徒もうれしいはず」

と、これからの自分自身のあり方を示してくれたの

です。教師としての新たな自分が始まった瞬間だっ

たのかもしれません。

　「受けたい授業」というのは生徒によって異なりま

す。理科を得意教科にしたいと頑張っている生徒も

いれば、もっと高度な内容をたくさん学びたいと渇

望している生徒もいます。大学入試で理科が課され

る生徒もいれば、そうでない生徒もいます。だから

こそ、教科書に載っている知識を共通の土台にしな

がら、それぞれの生徒のニーズに応えられるような

授業をつくるために、「私の今日の授業はどうだった

だろうか」と、1日 1日を丁寧に振り返るようにし

ています。

　そして、それは授業だけではなく、クラス経営や

進路指導でも同じです。その生徒がこうなりたいと

本当に思える姿や目標を見いだす支援をすることが

求められていると実感しています。教壇に立った瞬

間から「先生」と生徒から呼ばれる職業に就いた者

として、「これで十分」と自分の指導に安易に満足し

ないよう、自分への戒めとして、恩師の言葉を今日

までずっと大切にしてきました。

徒に対して思うのは、いろいろな選択肢を持っ

た上で自分自身の生き方を選んでいってほし

いということです。「自分にはこれしかできない」「こ

の道を選んだら別の道には進めない」といった、自

分を縛りつける思い込みから自由になってもらいた

いと思います。そこで教師として私ができることは、

授業を始めとする学校生活の様々な場面で、「好き」

と思えるものにたくさん出会わせてあげることです。

そして、私自身、教師という想定外の道を選んだ今、

こんなに幸せな日々を生徒と過ごしていることを、

これからも生徒に伝えていきます。何があるか分か

らないからこそ面白い人生の楽しみを、ともに楽し

んでいきましょう！と。

No. 021
広島県・
私立ノートルダム清心中・高校

山下佳子 先生
やました・よしこ

◎教職歴14年。同校に赴任して14年目。進
路指導主任。担当教科は理科。大学院で地
球科学を専攻し、博士号を取得。鉱物研究に
没頭。教師として母校に戻った今、楽しみとし
ているのは宗教音楽の鑑賞・研究だという。

広島県・私立ノートルダム清心中・高校　全日制／普通科／女子校／１学年約180人／2020 年度入試合格実績（現浪計）国公立大は、
東京大、一橋大、京都大、大阪大などに109人が合格。私立大は、慶應義塾大、早稲田大、同志社大などに延べ 381人が合格。

大

生
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新課程に向けて描く「学校教育デザイン」

長崎県立佐世保西高校
人気記事を Playback／追跡！　授業のその後
実践　アクティブ・ラーニング

現代文　栃木県立宇都宮女子高校　黒川治彦

指導変革の軌跡

愛知県・名古屋市立工芸高校
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お客様
サービスセンター

編集部からのお知らせ

ベネッセ教育総合研究所ウェブサイト内のコーナー

『VIEW21express』では、最新の教育現場の状況や取り

組み、現場の教師や識者のオピニオンなどを、「express

（＝速達）」でお伝えしています。ぜひ、ご覧ください。

多様な立場からの声をリレー形式で紹介
シリーズ・
みんなで語り合い、考える「これからの学校」

速報リポート　若手教師・教育創造MTG

先行公開　『VIEW21』教育委員会版2020Vol.1

掲載コンテンツ例 随時更新中

高校向けだけでなく、
教育委員会向けコンテンツも

続々リリース中！
VIEW21 express 検索

リリース

教育の「これから」を考える
 オンライン・ワークショップのご案内
自校の教師同士による
対話を通じて、自校の「これから」を
考えてみませんか？

開催日時 ２０２０年９月18日（金）15～17時

形式 オンライン（ライブ配信）
 （参加申し込みしていただいた方に、詳しい参加方法をご案内します）

参加費 無料

内容 本誌の特集のテーマに関して、
 自校の「これから」を考える対話型のワークショップ

参加申し込み受け付け中！
詳しくは本誌 31 ページをご覧ください
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